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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一面の銀世界を水ミ無ナ月ヅキは逃げていた。

　姿勢を低くした少年は残像だけを残し、雪原を疾走する。時刻は朝八時。澄みきった青空からは陽光が降り注ぎ、枝だけになった木々からは鳥の囀さえずりが喧やかましく聞こえてくる。

　野生動物のごとき俊敏さで駆ける少年は、足音一つ立てず、吐息すら洩もらさない。人間とは思えない身のこなしだ。

　実際、水ミ無ナ月ヅキは十六歳の少年に見えるが、人間ではない。ゼンマイ仕じ掛かけの機械人形、オートマタ。絡から繰くり人形とも言われるもので、対吸血鬼戦闘用オートマタ絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》第陸号・水ミ無ナ月ヅキが彼の正式名称だ。

　しかし、いくら水ミ無ナ月ヅキの性能が優れていても、黒髪に濃紺色のコートという出いで立たちである。純白に覆われた情景では目立ちすぎた。

　背後から迫る風切り音。

　鋭敏にそれを察知し、水ミ無ナ月ヅキは左手の暗器、四連装拳銃を起動した。少年の手の甲に、四つの銃口が現れる。

　振り向きざまに水ミ無ナ月ヅキは左腕を伸ばした。

　拳大の雪玉が六つ。迫りくるそれらに照準を合わせ、撃った。人工血液の銃弾を受けた六つの雪玉がほぼ同時に砕け、朝日を受けて輝く。狙いは一つも外れていない。

　ほっとしたのも束つかの間ま、追加で大量の雪玉が飛来する。水ミ無ナ月ヅキは小高く積まれた雪の向こうへ跳んだ。雪の壁を盾にして攻撃をやり過ごそうとしたとき、

「ミナヅキ兄さん、勝手にあたしのバリケード使うの、やめてくれませんか」

　そこには先客がいた。ダボダボの白衣を纏まとった小柄な少女は、ジト目でこっちを見てくる。小麦色のショートボブにエメラルドの瞳。外見年齢は中学生くらいだが、眼鏡をかけた不ぶ愛あい想そうな顔つきは妙に大人びていた。

「ユーリ」

　水ミ無ナ月ヅキは少女の名を呼んだ。

　正式名称は、対吸血鬼戦闘用オートマタ絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》第漆号・文フミ月ツキである。ユーリもまた、水ミ無ナ月ヅキと同じオートマタだ。天才技師の白びやく檀だん春はる海みが製作した《白びやく檀だん式しき》の一体で、水ミ無ナ月ヅキにとっては妹にあたる。

「こんなとこに隠れていたとはな。怖おじ気けづいたか？」

「はっ、冗談ですか」

　嘲あざけるように言ったユーリは眼鏡を持ち上げる。

「機を窺うかがっていた、と言ってください。ミナヅキ兄さんを囮おとりにしていただけです」

「人を勝手に囮おとりにするな。おまえ、兄を思いやって援護くらいしろよ」

「ミナヅキ兄さんこそ、妹を思いやって早く囮おとりに戻ったらどうです？」

「俺は厄介者扱いか」

　水ミ無ナ月ヅキが苦い顔をしたときだった。

　ごおおっ、と風が鳴り、二人がバリケードにしていた雪壁が崩れ去る。

「くっ！」

「チッ、敵に気付かれましたね」

　水ミ無ナ月ヅキとユーリは同時に跳とび退すさった。水ミ無ナ月ヅキは左に、ユーリは右に。

　瞬間、さっきまで二人のいた場所に雪玉が容赦なく撃ち込まれた。ボスッボスッと攻撃は地面を穿うがってくる。

　水ミ無ナ月ヅキは敵の姿を求めて振り向いた。

　そこにあったのは白い竜巻だった。

　豪風によって大地に積もっていた雪は根こそぎ宙へ舞い上がっている。巻き込まれた大木がメリメリッと音を立てて折れ、危険を察した鳥たちはとっくに空へと逃れていた。

「やっと見つけたわ、二人共。もう逃がさないから、観念なさい！」

　竜巻の中心にいたのは吸血鬼王ローゼンベルクの第三王女、リタだった。

　吸血鬼王族のみが使える魔術、ブラッディソードを顕現させている。波打つ長い紅髪は風ではためき、ルビーのような紅あかい瞳は強気な光を湛たたえていた。

　ユーリが呆あきれたように言う。

「何度見ても、規格外の力ですね。王女のリタ嬢でこれですからね。吸血鬼王がブラッディソードを抜いたら、国が一つ消えるというのはあながち誇張ではないのかもしれません」

「悠長に言ってる場合か。来るぞ！」

　リタのモーションを捉えた水ミ無ナ月ヅキが、両手の暗器を構える。

「あーあ、あたしは漁夫の利を狙う予定だったんですが、仕方ないですね」

　白衣の袖でシャン、と鎖が鳴った。

　ユーリが自らの暗器を出したのだ。両腕に三本ずつ繫つながる鎖と、その先に結ばれた銀製のクナイ。六つの得物を指に挟み持ったユーリは、エメラルドの瞳をギラつかせる。

「やるからには、ここで確実に仕留めます」

「仕留めるですって？　やれるものなら、やってみるがいいわ。〈風葬の雪玉トルナルド・シユネー〉──！」

　リタの竜巻が膨れ上がり、吹き荒れた。

　水ミ無ナ月ヅキとユーリの髪を暴力的な風がかき乱す。無数の雪玉が殺意となって二人に襲いかかった。それでも、二体の《白びやく檀だん式しき》は暗器を駆使して、雪玉を落とし──

　ガラ、と窓の開く音がした。

「ストップ、ストーップっ!!」

　家の窓から顔を出した銀髪の少女、カノンが両手を大きく振っている。

　それを合図に雪嵐が止やんだ。急に穏やかになった裏庭で三人は動きを止め、カノンを見る。

　三対の視線を受けたカノンは頰を膨らませた。

「みんな、それもう雪合戦じゃないから」
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　アルプスの山々に囲まれたヨーロッパの小国、ヘルヴァイツ共和国。そこはオートマタ産業で発展した国だ。街中には人間の代わりに労働する機械人形が溢あふれ、多くの学生はオートマタ技師を目指している。

　今から二十年前の一九六〇年、隣国の西ドイツで吸血鬼王ルートヴィヒが全人類に隷属を要求し、世界中で吸血鬼による侵略戦争が始まった。各国は吸血鬼軍に抵抗したが、吸血鬼の使う魔術の前に人類は劣勢を強いられる。

　ヘルヴァイツ公国も対吸血鬼戦闘用オートマタを製作し、吸血鬼軍を迎え撃った。だが、吸血鬼軍から国を救うはずだった絡から繰くり騎き士し部隊《白びやく檀だん式しき》の五体が暴走し、人間を大量虐殺してしまう。

　それを見た吸血鬼王ローゼンベルクは、敵対していたヘルヴァイツ大公に和解を申し込んだ。ローゼンベルク王は最強のオートマタである《白びやく檀だん式しき》を敵ながら高く評価していたのだ。

　人間と吸血鬼が手を取り、《白びやく檀だん式しき》を破壊したことでヘルヴァイツには平和が訪れた。

　それから七年。ヘルヴァイツ公国は共和国となり、人間と吸血鬼が共に暮らす、世界で最も平和な国と言われていたのだが──。
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「二人の暗器がちゃんと直ったか確かめるために雪合戦をしていたはずなんだけど、なんで全員、殺し合ってるの？」

　ヘルヴァイツ共和国の首都、イエッセル郊外にあるカノンの自宅。その玄関で、作業着のつなぎを着たカノンは腰に手を当てていた。

　白い花を思わせる可か憐れんな少女は、流れる白銀の髪を一つに結んでいる。オートマタ技師として作業をするとき、カノンはそうするのだ。白びやく檀だん春はる海みの娘であるカノンは水ミ無ナ月ヅキの所有者マスターで、高校一年生ながら技師として確かな腕を持っている。

　玄関先に立っている雪ゆき塗まみれの三人をカノンは非難するように見渡した。

　引き込まれそうな藍色の瞳を受けて、水ミ無ナ月ヅキは答える。

「問題ない。俺の四連装拳銃は完璧に修理されていた。どこにも異常はない」

「それはよかったけど、そんなこと訊きいてない」

「まあまあ、カノンちゃん。《白びやく檀だん式しき》と吸血鬼王族が雪合戦すれば、ああなりますよ。後先考えずに必殺技を繰り出す単細胞もいますしね」

「待ちなさいよ。単細胞って誰のことかしら。答え次第によっては吹き飛ばすわよ」

「ほら、この通りですから」

　ドヤ顔のユーリがリタを指さす。

　きいいっ、と紅あかい少女が目を吊つり上あげたとき、カノンが「喧けん嘩かはダメ！」と声を上げた。

「ユーリさん、暗器はちゃんと使えた？」

　一週間前、カノンと水ミ無ナ月ヅキは国内最大のオートマタイベント、ディーツェ・フェアに招待された。そこでユーリと戦闘になった結果、《白びやく檀だん式しき》二人の暗器が壊れたのだ。

　問われたユーリは白衣の両袖を持ち上げる。

「さすがは天才技師、ドクター・ビャクダンの血を継ぐカノンちゃんですね。暗器は前と変わらない使い心地でしたよ」

「よかった。ユーリさんの暗器を弄いじるのは初めてだったから、少し不安で」

　ほっと胸を撫なで下おろすカノン。ユーリは暗器の内蔵された両手を見た。
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「……正直、あたしは暗器を修理してもらえるとは思っていませんでした。ディーツェ・フェアでは、ミナヅキ兄さんへの当てつけとはいえ、カノンちゃんを殺そうとしたわけですし」

「そうよ。こんな生意気な子の暗器まで直してあげるなんて、カノンは優しすぎるわ」

　ユーリはリタにちらりと視線を向けたものの、反はん駁ばくはしなかった。

　カノンは寂しげに長い睫まつ毛げを伏せる。

「だって……お母さんの作ったオートマタが壊れたままなのは嫌だから。わたしはせっかく遺っていた《白びやく檀だん式しき》を不完全な状態にしておきたくない」

　オートマタマニアで、誰よりも《白びやく檀だん式しき》を大事に思っているカノンらしい意見だった。

　あー、とユーリはむず痒がゆそうに小麦色の頭をかく。

「カノンちゃんは甘いですね。ミナヅキ兄さんが骨抜きにされるわけです」

「ほ、骨抜きだなんて、わたしはあくまで水ミ無ナ月ヅキの所有者マスターで……！」

「そうよ！　まだミナヅキはカノンのものと決まったわけじゃないわ！」

「ユーリ、おまえ、俺に人工骨が入っていないと思っていたのか？」

　三者三様の反応にユーリは肩を竦すくめた。

　とにかく！　とカノンは玄関につっ立ったままの三人にドアを指し示す。

「全員、身体からだから雪を払ってきて。それまで家に上げないから！」

「「「はーい」」」

　家主に言われ、三人は再びわらわらと外へ出た。







　十分後。

　雪をすっかり払った三人はカノンの家に上がっていた。リビングに入った途端、点つけられているテレビにリタが反応する。

「あっ、これよ、これ！　ハウエルズの作った軍事用オートマタ《ＨハーＷヴエー式しき》。これのせいで、今お父様が大変なことになっているのよ！」

　テレビ画面には鈍にび色いろの装甲に覆われた無機質なオートマタが映っていた。人間に似せて作られている他のオートマタとは違い、その見た目は頑強な金属の塊だ。胸には共和国軍の紋章が大きく描かれている。

「一週間前、シャチョーが《ＨハーＷヴエー式しき》を発表してから、メディアは軍事用オートマタで持ち切りですよねえ」

　ユーリの言う「シャチョー」とは、エリック＝ハウエルズのことだ。彼は世界一のオートマタメーカー、メティス・グループのＣＥＯであり、ユーリの所有者マスターでもある。

「リタさん、大変なことって何？」

　紅茶のセットを用意しているカノンが訊きく。リタはテレビを睨にらみつけながらイスにかけた。

「《ＨハーＷヴエー式しき》が共和国軍に採用されたことで、わたくしたちヴァンパイアの軍部での居場所がなくなってきてるのよ」

「自然な話ですよね。そもそもヘルヴァイツが吸血鬼を受け入れたのは、オートマタ部隊に代わる戦力を欲ほつしてのことです。オートマタ部隊が復活するなら、吸血鬼はお役御免でしょう」

　ユーリはあっけらかんと言って、紅茶を配るのを手伝った。むっとしたリタが白衣の少女をじろりと見る。

「……イエッセル条約違反だわ。戦闘用オートマタを作るのは禁じられているのに」

「リタ嬢。ショチョーが製作したのは戦闘用ではなく、闘技用オートマタです。そして、軍事用オートマタに転用されるだけです。イエッセル条約には違反していません」

「そんなの詭き弁べんじゃない！　ヴァンパイアを倒すために作られたオートマタなんだから、結局は同じでしょう!?」

「その通り、詭き弁べんです。大事なのは、それでもイエッセル条約には違反していないということなんですよ」

　ユーリの言い分に水ミ無ナ月ヅキは顔をしかめた。

「嫌なやり口だな。ハウエルズはあくまで条約違反はしていないと言い張るつもりか。違反していない以上、あいつを罪に問うことはできない」

　紅茶を配り終えて、カノンは水ミ無ナ月ヅキの隣に座る。

「七年前、ハウエルズさんがお母さんを殺して、《白びやく檀だん式しき》のプログラムを弄いじった。それが原因でケルナーの悲劇が起こり、お母さんは虐ぎやく殺さつ妃ひと言われて、《白びやく檀だん式しき》も虐殺オートマタとされた」

「それだけじゃないわ。あいつは生きているヴァンパイアの脳を取り出して、オートマタの人工頭脳に使っているのよ！」

「ディーツェ・フェアに行って、それがわかったのは収穫だったな」

　うん、と頷うなずいたカノンは両手をぎゅっと握る。

「お母さんと《白びやく檀だん式しき》の無実を明らかにするためには、ハウエルズさんの罪を暴かないと」

　それがカノンと水ミ無ナ月ヅキの共通した悲願だ。

　春はる海みの娘であるカノン。《白びやく檀だん式しき》である水ミ無ナ月ヅキ。今はどちらも正体を公言できない。

「でも実際、どうするんです？」とユーリはテレビ画面を見ながら言った。そこにはローゼンベルク王を批判するニュースが流れている。

　吸血鬼王はヘルヴァイツを支配しようとしている。アナウンサーはそう訴えていた。

「シャチョーはこの国の権力者と密に繫つながっています。民衆に反吸血鬼感情を植えつけるためこうしてメディアを操作するくらい、わけないんですよ。国家権力と結びついているシャチョーを断罪するのは容易ではありません」

　うっ、とカノンが詰まった。手元のカップをしきりに弄いじる。

「それは、そうなんだけど……」

「てかユーリ、さっきからわたくしたちに喧けん嘩かを売ってるの？　ムカつくことしか言わないんだけど！」

「あたしはただ事実を言っているだけです」

　ユーリは冷めた目で紅茶を飲んだ。

「この国の政治家、特に大公が世論に流されやすいのは、ドクター・ビャクダンが批判を浴びた途端、カノンちゃんたちが大公家から追放された事実からもわかる通りです」

　カノンの表情に翳かげが落ちる。

《白びやく檀だん式しき》が人間を虐殺したことで、世間の春はる海みへの風当たりは強くなり、大公家は春はる海みとその一人娘であるカノンを切り捨てた。

　カノン＝ビャクダン＝ヘルヴァイツの存在は大公家から抹消され、彼女はカノン＝ザンデルホルツという偽りの名で生きることを強いられた。それでもさすがに無一文で放り出すわけにはいかなかったのか、カノンは大公家から生活費などの資金援助を受けている。

「大公は民衆を導く指導者たりえません。シャチョーが煽せん動どうすれば、この国はすぐに引っ張られるんですよ。現状、世の中はすべてシャチョーの思惑通りに動いています」

「ヴァンパイア排斥運動もハウエルズが煽あおってるってわけ？　まさかお父様がヘルヴァイツを支配しようとしていると非難されている件も!?」

　ええ、と頷うなずくユーリ。

　水ミ無ナ月ヅキは難しい顔で首を傾かしげた。

「それにしても強引じゃないか？　イエッセル条約が結ばれた直後ならいざ知らず、七年も吸血鬼と共存しておきながら、その批判を今になってするとは……」

「きっかけがあったのよ」と悔しげにリタが口を開く。

「一か月前、テロ騒動を起こしたヴィルヘルムの死体を持ち帰らなかったから、批判されてるの。同族だから止とどめを刺さずにわざと逃がした、なんて言われているのよ！　わたくしとヴィルヘルムが婚約していた過去までほじくり返してきたんだから腹立たしいわ」

「ローゼンベルク王はあくまで吸血鬼側だと、疑惑を持たれているのか」

「ええ。お父様はまだ、奴隷宣言をした吸血鬼王ルートヴィヒと裏で繫つながっているとか、そんなわけないじゃない！　どうせヴィルヘルムの死体を持ち帰ったところでヴァンパイアの死体は時間が経たつと灰になるから、わからないくせに」

「……まあ、実際死んでませんしねえ」

　ぼそっとユーリが洩もらし、その場が一瞬静まり返った。

「「「えええっ!?」」」

　素っ頓狂な声を上げた三人に、ユーリは「あれ、そんなに驚きます？」と意外そうな顔をしている。

「ミナヅキ兄さんの攻撃じゃ死んでなかったんですよ。苦肉の策とはいえ、ヘアピンで止とどめはないでしょう。吸血鬼はそんなに柔やわじゃありませんよ」

「じゃあ、ヴィルヘルムがまた攻めて来たりとか……」

「それはないですねー。シャチョーのオートマタの材料として培養液に浸つかっていますから」

　敵ながら少し不ふ憫びんになって水ミ無ナ月ヅキたちは沈黙した。

「吸血鬼排斥運動を煽あおって軍事用オートマタを共和国軍に導入した今、シャチョーは一気に片を付けるつもりです。この勢いでヘルヴァイツから吸血鬼を追い出し、カノンちゃんの技術を手に入れて最強のオートマタ部隊を作り上げるでしょう」

「ハウエルズさんはまだわたしの入社を諦あきらめていないの……？」

「当たり前じゃないですか」

　ユーリはぱちくりと目を瞬またたかせた。

「カノンちゃんの技術は、ドクター・ビャクダンがいない今となっては唯一無二のものです。シャチョーが最強のオートマタを作るのに、カノンちゃんの自律学習機能は必要不可欠なんですよ」

　途端にカノンは眉を下げた。

「……わたしは、学習機能を組み込む技術はまだなくて……」

「でも、カノンちゃんはシャチョーが動かせなかったミナヅキ兄さんを調整して、本来のパフォーマンスを発揮できるようにしましたよね」

「それも、わたしは水ミ無ナ月ヅキの調整なんかしていなくて……」

「カノンちゃん、謙遜しなくてもいいんですよ」

　わかったような顔でユーリは手を振っていた。

「シャチョーはカノンちゃんの技術力を認めています。《白びやく檀だん式しき》のように経験を糧かてに学習し、永遠に成長し続けるオートマタはもうカノンちゃんにしか作れないんですよ。ディーツェ・フェアで失敗したくらいで諦あきらめるわけないじゃないですか」

「まったく諦あきらめの悪い奴やつに目を付けられたもんだな」

　水ミ無ナ月ヅキは吐き捨て、リタも険しい表情で頷うなずいている。

　カノンだけは困惑したように目を落とした。

「で、おそらくシャチョーがカノンちゃんを手に入れる手て筈はずは既に整っています」

「何だって!?」

「何ですって!?」

　水ミ無ナ月ヅキとリタが揃そろって大声を上げる。

　寝耳に水、といった様子の二人に、ユーリは肩を竦すくめた。

「シャチョーは勝算がなければ動きませんよ。吸血鬼より強いオートマタが作れると確信したからこそ、軍事用オートマタ導入の話を進めたんです。それはつまり、カノンちゃんの技術を入手できる自信があるということです」

「ハウエルズはどうやってカノンを手に入れるつもりなんだ!?」

　水ミ無ナ月ヅキが勢い込んで訊きくが、ユーリは首を振る。

「知りませんよ。あたしにわかるのは、ここまでです。シャチョーがどんな手を打ってくるかまでは予測がつきません」

「ハウエルズの秘書だったんでしょう？　なんで知らないのよ。隠しているんじゃないでしょうね？」

「本当に知りませんよ！　シャチョーは秘書のあたしにも、全部を教えてくれたわけじゃありません。シャチョーの頭の中を知る人は、シャチョーだけです。あたしはただ命令を遂行するだけでしたから……」

　言いながら、ユーリは苦々しく目を伏せた。ハウエルズを慕っている少女が、誰よりそのことを寂しく思っているのは明白だ。

　皆がそれ以上、追及できずに黙り込んだとき、

　ジリリリリ、と耳みみ障ざわりな機械音が鳴った。電話である。

「……誰だろ。出てくる」

　カノンがパタパタとリビングを出て行った。

　残された三人がテレビを見ながら茶菓子を食べていると、

「水ミ無ナ月ヅキ、すぐに出かける準備して」

　慌ただしく戻ってきたカノンは言った。

「マイヤー先生からの電話だった。なんかわたしたちに話があるみたい。どうしても今すぐ来てほしいって」

　休日にマイヤーに呼び出されるとは珍しい。

　彼は水ミ無ナ月ヅキたちが通っている高校の教師であり、大公家とカノンのパイプ役も務めている。カノンの出しゆつ自じを知る数少ない人間の一人だ。

「ごめんね、リタさん。コンテスト用のオートマタを見せるのは、また明日でお願いできる？」

　カノンが申し訳なさそうに両手を合わせる。

　リタは残念そうな顔になったが、手を振った。

「気にしないでいいわよ。先生からの呼び出しなら仕方ないわ」

　カノンと水ミ無ナ月ヅキ、リタはチームとなって高校生オートマタコンテスト出場を目指している。今日リタがカノンの家に来た理由は、コンテストのためだったのだ。

「ついでだから、わたしからも大公に何か働きかけられないか訊きいてみる」

　紅茶のポットを片付けるカノンは決然とした表情になる。

「このままハウエルズさんの思惑通りにいったら、リタさんたち吸血鬼がヘルヴァイツから追い出されちゃう。まずはそれを阻止しないと」
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　家を出てイエッセル巡回バスに揺られること三十分。

　カノンと水ミ無ナ月ヅキはイエッセルの中央にやってきていた。大通りではバスがせわしなく発着し、レンガ造りの高い建物がひしめき合っている。

　その中、街角に佇たたずむ軍事用オートマタ《ＨハーＷヴエー式しき》は威容を誇っていた。一週間前に導入されたばかりの《ＨハーＷヴエー式しき》だが、それは既にイエッセル全域に配置されている。

　陽光を受けて輝く金属の装甲が嫌に眩まぶしい。水ミ無ナ月ヅキはそれを遠目から見て顔をしかめた。

　買い物客と除雪用オートマタが入り乱れている表通りから、一本脇道に入った先。裏路地にひっそりと佇たたずむ、隠れ家的な喫茶店があった。

　カノンがドアを開けると、優雅なクラシック音楽とスーツをかっちりと着た男性が出迎える。

「いらっしゃいませ」

　落ち着いた声のトーン、丁寧な物腰、温かみのある柔らかい表情。

　ホスピタリティの塊のようなウエイターだが、サーモグラフィを備えた水ミ無ナ月ヅキは彼に血が通っていないのを一目で見抜いた。

　オートマタ大国のヘルヴァイツでは、飲食店の店員は接客用オートマタに取って代わられている。人間が給きゆう仕じをしているところなど見たことがない。

　ウエイターの表情が自然なことから、水ミ無ナ月ヅキはこの店が質のよい接客用オートマタを導入している高級店であると理解した。

　周囲を見ると、客層も身なりのよい人ばかりである。カノンも水ミ無ナ月ヅキもよそ行きの恰かつ好こうをしていたが、それでも高校生の二人は浮いていた。

　ウエイターの接客用オートマタに案内され、水ミ無ナ月ヅキたちは二階に上がる。

　奥まった席にマイヤーはいた。カノンを認めるなり、彼は熊のような大柄な身体からだを揺らし立ち上がる。

「ミス・ザンデルホルツ、こちらです」

　二階に他の客はいなかった。もしかしたらマイヤーが人払いしたのかもしれない。

　四人掛けのテーブルを挟み、カノンはマイヤーの正面、窓まど際ぎわに腰を下ろした。水ミ無ナ月ヅキはその隣である。

　既にマイヤーの前には湯気の立つコーヒーがあった。カノンたちも接客用オートマタにホットコーヒーを注文する。

「お話というのは、毎月の資金援助についてです。大公家からのミス・ザンデルホルツへの資金援助は今月が最後となります」

　コーヒーが運ばれて来てすぐ告げられた台詞せりふに、「え」とカノンが小さな声を上げた。驚きよう愕がくのあまり少女は次の句が続かない。

　戸惑うカノンにもマイヤーは構わなかった。

「大公殿下からミス・ザンデルホルツへの小言を預かっております。ディーツェ・フェアでメティス・グループに入社する話を断ったそうですな。ハウエルズ氏への協力を拒んだ、とか」

「……お耳が早いんですね」

　カノンはそう言うことしかできなかった。

　その話を知るのはカノン、水ミ無ナ月ヅキ、リタ、ユーリ、そしてハウエルズだけだったはずだ。マイヤーや大公が知っているということは、ハウエルズが告げたのだろう。

　それはつまり、大公とハウエルズが接触したのを意味する。

「大公殿下は不満に思っておられます。貴女あなたは何な故ぜ、ハウエルズ氏に従わなかったのです？」

「……それは脅しか？」

　唸うなるような低い声が割り込む。

　水ミ無ナ月ヅキはマイヤーを眼光鋭く睨にらみつけていた。

「ハウエルズに従わないから俺たちへの資金援助を打ち切ると、生活費が欲しければ自分たちの意向に従えと、そう言いたいのか？」

「水ミ無ナ月ヅキ」

　少年の剝むき出だしの剣けん吞のんさに、カノンが窘たしなめる声を出した。

　不意に手を握られ、水ミ無ナ月ヅキは横を向く。カノンはマイヤーから見えないよう、テーブルの下で水ミ無ナ月ヅキの手を握っていた。自分の代わりに怒りを露あらわにした少年を労いたわっているようだった。

「先生たちの言い分はわかります」

　カノンは努めて平静な声で言う。

「大公家には学費や生活費を負担したり、何かと便宜を図ったりしていただいているので、それに関しては感謝しています」

　ですが、とカノンは背筋を伸ばしてマイヤーを見据えた。

「資金援助の話とハウエルズさんに従うかどうかという話は別でしょう。わたしはメティス・グループには入社しません」

「理由をお聞かせ願えますか？」

「わたしが作りたいオートマタと、ハウエルズさんが目指すものはまったく違うからです」

「貴女あなたの我わが儘ままで入社を拒む、と？」

「我わが儘まま!?　技師の信念を我わが儘ままと仰おつしやるんですか？」

　少女と男の視線が衝突した。

　先に目を逸そらしたのはマイヤーだった。カップに口をつける。

「……ここで貴女あなたと議論する気はありません。貴女あなたはすぐにハウエルズ氏に従うことになるのですから」

「どういう意味でしょう？」

　思わせぶりな発言にカノンは苛いら立だちを滲にじませていた。

　カップを置いたマイヤーは顎あご髭ひげを撫なでつつ言う。

「──大公殿下にハウエルズ氏から直じき々じきに申し出があったのですよ。カノン＝ビャクダンを貰もらい受うけたい、と」

　店内の控えめなクラシックが妙に大きく聞こえた。

　少女の顔色は紙のように真っ白になっていた。その唇がわなわなと震えている。

「ああ、そういうことですか……。わたしへの資金援助を肩代わりするとハウエルズさんが言ったのですね。それで、わたしの保護者の権利もハウエルズさんに譲られると……！」

「少々誤解されているようですな。ハウエルズ氏は貴女あなたの保護者になるのではありません」

　カノンが怪け訝げんな表情になり、目で続きを促す。

　マイヤーは背もたれに身体からだを預けた。大柄な男の体重でイスが軋きしむ。

「貴女あなたの誕生日は確か、クリスマスイブでしたか」

「え？　はい……」

　唐突な話題の転換に、カノンは戸惑いつつも応じる。

「つまり、来月二十四日には十六歳になられる。ヘルヴァイツでは十六歳から婚姻できるのをご存知ですか？」

　カノンは返事をしなかった。息をするのも忘れたかのように、白銀の少女は瞠どう目もくして凍りついている。

　マイヤーはちらりと水ミ無ナ月ヅキを見た。その視線が何を意味するのかわからない。水ミ無ナ月ヅキはすっかり冷めたコーヒーを飲んだ。

「ハウエルズ氏は貴女あなたを妻として迎えられると言っているのですよ。貴女あなたが十六歳になったその日に」

「……なんで、そんな勝手な……」

「他でもないハウエルズ氏が貴女あなたを望まれたからです。良縁だと思いますがな。追放された元公女の貰もらい手てとしては申し分ない──」

「お断りですっ!!」

　バン、と大きな音がしてカノンのカップからコーヒーが零こぼれた。カノンがテーブルを両手で叩たたいたのだ。少女の双そう眸ぼうは潤み、突いた両手は震えている。

　マイヤーはカノンの剣幕にまったく動じていなかった。残っているコーヒーを涼しい顔で飲み干す。

「私は貴女あなたの意思を訊ききに来たわけではないのですよ。これは決定事項なのです」

「でも、わたしの合意がなければ、結婚が成立することは……」

「正確に言えば、婚姻届に貴女あなたのサインがなければ、ですがね」

「絶対にサインなんかしません！　大公にも、ハウエルズさんにも、そうお伝えください！」

　全身を戦慄わななかせて断じたカノンはそのまま席を立とうとする。そこにマイヤーの声がかかった。

「それで、貴女あなたはどうやって生きていかれるのです？」

　カノンの動きが止まる。

　マイヤーはイスにかけたまま、少女に冷めた眼まな差ざしを注いでいた。

「大公家から援助は受けられません。高校生の貴女あなたたちはハウエルズ氏に頼らず、学費や生活費をどうやって捻出されるのですか？」

「それは……奨学金制度があるはずです。国の社会保障だって……」

「普段こそ貴女あなたはザンデルホルツの姓を使われていますが、正式にはビャクダン＝ヘルヴァイツなのですよ。大公家の縁者に生活保護が下りると思われますか？」

「……それなら……高校をやめて働きます。誰の援助も受けません。それでいいでしょう！」

　はあ、とマイヤーがわざとらしく首を振った。

「まったく冷静な発言ではありませんな。端的にお尋ねしますが、高校をやめてどこで働くのです？」

　少女の視線が泳いだ。カノンの身体からだは既に席に収まっていた。返答に窮する少女にマイヤーは畳みかける。

「我が国の労働力は大半がオートマタです。働くということはオートマタを整備するのとほぼ同義なのですよ。そして、高校卒業がいわば、オートマタを扱える資格にもなっています」

　マイヤーの言うことは正しい。

　水ミ無ナ月ヅキは店の隅をちらりと見た。そこには仕立てのよい給きゆう仕じ服ふくを纏まとった接客用オートマタが微動だにせず控えている。

　飲食店のスタッフもレジ打ちも清掃も、ヘルヴァイツではすべてオートマタの仕事だ。人間がやることはオートマタを管理し、メンテナンスするだけである。

　教師や医者、弁護士、学者などオートマタを扱わない職業は残っているが、いずれも中学を卒業しただけで務められる職ではない。

「オートマタも扱えない。他に専門的な資格があるわけでもない。──貴女あなたは娼しよう婦ふにでもなるおつもりですか？」

　カノンは深く項うな垂だれた。白銀の髪が少女の表情を隠す。

　完全に沈黙したカノンに、マイヤーは無情に告げた。

「ご自分の状況をおわかりいただけたようですな。では、婚姻について具体的な話に入らせていただきます──」

　それから喫茶店でカノンは一度も顔を上げなかった。







　マイヤーの話が終わって喫茶店を出た直後、カノンは駆け出した。

「カノン!?」

　極寒の空気を裂いて、少女は鉄砲玉のように遠ざかっていく。何の前触れもなく猛然と走り出した彼女は、水ミ無ナ月ヅキの声にも足を止めなかった。

　大通りの人込みに白銀が突入し、水ミ無ナ月ヅキは焦あせる。

「カノン！」

　少女を追って水ミ無ナ月ヅキは裏路地を抜けた。

　大通りは休日を満喫するたくさんの人で溢あふれ返っていた。人の合間に少女のコートを見つけた水ミ無ナ月ヅキは走る。楽しそうに談笑する親子連れの脇を抜け、だらだら歩いているカップルを押おし退のけ、作業している除雪用オートマタの列を跳び越えた。

「カノン」

　水ミ無ナ月ヅキに腕を摑つかまれたことで、がむしゃらに走っていた少女はようやく止まった。肩で息をした彼女は歩道で立ち尽くしている。白くなった吐息が煙みたいに広がっていた。

「いきなりどうしたんだ？　バスの発車時刻にはまだ早い……」

　言いながらカノンの正面に回り込んだ水ミ無ナ月ヅキは言葉を失う。

　カノンは泣いていた。

　俯うつむいた少女の両目からは、水晶玉のごとき雫しずくがポロポロと溢あふれている。肩を震わせ、唇を戦慄わななかせ、少女は必死で嗚お咽えつを堪こらえていた。

「……わかってた。大公家にとって、わたしは厄介なお荷物でしかないって」

　カノンはしゃっくりを上げながら零こぼした。小さな両手でいくら頰を拭っても、その涙は止まらない。

「でも、なんでっ、好きでもない人と、よりにもよって、お母さんを殺した人とっ、結婚なんて……！」

　おもむろに水ミ無ナ月ヅキはカノンを引き寄せていた。

　少女の華きや奢しやな身体からだが水ミ無ナ月ヅキの腕に収まる。強く抱き締めると、カノンが息を吞のむのがわかった。

　イエッセルの大通り。行き交う人々が水ミ無ナ月ヅキたちをチラチラと見ていたが、少年はカノンを放そうとはしなかった。

「水無、月……？」

　腕の中でカノンがくぐもった声を上げる。その声には戸惑いが多分に混じっていた。

「泣いていたら抱き締めるのが正解なんだろ」

「……そんなこと、どこで覚えたの？」

「リタだ。あいつもこうしたら泣なき止やんだ」

　カノンがむっとする気配がした。

　少女の手が背中に回される。負けじと抱き締め返された。思いがけず強い抱擁を返され、水ミ無ナ月ヅキは胸の内が発熱したような気がした。

　しばし少年にぎゅっとしがみついていたカノンは、落ち着きを取り戻したようだった。それを見計らって、水ミ無ナ月ヅキは口を開く。

「カノン、ハウエルズとの結婚だが……」

　切り出した途端、少女は身体からだを震わせた。

「そんなの絶対に嫌。なんとかしないと……」

「何な故ぜだ？　これは願ってもないチャンスじゃないか」

「チャンス？」

　カノンが顔を上げた。涙の止まった瞳で少女は水ミ無ナ月ヅキを見つめる。

　恋愛感情を知らない絡から繰くり少年は、その先にある結婚の意味もよく知らない。断片だけの知識で水ミ無ナ月ヅキは言う。

「結婚してハウエルズに近付ければ、奴やつの身辺を漁あされるだろう。あいつが春はる海みを殺した証拠を見つけられるかもしれない」

「そう、かもしれないけど……」

「ハウエルズの懐ふところに潜り込むメリットは他にもあるぞ。近くにいれば、あいつの弱味を探れるだろう。あいつの動きを読んで先回りすることだってできる。俺たちの戦略の幅が広がるじゃないか」

「ちょっと待って、水ミ無ナ月ヅキ。なんでわたしの結婚に乗り気になっているの……？」

「乗り気になるだろう！　こんな絶好のチャンス、逃す手はないぞ。しかも、これはハウエルズ自身が望んでいるときた。おまえは堂々と敵のねぐらに潜入できるというわけだ」

　水ミ無ナ月ヅキはカノンの両肩を摑つかんだ。

　呆ぼう然ぜんとしている少女に力強く言う。

「カノン、ハウエルズと結婚しろ。俺は応援するぞ」

　ひゅっと少女が短く息を吞のんだ。

　硬直したまま、カノンは水ミ無ナ月ヅキを凝視していた。絡から繰くり少年は何の後ろめたさもなくカノンを見返している。

　巡回バスがプシュー、と音を立てて路肩に停とまった。

　カノンは俯うつむく。

「……水ミ無ナ月ヅキにわかってもらえると思ったわたしが、バカだった」

「どうした？　おまえは結婚する気がないのか？」

「当たり前でしょ。もうその話はしないで」

「何な故ぜだ？　結婚を断る意味がわからない。ハウエルズの罪を明らかにするには……」

「だからその話はしないでって言ってるでしょ!!」

　急に大声で叫んだカノンに、水ミ無ナ月ヅキは驚いた。

　少女は涙を溜ためた目で水ミ無ナ月ヅキをひどく睨にらみつける。

「──オートマタの水ミ無ナ月ヅキにわたしの気持ちはわからないんだから、黙ってて！」

　怒鳴るなり、カノンは停車中のバスに走って行ってしまう。

　カノンが怒った原因も彼女の言葉の意味もわからなくて、水ミ無ナ月ヅキは思考停止状態に陥った。少女がバスのタラップに足をかけたところで、水ミ無ナ月ヅキはようやく我に返る。

「待ってくれ、カノン……？」

　バスに消えていく白銀の少女を追いかける。けれど、カノンは決して水ミ無ナ月ヅキを振り返ろうとはしなかった。
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　翌日。

「それはどう考えてもミナヅキが悪いわ」とはリタの言。

「百パーセント、疑う余地なくミナヅキ兄さんが悪いですね」とはユーリの言である。

　カノンを追ってバスに乗った水ミ無ナ月ヅキだが、車中の二人に会話は一切なかった。カノンは頑として水ミ無ナ月ヅキを見ようとしないし、怒っているらしい少女に水ミ無ナ月ヅキもかける言葉を見つけられない。

　結局、そのまま二人は無言で自宅へ帰った。

　家に着くなりカノンは部屋にこもってしまい、水ミ無ナ月ヅキの手入れすらしていない有あり様さまだ。日々オートマタの手入れを欠かさない彼女にしては極めて異例の事態である。

　カノンの部屋のドアには昨日から「話しかけないで」と殴り書きの紙が貼られている。さらに夜中にはすすり泣く声まで洩もれ聞こえてきた。

　さすがに一夜明けてから泣き声は聞こえてこないが、昼になってリタが遊びに来た今も、カノンは閉じこもったままである。

　明らかにカノンの様子がおかしい。リタとユーリにせっつかれて、水ミ無ナ月ヅキは昨日の出来事を二人に話して聞かせた。そうしたら、さっきの台詞せりふを言われたわけである。

「何な故ぜだ？　俺は何も誤ったことをしていないのに……」

　リビングのテーブルにかけた水ミ無ナ月ヅキは、大真面目な表情で考え込んでいる。その向かいに座るリタとユーリは呆あきれ顔がおだ。

「信じられないわ、ミナヅキ。カノンが怒ったのは、正しいとか、間違っているとかの問題じゃないでしょう？」

「いえ、ミナヅキ兄さんは誤ったんですよ。他でもない、カノンちゃんへかけるべき言葉を誤りました。だからカノンちゃんは怒ったんです」

「待て。二人でバラバラの意見を言わないでくれ。余計に混乱する」

　水ミ無ナ月ヅキが早々に両手を挙げ、ギブアップを表明する。

　だが、二人の会話は止まらなかった。

「結婚は好きな人とするものだわ！　別にカノンは今、公女プリンセスという立場ではないし、結婚は大公家が口を出すことじゃないわよね。しかも、相手はいいオジサンじゃない。あいつ、やっぱりロリコン……むぐっ」

「リタ嬢、シャチョーをそんな風に言うのはやめてください」

　ユーリがリタの頰を両手で挟み、押し潰していた。

「でもまあ、二人の歳としが親子ほど離れていて、結婚が一般的でないのは事実です。実際シャチョーはカノンちゃんの母、ドクター・ビャクダンより三歳上ですからね」

　リタがユーリの手を押おし退のけて言う。

「カノンが可哀かわい想そうだわ。望まない結婚を強制されてショックよね……」

「そんな傷心なときにミナヅキ兄さんはカノンちゃんに言ったわけです。『カノン、ハウエルズと結婚しろ』」

「サイテーだわ、ミナヅキ……。さすがにわたくしもドン引きよ」

「よくカノンちゃんはミナヅキ兄さんを殴らなかったですよね。その忍耐力はもはや敬服に値します」

　水ミ無ナ月ヅキはこめかみに指を当てていた。

「……なんとなく理解してきたぞ。要は、俺はカノンの結婚に賛成すべきではなかったんだな？」

　はああ、とリタとユーリの口から盛大なため息が洩もれた。この二人のリアクションがこんなに揃そろうのも珍しい。

「すみません、今後バカヅキ兄さんって呼んでいいですか？」

「何な故ぜそうなる」

「ミナヅキはカノンが誰かと結婚してもいいの？」

「ヘルヴァイツでは年間、約三万件の婚姻が成立している。その事実から、結婚とはごく一般的な制度であり……」

「誰もそんなこと訊きいてないわ！　ミナヅキの気持ちはどうなのよ!?」

　リタはテーブルから身を乗り出し、真剣な瞳で水ミ無ナ月ヅキを覗のぞき込こんだ。

「結婚するってことは、カノンはハウエルズのものになるってことよ。それでもいいの？」

「何だと……？」

　水ミ無ナ月ヅキも表情を引き締める。ハウエルズのもの、とは穏やかではない。

　少年も真顔でリタに顔を寄せた。

「カノンがハウエルズのものとはどういうことか、詳しく教えてくれ」

「く、詳しくって……！」

　途端にリタが頰を赤らめた。口をもごもごさせ、視線をしきりに泳がせる。最終的にリタは隣にいる中学生にしか見えない少女を凝視した。

「リタ嬢、バカヅキ兄さんの無自覚セクハラ発言に困ったからって、あたしに視線で助けを求めないでください」

「そう言うってことは、ユーリはオートマタでもちゃんとわかっているのね！」

「《白びやく檀だん式しき》は限りなく人間に近く作られています。外見もそうですが、中身もです。あたしたちは常に学習していきますし、恋愛感情だってありますよ」

　ですが、とユーリは眼鏡を持ち上げて水ミ無ナ月ヅキを見た。

「どうもミナヅキ兄さんは恋愛方面に極端に弱いようです。これはちょっと異常ですよ」

「そうなのよ！」

　リタが勢い込んで言う。

「ミナヅキったら、全っ然わたくしたちの気持ちをわかってくれないの！　普通、これだけ魅力的な女の子が近くにいたら、ドキドキしたり意識したりするものでしょう!?」

「魅力的な女の子が具体的に誰なのかよくわかりませんが、そういう状況になれば心が動くのが自然でしょう」

「ユーリってつくづく可か愛わいくないわよね」

「リタ嬢の評価をあたしは必要としません。とにかく、ミナヅキ兄さんの朴ぼく念ねん仁じん具合は、もはや重大なバグと言っても差し支えないレベルです。カノンちゃんも怒るわけですよね」

　ユーリは軽蔑した目を水ミ無ナ月ヅキに向ける。リタも残念なものを見る目でこっちを見ていた。

　水ミ無ナ月ヅキは腕を組んで二人を見比べる。

「で、結局、カノンがハウエルズと結婚するとどうなるんだ？　早く説明してくれ」

「いいでしょう。バカヅキ兄さんでもわかるように言うと、結婚した二人は家族になります。今のミナヅキ兄さんとカノンちゃんより親密な関係です」

「なっ」

「そうね。これまで通り、ミナヅキがカノンの傍そばにいるわけにはいかないわ。だって、カノンはハウエルズと恋人以上の夫婦になって二人で暮らすんだもの」

「なっ」

「結婚とはそういうことですよ。カノンちゃんはシャチョーと永遠の愛を誓うわけですから」

「ダメだっ！」

　反射的に水ミ無ナ月ヅキはテーブルを叩たたいて立ち上がった。

「そんなのダメに決まってるだろ！　カノンがあいつと家族になる？　永遠の愛？　冗談じゃないぞ！」

「結婚を応援するとカノンちゃんに言ったのは、誰でしたっけ？」

　あああ、と頭を抱えて水ミ無ナ月ヅキは崩れた。家族も愛も明確に理解しているわけではないが、それらがカノンとハウエルズを繫つなぐ言葉でないことくらい水ミ無ナ月ヅキでもわかる。特大の失言をやらかしたのだと絡から繰くり少年はようやく悟っていた。

「ここまで説明しないとわからないなんて。本当にミナヅキは学習してるのかしら」

「ミナヅキ兄さんのこれは通常の学習ではどうにもならないのかもしれませんね。カノンちゃんが恋愛映画を観みせてきたにもかかわらず、この有あり様さまなんですから」

「ミナヅキは壊れてるってこと？　同じ《白びやく檀だん式しき》でもユーリは恋愛を理解できるのに」

「人工頭脳もしくは歯車機構に異常がある可能性はあります。ですが、ドクター・ビャクダンに最も近しい技師であるカノンちゃんが直せていない以上、それを直せる技師はいないでしょう。オートマタに感情を持たせられる技師が他にいると思います？」

「なら、ミナヅキの朴ぼく念ねん仁じんは治らないの？」

「唯一、確実な方法があるとすれば、ミナヅキ兄さんがオートマタじゃなくなることですね」

　ユーリは白衣の腕を組んだ。

「《白びやく檀だん式しき》の人工頭脳には、まだ生きている吸血鬼の脳が使われています。脳と、シャチョーの研究所にある身体からだの両方を水銀や銀から解放したとき、吸血鬼として復活することが可能です。生身になれば、さすがにここまで非常識な恋愛音痴は改善すると思われます」

「それって、ミナヅキはヴァンパイアになるってことよね!?　名案だわ！」

「シャチョーの研究所が潰れれば、原材料となった吸血鬼は解放されるでしょう。その中にミナヅキ兄さんの身体からだもあると思うんですよね」

「何言ってるんだ。俺は吸血鬼にはならないぞ」

　水ミ無ナ月ヅキは顔を上げて言った。

　漆黒の瞳で二人の少女を見据える。

「なんで戦闘能力の低い吸血鬼にならないといけないんだ。俺は弱くなるのは御免だぞ」

　それは対吸血鬼戦闘用オートマタの本能として刻まれたものだ。

　強くあることが絡から繰くり少年の使命であり、正義である。

　断言した水ミ無ナ月ヅキにリタがむっとした表情になり、ユーリが肩を竦すくめたとき。




　ガランガランと勢いよくドアベルが鳴らされた。




「誰かしら？　宅配便？」

「セールスですかね」

「いや、これはあれだ……」

　水ミ無ナ月ヅキには思い当たる節があった。席を立つ。

　玄関のドアを開けると、大きなスーツケースを持った四人の女性が立っていた。

　全員、二十代から三十代くらいに見える。彼女たちは小こ綺ぎ麗れいに化粧を施し、同じようなスーツを着ていた。郊外の住宅街には不釣り合いな華やいだ雰囲気を放っている。

「カサンドラ・カンパニーですが、カノン＝ザンデルホルツ様はご在宅でしょうか」

　女性の一人が言った。予想通りだ。水ミ無ナ月ヅキは居並ぶ彼女たちに、何と返すべきか考えて口を開き、

「わたしです」

　背後から声。

　水ミ無ナ月ヅキが振り向くと、カノンが廊下に立っていた。

　ドアベルの音で部屋から出てきたのだろう。ほぼ丸一日引きこもっていた少女の髪はボサボサだった。目ま蓋ぶたは泣いていた事実を示すように腫れぼったい。

　警戒した表情でカノンは玄関の女性たちを見つめている。水ミ無ナ月ヅキに視線を向けることはない。

「カノン……」

　下がっていろ、と水ミ無ナ月ヅキが言おうとしたときだった。

「「「「ご婚約、おめでとうございます！」」」」

　一斉に女性たちから高い声が上がり、カノンはさっと青ざめた。

　婚約。おそらく今、カノンが最も聞きたくない言葉だ。

　それを合図に女性たちが家の中に雪な崩だれ込こむ。少年はいとも容易たやすく押おし退のけられていた。

「おい、待て。勝手に……」

　水ミ無ナ月ヅキが制止するが、誰も聞いていない。我先にと家に上がり込んだ女性たちはカノンを取り囲む。

「本日はウエディングドレスの採寸に参りました。オーダーメイドでお作りするようハウエルズ様から申し付かっておりますので、お部屋で採寸させていただきますね」

「結婚式場のご案内もさせていただきます。今回、お二人が式を挙げられる教会は、国内でも有数の伝統ある大聖堂でして……」

「ハネムーン先は地中海となっております。日程は結婚式があるクリスマスイブから五泊六日をお取りしています。詳細のスケジュールとしては……」

「指輪のサイズも測らせていただきますね。デザインはこちらのブランドのダイヤが嵌はまったものとなっておりまして……」

　女性たちにまくし立てられたカノンは目を白黒させている。パニック寸前の少女はリビングまで退却し、かえって追い詰められることになった。

　さっきからリタとユーリは顔を覗のぞかせ、女性たちの勢いに目を丸くしている。この二人もこんなのを見るのは初めてなのだろう。

　結婚はマズい。カノンとハウエルズの結婚は絶対に止めなければならない。それを既に理解している水ミ無ナ月ヅキは、女性たちを追い出すべくその後を追う。

「待てと言ってるだろ、おまえら。カノンから離れ──」

　不意に水ミ無ナ月ヅキの前に一人の女性が立った。

　笑顔を貼りつけた彼女は言う。

「これからご新婦様の採寸に入りますので、男性の方の立ち入りはご遠慮ください」

　有無を言わせない笑顔だった。

　バタン、とリビングのドアが閉まり、鍵をかけられる。

　水ミ無ナ月ヅキは見慣れたドアと向かい合い、しばし啞あ然ぜんとすることになった。







　ウエディング業者が帰った後、水ミ無ナ月ヅキはリビングに入った。

　テーブルには、ドレス、結婚式場、新婚旅行、エンゲージリングなどのカタログが山のごとく積み重ねられていた。何な故ぜ、彼女たちがスーツケースを持っていたのか納得である。

　室内を見渡すと、ユーリとリタはカタログの山を呆あきれ顔がおで見下ろし、当のカノンは部屋の隅で蹲うずくまっていた。その背中が果てしなく暗いオーラを纏まとっている。

「だから追い返そうとしたんだがな……」

　カノンの沈んだ様子を見て、水ミ無ナ月ヅキは女性たちに圧おされてしまったことを悔やんだ。

　リタが首を傾かしげる。

「ミナヅキはウエディング業者が来るって知ってたの？」

「ああ。昨日、喫茶店でマイヤーが言っていた」

　さっきのカノンの警戒した表情を見る限り、彼女は業者が来ることなど聞いていなかったのだろう。思い返せば、マイヤーの話の後半、カノンはずっと俯うつむいていた。

「なんというか、シャチョーらしい嫌がらせですね……」

　ユーリの言葉に水ミ無ナ月ヅキは眉を持ち上げた。

「嫌がらせなのか？」

「善意じゃあないでしょう。まだ十五歳のカノンちゃんは結婚なんて考えたこともなかったはずです。そこにいきなり結婚式場やウエディングドレスの話を怒ど涛とうのようにされたら、普通、慌てふためきますよね」

「ふうん、わたくしなら一番高い式場と国家予算級の指輪じゃなきゃ嫌だって、ダダをこねてやるのに」

「リタ嬢くらい厚かましければいいんですが、残念ながらカノンちゃんの性格くらいシャチョーは見越してます。カノンちゃんが結婚という事実を受け止めきれないにうちに手続きを済ませるつもりなんでしょう。結婚して自分の支配下に置いてしまえば、カノンちゃんに無理やりオートマタを作らせるのも訳ない、と考えているんです」

「あーもう、とんでもない奴やつだわ！　結婚を何だと思ってるのかしら」

「……ユーリさん……」

　どんよりとした声がリビングの隅からして、三人は首を回した。

「そこのカタログ、全部あげる……」

　背を向けたまま心ここにあらず、といった様子で言うカノン。ユーリを含む三人は微妙な表情になる。

「……いえ、カノンちゃん、あたしもカタログはいりませんよ」

「ウエディングドレスもあげる……」

「カノンちゃんに合わせて作られたドレスをもらってもですね……」

「結婚式も新婚旅行も指輪も、ハウエルズさんからもらうものは全部──」

「現実逃避はやめてくれませんか、カノンちゃん」

　厳しい声でユーリが遮った。

　カノンが息を詰める。

「シャチョーと結婚したくないから、あたしにその役目を押しつける。気持ちはわかりますけど、そんな逃避をしていても何も解決しませんよ。むしろシャチョーの思うつぼです」

　足音高く歩み寄ったユーリはカノンの傍そばに立った。

　白銀の頭が緩慢に動き、ユーリを見上げる。

「……ユーリさんも辛つらいよね」

　疑問が半分と確認が半分。

　カノンの問いかけにユーリは自嘲めいた笑みを零こぼした。

「いつかシャチョーが誰かと結ばれる可能性は常に想定していました。そのときは秘書として、シャチョーの所有物として、きちんと祝福するつもりだったんですけどね」

　白衣の少女はポケットの中で両手を握り込む。

「いざそのときになると、こんなにゼンマイが重苦しいんですね」

　カノンの顔が泣き出しそうに歪ゆがんだ。

「……ごめんね、ユーリさん」

　沈んだ声で言ったカノンは再び俯うつむいてしまう。

　蹲うずくまる少女をユーリは眉を寄せて見下ろす。リタがその場の重い空気を変えるように言った。

「うじうじ悩んでいてもしょうがないわよ。婚約破棄する方法を考えましょう」

　ぐぎゅるるるるる～。

「「「……」」」

　リビングに響き渡った不可思議な音に、全員が沈黙した。

　音の発生源であるカノンが身を捩よじっている。少女の顔は茹ゆで上あがったみたいに真っ赤だった。

　盛大な腹の虫を鳴らしたカノンは、恥じ入りつつ言う。

「……昨日、晩ごはん食べてないから」
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「仕方ないわよね。昨日はカノンも突然な話でびっくりしていたでしょうし」

「うん、昨夜は全然食欲がなかったんだけど……」

　腹が減っては戦いくさはできぬ、ということで四人は食事をするために街へ繰り出した。

　時刻は昼過ぎで、空は灰色の薄雲に覆われていた。真っ白いアルプス山脈から吹きおろす凍えた風が、街中のコートやマフラーを弄もてあそんでいる。

　十二月を目前に控えたヘルヴァイツでは、至る所でクリスマスマーケットが開かれていた。大きなモミの木が設置された広場では、キャンドルに木細工、トナカイやサンタクロースの小さな置物などが露店のテントで売られている。マーケットは人々の活気で溢あふれていた。

　クリスマスを初めて迎える水ミ無ナ月ヅキには未知のものばかりである。

　自然と水ミ無ナ月ヅキは辺りをキョロキョロすることになり、

「ミナヅキー」

　がしっとリタが腕にくっ付いてきた。

　フード付きのケープをかぶった紅あかい少女は、慣れた様子で身体からだを押しつけてくる。

「ねえねえ何探してるの？　クリスマスプレゼントとか？」

「クリスマスプレゼント？」

　不思議そうに訊きき返すと、フードの下でリタが目を瞬またたかせる。

「え、まさかミナヅキ、クリスマスプレゼント知らないの？」

「何だ、それは」

「常識のないミナヅキ兄さんにざっくり説明すると、十二月二十五日はクリスマスと言われる祝日で、前日のイヴから家族でパーティーをしたり、親しい人の間ではプレゼントを交換したりします」
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　ユーリが後ろから礫つぶてを投げるみたいに解説してきた。

「なるほど、それがクリスマスプレゼントか」

「ミナヅキは何か欲しいものとかないの？　別に物じゃなくてもいいのよ」

　リタはミナヅキの腕をぎゅっと抱えて、上目遣いで見上げてくる。

　何かを期待するように見つめられた水ミ無ナ月ヅキは、しばし思案し、ふと後ろを向いた。白衣のポケットに両手を突っ込んだユーリを注視する。

「……ユーリの人工筋肉」

「はああ？　どうしてこの流れでそうなるよ、ミナヅキのバカ！」

「まったくです。言っておきますけど、あたしの人工筋肉はあげませんからね。これはメティス・グループの最新技術が詰まっているだけではなく、シャチョーがあたしのために作った非売品でもあるんです。何があっても譲りませんよ」

「ていうか、わたくしにねだるプレゼントで人工筋肉はないでしょ。そういうのはカノンに頼みなさいよね」

　水ミ無ナ月ヅキはふっとリタの横に視線を投げた。

　そこにはマフラーに半分顔を埋めたカノンがいる。彼女の藍色の瞳はクリスマスマーケットに投げられていて、こちらの会話に参加する気はないようだ。

　思えば、リタがくっ付いてきているのに、今日のカノンは傍そばに寄ってこない。空いている片腕が妙に寒々しかった。

　リタもユーリも、カノンが水ミ無ナ月ヅキに怒っているのを知っている。

　いささか気まずい空気になり、リタが取り繕うように声を上げた。

「あ、レストランがあったわ！　早速……」

　入りましょ、と言いかけたリタは言葉を吞のみ込こんだ。

　少女の紅あかい瞳はドアノブにかけられた札に据えられている。

『吸血鬼お断りノー・ヴアンパイア』

　水ミ無ナ月ヅキの腕を摑つかむ力が強まった。

「軍事用オートマタ導入のニュースがあってから、そのかけ札、増えましたね」

　ユーリが後ろから言った。

　静かではあるが、明確な吸血鬼排斥運動である。

　人間と吸血鬼が和平を結んで成立したはずのヘルヴァイツ共和国は今、着実に吸血鬼を追い出しにかかっていた。

　水ミ無ナ月ヅキはリタをちら、と見る。

　フードに隠された少女の表情はわからない。水ミ無ナ月ヅキはリタを促した。

「他の店に行くぞ、リタ」

　頷うなずいた少女は水ミ無ナ月ヅキに身体からだを寄せた。その際、水ミ無ナ月ヅキの掌てのひらに少女の冷たい手が滑り込む。

「……握ってて」

　今にも消えてしまいそうな声で言われ、水ミ無ナ月ヅキは強く少女の手を握っていた。







　三軒連続で『吸血鬼お断り』のかけ札を見て、四人はクリスマスマーケットの屋台で食べることにした。

　屋台と言っても、きちんとテントや専用のテーブルが設けられていて、座って食事はできる。難点は屋外なので寒いことくらいだ。

　ラクレット屋台で巨大なチーズを溶かして皿に入れてもらい、ジャガイモとピクルスをトッピングされる。

　熱々のチーズを手に、水ミ無ナ月ヅキは少女たちの陣取るテーブルに戻った。そこには既にカノンとリタがポトフやら串焼きの肉やらを大量に持ってきていた。どれも白い湯気が立ち昇っている。

「わあ、美お味いしそう！　レストランじゃなくて、ここでかえってよかったかも」

　熱々の料理を前にしたカノンは瞳を輝かせている。その横でリタはもうポトフをフーフーしていた。体温の低い吸血鬼は猫舌なのだ。

「そうよね。差別をする店なんて、こっちから願い下げだわ」

「ですが、この流れが今のペースで進むと、吸血鬼が入れる店は近いうちになくなりますね。シャチョーのシナリオ通りって感じです」

「これもハウエルズの狙いのうちなのか」

「排斥運動で不満を持った吸血鬼が事を起こすのを、わざと誘発しているんですよ。さすがに何もしていない吸血鬼をどうこうするのは世間体が悪いですからね」

　吸血鬼に怯おびえた人間が排斥運動をする。それに不満を持った吸血鬼が街中で問題を起こす。それをハウエルズの軍事用オートマタが鎮圧すれば完璧だ。

　そのループは人間と吸血鬼を完全に分断する。

　ポトフのソーセージを頰張ったリタが、モゴモゴしながら言う。

「不満……確かに不満だわ。だって、外出する度にフードをかぶってヴァンパイアなのを隠さなくちゃいけないんだもの。なんで悪いことをしていないのに、コソコソしないといけないのよ」

　水ミ無ナ月ヅキは溶けたチーズをフォークでつつくのをやめて、顔を上げた。

「その恰かつ好こうにはそんな意図があったのか」

　正面に座っているリタは目ま深ぶかにフードをかぶっているため、覗のぞき込こまないと表情も見えない。吸血鬼特有の紅あかい瞳や鋭い八重歯も、注意しないとわからないようになっている。

　食事中なのに、フードを取らないからおかしいとは思っていたのだが。

「ええ、危ないから外ではフードを取るなって、お父様に言われているのよ」

「そういえば、この前スーパーに行ったら吸血鬼コーナーがなくなってた……」

　カノンが思い出して目を落とす。

「吸血鬼コーナーって、血液入り食品を置いてある棚のことですかね」

「うん。リタさん、吸血のほうは大丈夫……？」

「それは平気よ。血液はヴァンパイアにとって大事な魔術の源だもの。血を扱うヴァンパイア商人がいるから、人間の作る製品がなくなったところでわたくしたちは困らないわ」

　リタ以外の全員がその言葉に食べる手を止めた。

「……なんだかその商人って、ヤバそうな感じが……」

「奇遇ですね、カノンちゃん。あたしもそんな気がしました」

「血を扱うって、闇ルートか……？」

　吸血鬼が密ひそかに人間を攫さらって血を抜き取るところを想像する三人。それに気付いてリタがぶんぶんと両手を振る。

「ちっがうわよ！　血液といっても人間のじゃないわ。羊とか動物の血よ！」

　憤然と言ったリタは食べかけのソーセージをずい、と示した。

「まさかこれが何かわからないわけじゃないでしょう？」

　黒っぽい色をしたソーセージ。カノンが呆ほうけたように言った。

「血ブ入ルりーソトーヴセルースジト……」

　それは豚の血液が入った腸詰めだ。欧州では一般的に食べられている。

　リタは黒いソーセージにかぶりついて不満げに言う。

「スーパーで売ってた血液入り食品だって動物の血が使われていたじゃない。なんでヴァンパイアが血を扱うとそんなイメージになるのよ」

　なるほど、とユーリは手を打った。

「人間の血に拘こだわってるわけではないんですね。吸血鬼の生態は勉強になります」

「むしろローゼンベルク一門は、人間の血を飲んだことがあるほうが珍しいわ。お父様曰いわく、『人間を攫さらうより羊を買え』。面倒がない上に、肉も食べられるからよ」

「合理的すぎて、ぐうの音も出ませんね」

「だから恋愛映画みたいに、カッコいい人間の男の子と恋に落ちて吸血させてもらうのに憧れてたのに……」

　そこでリタは水ミ無ナ月ヅキをチラッと見た。

　水ミ無ナ月ヅキは首を傾かしげる。

「もう正体がバレてるから言うが、吸血してみるか？」

「わたくしを殺すつもり!?」

「冗談だ」

「ミナヅキ兄さん、冗談を覚えるのは結構ですが、今のは全然笑えませんよ」

「はあ……吸血鬼排斥運動が活発になってリタさんたちが大変なときに、なんでこんなことになっちゃうの……」

　空腹が落ち着いてカノンは現実に戻されてきたようだ。ポトフの器を見つめる瞳は暗い。

「それがシャチョーの思惑ですからね。カノンちゃんの誕生日まで一か月を切ってます。早く打開策を見み出いださないといけません」

「あっ、そうだわカノン、オートマタコンテストももうすぐじゃない？」

「ああうん、校内選考があと二週間後にある」

「高校生オートマタコンテスト本番は例年、クリスマス直前ですよね」

「カノンのオートマタできたんでしょ？　わたくしは何をすればいいのかしら」

「えーっと、リタさんはテスト係。もちろんわたしもテストしたけど、製作者以外のテストで思わぬバグが見つかることもあるから」

「テストって、オートマタを使うのよね？　わたくしでもできるかしら」

「わたしが今回作ったオートマタは《白びやく檀だん式しき》を参考にしてる。水ミ無ナ月ヅキの相手ができてるなら大丈夫」

「ふふ、なら余裕じゃなーい」

　得意げに言ったリタは、手にしていた串焼きを少年に差し出す。

「はい、一緒に食べましょう、ミナヅキ」

　向かいにいるリタがにっこりと微ほほ笑えみかけてくる。水ミ無ナ月ヅキは素直に口を開けた。温かい肉が口に入ってくる。

「甘味あり、塩味あり。美お味いしい」

「ねー、この甘辛いソースが食欲をそそるわよねー」

　リタも肉を頰張り、顔を綻ばせている。ちょうどよいタイミングで、リタはまた水ミ無ナ月ヅキに串を持ってきた。

　リタと水ミ無ナ月ヅキが交互に串焼きを食べるごとに、チーズを黙々と食べるカノンの眉は寄っていく。チーズが口に合わなかったのだろうか。

　隣にいるユーリは何な故ぜかこっちを非難がましい目で見ている。

　串焼きを食べ終わって、水ミ無ナ月ヅキはふとリタの口元に気付いた。少女の口くちの端はしにソースが付いている。

　少年がリタの唇に手を伸ばすと、紅あかい少女の目が見開かれた。水ミ無ナ月ヅキはリタの口元を指で拭う。以前、食事時に水ミ無ナ月ヅキもカノンにそうされたことがあったのだ。絡から繰くり少年の学習機能はきちんと働いている。

　水ミ無ナ月ヅキはソースの付いた指をペロ、と舐なめた。

「甘味あり、塩味あり。美お味いしい」

「～～～っ!?」

　途端にポン、とリタが茹ゆで上あがった。

　真っ赤になった少女の隣では、カノンがプルプルと震えて串焼きにかぶりついている。屋外にいるから寒くなってきたのかもしれない。

　ユーリが呆あきれたように天を仰いだ。

「どうした、リタ？　食べさせてくれるんじゃないのか？」

　リタはポトフの器を中ちゆう途と半はん端ぱな位置で持ったまま、固まってしまっていた。水ミ無ナ月ヅキは首を傾かしげる。

　えっえっ、とリタは紅潮した顔で水ミ無ナ月ヅキとポトフを見比べる。それから彼女はドギマギとフォークを差し出した。

「あ、あーん」

「あーん」

　妙に恥ずかしそうなリタからジャガイモをもらおうとしたとき、




「おい、どこに行った!?　出てこい！」




　野太い怒声が響き、水ミ無ナ月ヅキはジャガイモを食べることなく首を回した。

「何があったんだろ」

　カノンが不安そうに言い、一同は席を立った。人が集まっているところに近付く。

　人々の頭の隙間からそれを見たとき、水ミ無ナ月ヅキは目を細めていた。

　露店のテントで木細工を売っている男が、ローブをかぶった小さな子供を捕まえている。

「……ミナヅキ兄さん」

「ああ、わかってる」

　ユーリが囁ささやいてきて、水ミ無ナ月ヅキは頷うなずいた。

　その子供は吸血鬼だった。サーモグラフィでは青く表示されている。

　露天商の男は子供の腕を摑つかみ、銀の錐きりを細い首に押し当てていた。まだ年とし端はもいかない見た目の子供は泣きそうになっている。〈霧ネー化ベル〉して逃げないのは、銀を直接肌に当てられているからだろう。

　吸血鬼にとって毒である銀と水銀が身体からだに付着している場合、〈霧ネー化ベル〉は行使できないのだ。

「おい、このガキがどうなってもいいのか!?　とっとと奇妙な術を解け！」

　男はしきりに周囲を見渡し、声を張り上げている。

　と、

「……妹を放してくれないか」

　遠巻きにしている人々の傍そばに、突如、黒いローブを纏まとった青年が現れた。

　人々が「吸血鬼だ！」と叫び、青年から一斉に距離を取る。

「『吸血鬼お断り』の店で買い物したのは謝るよ。どうしても妹が欲しがるから、ついバレなければいいかと思って、買ってしまったんだ」

　フードで顔を隠している青年は露店に歩み寄り、カタンと細緻な木細工を台に置いた。

「この商品は返す。だから、妹を放し……」

「オメぇ、バカなのか？」

　露天商の男はギョロリとした目でフードの下を覗のぞき込こんだ。

　青年が固まる。

「放すわけねえだろ。オメぇらのやったことは万引きと一緒だ。商品を返して、ごめんなさいすれば済む話じゃねえんだよ」

　男は子供の手首を摑つかんで、手を台につかせた。銀の錐きりをその小さな手に振り下ろす。

　ダン、と音がした。

「っ……！」

　咄とつ嗟さに水ミ無ナ月ヅキは横にいるリタの腕を捕まえていた。一瞬でも遅れていたら、リタはあの場に飛び出していただろう。

　引き留められた紅あかい少女が血走った目で水ミ無ナ月ヅキを見る。

　水ミ無ナ月ヅキは首を振った。

「ダメだ、リタ。今おまえが出て暴れたら、ハウエルズの思惑通りだぞ」

　こういう民衆同士のいざこざを起こして人間と吸血鬼の対立を深めさせるのがハウエルズの狙いなのだ。

　リタはぎり、と歯は嚙がみして、顔を前に戻す。

　露店では火が付いたように子供が泣き喚わめいていた。吸血鬼にだって痛覚はある。驚異的な回復力があるとはいえ、傷付いたら痛いのだ。

　フードをかぶっていてもわかるほど青年は狼狽うろたえていた。銀の錐きりによって手を台に留められた子供を抱き寄せる。

「……何な故ぜ、こんな惨むごいことを……妹は何もしていないのに！」

「逃げられたら困るだろ。ルールを守らない吸血鬼は捕まえておかないとな。どうせおまえらの身体からだはすぐに治るんだろうが。喚わめくことじゃあねえだろ」

　治るなら傷付けてもいいのか。痛覚がなく、機械の身体からだを持つ水ミ無ナ月ヅキも、露天商の言葉には不快感を覚えた。

「もうすぐ警察が来るからそれまでの辛抱だ。ほれ、兄ちゃんも手をつけ」

　新たに銀の錐きりを持ち、男は促した。

　ぐっと青年が妹を抱く手に力を込める。

「……ルールを守らないのはどっちだ」

　低く呟つぶやかれた言葉。

　ああ？　と胡う乱ろんな声を出した露天商に、青年は俯うつむいていた顔を上げた。鋭い牙を剝むき、憎しみの限り叫ぶ。

「人間とヴァンパイアの平等を謳うたったイエッセル条約を破ったのは、おまえらだろうが！」

　青年が拳を台に叩たたきつけた。バキバキッ、と木製の台が破壊され、子供の手が台から外れる。同時に、たくさんの木細工が地面に散らばった。

　けたたましい音がクリスマスマーケット会場に響く。

　露天商が「テメぇ……！」と青年に錐きりを振りかざした。青年も台の破片を手に身構え、

　プシャアアアッと。

　真っ白いミスト状の何かが露店に向けて噴射された。

　一瞬、青年たちの姿が見えなくなる。

「何だ……？」

　ミストの出所を探して首を回した水ミ無ナ月ヅキは、息を吞のんだ。

　すぐに霧が晴れ、青年もはっとする。妹は怯おびえて兄のローブにしがみついた。

『吸血鬼二体、投降セヨ』

　感情というものをまるで感じさせない、無機質な音声。

　それを発したのは軍事用オートマタ《ＨハーＷヴエー式しき》だった。

　近くで見ると、その体長は二メートルを超えていた。頭から足先まで金属の装甲に包まれ、流線形のフォルムを描いている。その胸には共和国軍の紋章が燦さん然ぜんと印しるされ、右手には機関銃を持っていた。

　いざこざが起こった時点で誰かが軍に通報していたのだろう。三体の《ＨハーＷヴエー式しき》は露店にいる兄きよう妹だいを取り囲むように立っている。

　集まっていた群集が《ＨハーＷヴエー式しき》の登場に歓声を上げた。

「誰が投降なんか……！」

　軍事用オートマタを睨にらみつけた吸血鬼の青年は、だが次の瞬間、顔色を変えた。

　おそらく〈霧ネー化ベル〉ができなくなっていたのだ、と水ミ無ナ月ヅキは推測する。

　さっきのミストに何か仕掛けがあるのだろう。吸血鬼を確保するには速やかに〈霧ネー化ベル〉を封じる必要がある。

「……あーあ、シャチョーのオートマタに捕まっちゃいましたね。あの二人は可哀かわい想そうですが、仕方ないですね」

　群集の歓声に紛れて、ユーリがボソっと呟つぶやいた。リタが耳みみ聡ざとく反応する。

「でも、『吸血鬼お断り』の店で買い物して、多少の器物破損をしたくらいよ。罰金を払えば釈放されるでしょ」

「何言ってるんですか、リタ嬢」

　ユーリが驚いた目になる。

「シャチョーのオートマタに捕まった吸血鬼が釈放されるわけないじゃないですか」

「──え」

「吸血鬼を憎んでいるシャチョーですよ？　せっかく捕まえた吸血鬼を罰金で解放すると思います？」

「でも、そんな、こんな軽い罪で殺すなんて……！」

「殺しはしませんよ。……はあ、リタ嬢は本当に察しが悪いですね。思い出してください。《ＨハーＷヴエー式しき》の頭には何が入っているんでしたっけ？」

　瞬間、リタの表情が変わった。

　少女の唇がわなわなと震え始める。

「……噓うそ、でしょう……」

「《ＨハーＷヴエー式しき》が共和国軍に採用されたことで、その需要は高まっています。当然、原材料の調達も必要です。ですが、生きた吸血鬼の脳なんて、どこにも売っていませんからねえ。手に入れるとしたら、こうして捕まえた吸血鬼を使うしか……」

「ユーリ、それ以上リタを煽あおるな」

　水ミ無ナ月ヅキはユーリの言葉を遮った。

　吸血鬼は結束が強い種族だ。特に王族であるリタがその真実を知って、感情を昂たかぶらせないはずがない。

　事実、リタの顔色は真っ青で、今にも倒れそうだった。

　そのとき周囲がざわめく。

「吸血鬼が逃げるぞ！」

　見ると、青年は妹を抱えて露店の隙間を駆け出していた。

《ＨハーＷヴエー式しき》は巨体だ。狭い場所には入り込めない。そう読んだ青年は、吸血鬼特有の高い身体能力を駆使して逃げるが──

『吸血鬼二体ノ逃走ヲ確認。拘束スル』

　無機質な音声と同時に、三つの巨体が動いた。

　残像を残して機械人形が駆ける。

　そのうちの一体が露店を跳び越え、青年の行く手を塞ぐように現れた。吸血鬼は方向転換する暇も与えられない。

　機械の腕が無造作に振るわれた。

「ぐあっ……！」

　青年が妹ごと《ＨハーＷヴエー式しき》に薙なぎ払はらわれる。ずざざ、とローブを纏まとった身体からだが地面を滑り、土煙を上げた。そこに残り二体の《ＨハーＷヴエー式しき》が着地する。

　ジャキ、と音がして、左右から機関銃の銃口が兄きよう妹だいに向いた。

　民間人である吸血鬼の兄きよう妹だいに対し、軍事用オートマタは圧倒的だった。

『発砲用意──』

　機械の音声が告げる。

　覚悟を決めた青年が妹に覆いかぶさったとき。

「共和国軍なら、階級を言いなさい」

　ケープのフードを目ま深ぶかにかぶった少女が忽こつ然ぜんと出現した。少女は二体の《ＨハーＷヴエー式しき》の間に立ち、両手で機関銃の銃身を握っている。

　一方的な捕獲劇を見物していた群集が、新あら手ての吸血鬼の登場にざわりとした。

　水ミ無ナ月ヅキは歯は嚙がみする。気が付けば、捉えていたリタがいなかった。ユーリがやれやれと言うように肩を竦すくめ、カノンが不安そうに少女を見つめる。

「わたくしの声が聞こえないの。仮にも共和国軍に属するなら階級を言いなさい。それとも、その胸の紋章は飾りなのかしら」

　リタの毅き然ぜんとした声が辺りを静まらせていく。

　機関銃を摑つかまれた《ＨハーＷヴエー式しき》は音声を発した。

『吸血鬼一体ヲ発見。公務執行妨害』

　はっ、と少女が短く嘲ちよう笑しようを洩もらす。

「公務ですって？　器物破損をしただけの民間人に銃を向けることが公務！　いつから共和国軍はヴァンパイアを狩るだけの機関に成り下がったの？」

　フードに隠れて少女の顔は見えない。

　けれど、その声には溢あふれんばかりの感情が込められていた。同族を虐しいたげられた憤いきどおり、悲哀、諦てい観かん……。そのすべてを携えて、少女は名乗る。

「よく聞きなさい、階級も言えないオートマタたち。わたくしは共和国軍特別機動部隊《赤の乙女部隊スカーレツト・メイデン》紅べに薔ば薇ら少将リタ＝ローゼンベルクよ」

　一陣の風が吹き、少女のフードを取り払った。

　露あらわになった紅あか。劫ごう火かを彷ほう彿ふつとさせる長い紅髪が、吹きすさぶ風に靡なびく。

　群集がどよめいた。紅べに薔ば薇ら少将の名は国内で広く知れ渡っている。倒れていた吸血鬼の青年も「王女殿下!?」と驚いた声を上げた。

　リタは覚悟を決めた悲壮な表情をしていた。

　ちりちりと灼やけつくような風がクリスマスマーケットに湧き起こり、露店のテントをしきりにはためかせる。

　鮮血より紅あかい双そう眸ぼうで三体の《ＨハーＷヴエー式しき》を見渡し、リタは獰どう猛もうに嗤わらった。

「でも、その階級もたった今、放棄するわ。これからわたくしはヴァンパイア王族として為なすべきことを成す──」

　吸血鬼王女が傲然と天に手を掲げる。

　瞬間、彼女の意図を悟り、水ミ無ナ月ヅキは叫んだ。

「やめろ、リタ！　ここでブラッディソードを出したら……！」

　吸血鬼王族のみが使える魔術、ブラッディソード。

　天災に匹敵する魔術を街中で行使したら、どうなるか。多大な被害を出し、吸血鬼へのヘイトが爆発するのは目に見えている。

　そもそもこの排斥運動が始まった発端もブラッディソードだったのだ。

　水ミ無ナ月ヅキの制止にリタは首を回した。苛烈な瞳で叫ぶ。

「聞けないわ、ミナヅキ。わたくしの力は、わたくしの正義を守るためのものよ!!」

　轟ごう、と突風が鳴った。

　数多あまたのテントが一挙に破壊され、紙かみ屑くずのように宙を舞う。

　会場の中央にあったモミの木が枝葉を散らし、凄すさまじい音を立てて折れた。露店の商品が軒並みバラバラと転がり、人々の悲鳴と怒号が重なる。

　水ミ無ナ月ヅキは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　取り返しのつかないことが目の前で起きてしまったのだと実感する。

　リタの手には真紅の大剣が顕現していた。形作られた魔術が無数の紅こう刃じんとなって、刀身を飾り立てていく。少女の頭上には黒雲が渦巻き、鮮血に濡ぬれた巨大な薔ば薇らが虚こ空くうで花開こうとしていた。

「リタさん……！　待って、リタさん……！」

　吹きつける向かい風の中、銀糸を乱してカノンが声を張り上げる。懸命に歩み寄ろうとする少女にリタは視線を注いだ。

「カノン、わたくしたちのことはもう気にしなくていいわ。気持ちだけで十分よ」

　わたくしたち。それは吸血鬼のことを指していた。

　紅あかい少女は嵐の中、勇ましく微ほほ笑えむ。

「わたくしは自分の正義を貫くんだもの。後悔はないわ。カノンもそうでしょう？」

　カノンの足が止まった。

　二人の少女の間を豪風が駆け抜けていく。

「……ミナヅキ兄さん」

　ユーリに小突かれ、水ミ無ナ月ヅキは目を向けた。

　眼鏡を押さえたユーリは、ぐしゃぐしゃの小麦色で言う。

「早く逃げますよ。ここにいたらあたしたちまでブラッディソードの巻き添えを食います」

　水ミ無ナ月ヅキとユーリだけだったら何とかなるが、ここにはカノンもいるのだ。これ以上、この暴風域に留とどまるのは危険だった。

「わかった」

　佇たたずむカノンを水ミ無ナ月ヅキは抱き上げた。腕の中で少女が身体からだを強こわ張ばらせるが、緊急事態のためかそれ以上の抵抗はなかった。

　それからふと、水ミ無ナ月ヅキはリタを振り返る。

　ただ独り、剣を握って立つ少女。

　その姿にかける言葉を見み出いだせず、水ミ無ナ月ヅキは背を向けた。群集に混じり、混乱の坩堝るつぼと化したクリスマスマーケット会場を後にする。

　走り去る人々を見て、リタはふっと笑った。

「逃げなさい、愚かな人間たちよ。今よりここはわたくしの花園。土足で踏み荒らす無法者は何なん人ぴとたりとも生きて帰さない」

　嵐の中心で滔とう々とうと詠うたったリタはブラッディソードを見上げる。

　その瞳には涙が浮かんでいた。

　二人に言われずともわかっていた。街中でブラッディソードを行使する意味を。この行動が人間と吸血鬼を決定的に分断してしまうであろうと想像はついた。そして、そうなったとき、自分が何を失うのかもまた。

　リタの脳裏に水ミ無ナ月ヅキやカノンと過ごした日々がよぎる。

　二人と接して人間と友人になりたいとリタは思ったのだ。

　だから、排斥運動もずっと我慢していた。学校で吸血鬼であることを理由に嫌がらせされても、『吸血鬼お断り』なんて札をかけられても、行動は起こさなかった。

　だが、同胞が非道な仕打ちを受けるならば、話は別だ。

「王女殿下……」と背後で声がした。兄きよう妹だいの声にはリタへの信頼と安あん堵どが滲にじみ出でている。

　自らの臣民を守護するのが王族としての使命ノブレス・オブリージユ。

　それこそが己リタの正義。

　三体の《ＨハーＷヴエー式しき》は暴風のあまり動きを止めていた。この風では機関銃も役に立たないと判断したのだろう。辺りに人の姿はなく、避難は完了していた。

　既に少女の瞳に涙はない。

　咲き誇る大剣を掲げ、リタは高らかに吼ほえる。

「ヴァンパイアの怒りを思い知るがいいわ。食らいなさい、〈風葬の薔薇トルナルド・ローゼ〉ッ──!!」
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　その日の夕方、七年続いたイエッセル条約はローゼンベルク王側から破棄された。これにより、吸血鬼の戸籍は抹消。今夜のうちに吸血鬼は全員、国外退去を迫られる。

　また、ヘルヴァイツ共和国はヘルヴァイツ新公国に国名を改めることが発表された。

　軍事用オートマタに厳重に警備されたヘルヴァイツ大公ヨハネス六十六世は、大公家の広間にて「これより我が国は人類の叡えい智ちにより人類の歴史を築き上げる」とスピーチした。

　その模様は国営放送のテレビで放映され、そこには各大臣と並んでハウエルズの姿も映り込んでいた。

　多くの人間は吸血鬼がいなくなったことを喜び、ヘルヴァイツ各地では祝賀ムードに湧いた。
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　夜、リビングのテレビで大公のスピーチを観みた三人は黙り込んでいた。

　テレビ画面はもうスピーチではなく、街の人たちのインタビューに替わっている。危険な吸血鬼がいなくなった、と笑顔でジョッキを傾ける人々が映っていた。

「また一歩、シャチョーの理想に近付きましたね」

　ユーリはテレビを観みながら洩もらす。

「国内から吸血鬼がいなくなるので、新公国軍は《ＨハーＷヴエー式しき》を中心に編成されるでしょう。シャチョーはカノンちゃんと結婚して『最強のオートマタ』を量産し、吸血鬼の絶滅に向けて世界へ進出します」

「そんなことはさせない」

　カノンが強い声で言った。

　水ミ無ナ月ヅキもユーリも訝いぶかしげに白銀の少女を見る。

「ハウエルズさんの思い通りには、絶対にさせない」

　テレビを見つめるカノンの表情は、昼間とは打って代わって凜りんとしていた。部屋の隅で蹲うずくまっていたのが噓うそのようである。

　少女の明らかな変化に水ミ無ナ月ヅキとユーリは戸惑いを隠せない。

　カノンはテーブルに積み上がっているカタログを両手に持って、立ち上がった。ゴミ箱にそれを放る。ドサッと重い音を立てて、ゴミ箱はいっぱいになった。

　それからカノンは水ミ無ナ月ヅキのほうをちらりと見る。

「昨日、水ミ無ナ月ヅキの手入れをしてない。今からするよ」

　素っ気ない声音だった。それだけ告げ、カノンはリビングを出て行く。

　水ミ無ナ月ヅキは席を立ち、ふとゴミ箱を見た。一番上には結婚指輪のカタログがある。

「ユーリ、何な故ぜ、結婚に指輪がいるんだ？」

「指輪を贈るのは慣習です。左手の薬指に嵌はめて、永遠の愛の誓いを形にしているんですよ。何な故ぜ、左手の薬指かというと、古代ギリシアでは心臓が感情を司つかさどっているとされており、そこには心臓に繫つながる血管が──」

　知りたい情報は聞けた。

　饒じよう舌ぜつに蘊うん蓄ちくを語り続けるユーリを置いて、水ミ無ナ月ヅキはリビングを出た。







　水ミ無ナ月ヅキの手入れはいつも、作業部屋に隣接する彼の部屋でしている。

　自室に入ると、カノンに「横になって」と言われた。

　水ミ無ナ月ヅキはベッドに座る。横にならずに、水ミ無ナ月ヅキはカノンを窺うかがった。つなぎ服に着替えた彼女は傍かたわらで工具箱を開き、準備をしている。ポニーテールに纏まとめた髪の下、白いうなじが覗のぞいていた。

　謝るなら、二人きりの今だと思う。

　昨日、水ミ無ナ月ヅキが「ハウエルズと結婚しろ」と言ってから、カノンはずっと怒っている。

　リタとユーリから散々罵倒され、水ミ無ナ月ヅキも自分の発言が不適切だったと反省している。

「カノン」

　躊躇ためらいがちに呼ぶと、少女の長い睫まつ毛げが揺れる。彼女の反応はそれだけで、藍色の瞳が水ミ無ナ月ヅキを映すことはなかった。

「カノン、昨日俺が言ったことは間違いだった。なかったことにしてくれ」

　ぴくり、とカノンが震えた。

「……どの発言について言ってるの？」

　準備を終えたカノンが水ミ無ナ月ヅキの前に来た。膝ひざ立だちになって、少女は水ミ無ナ月ヅキのシャツのボタンを外す。

「結婚しろ、と言ったことだ」

「なかったことにできるわけないよね」

　カノンの声はまるで研ぎ澄まされた金属のようだった。硬くて冷たくて、触れれば切れそうな鋭利さを備えている。

「水ミ無ナ月ヅキはわたしが誰と結婚しても、何も感じないんでしょ。だから、あんなこと言えたんでしょ」

「悪かった。その発言は取り消す」

「謝られても取り消されても、水ミ無ナ月ヅキの気持ちは変わらないよね」

「いや、俺はもう理解した。おまえの結婚に賛成するべきではなかったと──」

「理解じゃなくて、わたしは感情の話をしているの。水ミ無ナ月ヅキがわたしの結婚を嫌がってくれないと意味がないの！」

　唐突にカノンはそう叫んだ。

　水ミ無ナ月ヅキは驚いて少女を見つめる。歪ゆがんだ少女の貌かおが目の前にある。

「わかったから……あの言葉で十分、水ミ無ナ月ヅキの気持ちはわかったから……！　あのとき、わたしも自分の本心に気付いちゃったの。わたしは所有者マスターとして水ミ無ナ月ヅキのことを考えている、なんて大おお噓うそだった！」

　水ミ無ナ月ヅキへの好意をあからさまにするリタとは対照的に、カノンは自分はあくまで所有者マスターだから、というスタンスを崩さなかった。

　水ミ無ナ月ヅキに抱いている感情は恋愛じゃないと、彼女はずっと否定してきたのだ。オートマタに恋愛感情を持つのは普通じゃない、と技師の彼女は理性でわかっているから。

　けれどそれは、水ミ無ナ月ヅキに「結婚しろ」と言われたことで脆もろくも崩れてしまった。

　もし、本当にカノンが水ミ無ナ月ヅキをオートマタとしか見ていないのなら、彼女は傷付かなかっただろう。絡から繰くり少年の未熟な発言として流せたはずなのだ。

　しかし現実は──。

　あのときの彼の言葉は確かにカノンの心を抉えぐっていた。

　胸の痛みが、これは恋だと少女に告げていた。

「もう自分を騙だましきれない。わたしは、わたしの気持ちを誤ご魔ま化かせなくなっちゃったの……！　早く、この気持ちに整理をつけないと。水ミ無ナ月ヅキとは恋愛できないってよくわかったから」

「待てカノン、俺には何もわからない……」

「だから、わたしは水ミ無ナ月ヅキを忘れる！　そう決めたの」

　少女はきっぱりと宣言した。

　唐突に水ミ無ナ月ヅキは得え体たいの知れない暗闇に放り出された気がした。目の前にカノンはいるはずなのに少女を上う手まく認識できない。

「忘れる……？」

「水ミ無ナ月ヅキに特別な感情を抱くのはやめる。それでも所有者マスターとして手入れはちゃんとするから安心して」

「安心？　何が安心なんだ？」

「別にいいでしょ。水ミ無ナ月ヅキはわたしのことを何とも思ってないんだから。わたしたちは所有者マスターとオートマタの関係になるだけ。水ミ無ナ月ヅキにとっては初めからそうだったんだろうけど！」

「待ってくれ、カノン。俺は……！」

「水ミ無ナ月ヅキに何を言われても、わたしの決心は変わらないから。この話はこれで終わり。おやすみなさい、水ミ無ナ月ヅキ──!?」

　カノンが驚いた表情で終了命令シヤツトダウンの言葉を吞のむ。

　水ミ無ナ月ヅキは少女に口付けようとしていた。彼女の口を塞ぐことで終了命令シヤツトダウンを防ごうとしたのだ。

　あと少しで互いの唇が触れる距離。

　二人の吐息が交錯する。

　水ミ無ナ月ヅキを寸前で留とどまらせたのは、カノンの手だった。強い手が少年の胸板に添えられ、水ミ無ナ月ヅキの接近を阻はばんでいる。

「……水ミ無ナ月ヅキ、それ間違ってるから。キスは相手を黙らせるためにするものじゃない」

　掠かすれた声で言われ、水ミ無ナ月ヅキは瞠どう目もくした。

「キスの意味もわからないのに、口付けようとしないで」

　少女は顔をくしゃくしゃにして泣いていた。

　自分が泣かせたのだ。

　全身の人工血液が一気に温度をなくした気がした。

　水ミ無ナ月ヅキはベッドに押し倒される。凍りついていた少年はなされるがままだった。

「……カノン、俺はまだ終了したくない。俺が間違っているなら教えてくれ……」

　混濁する思考。

　少女の両目に溜たまった涙が逆光の中、光るのが見えた。

「おやすみなさい、水ミ無ナ月ヅキ。よい夢を」

　今度こそ終了命令シヤツトダウンをされ、水ミ無ナ月ヅキは眠るように目ま蓋ぶたを閉じた──。
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　翌月曜日の放課後。

　急きゆう遽きよ、カノンたちオートマタコンテストのクラス代表は体育館に集められた。

　各クラス一チームずつ、計十五組である。校内代表を決める選考会はまだ先のはずだ。突然の招集にザワつく生徒たちに、オートマタ工学の教師は声を張り上げた。

「皆さんも知っての通り、昨夜、イエッセル条約が破棄されました。我が国に吸血鬼はいなくなり、現在、新公国軍は軍事用オートマタを中心に再編が行われています」

　その言葉に嘆く者はカノンたちをおいていなかった。吸血鬼の生徒が高校に在籍していたとはいえ、種族の違いから深い親交があった者は少ないのだろう。

「これからヘルヴァイツはオートマタで国防を担になわなければなりません。しかし、そのためには現状、軍事用オートマタが足りない状況です。それを憂いて、今年の高校生オートマタコンテストは主催者側の意向により、戦闘可能なオートマタに限るという規定が設けられました」

　ざわざわと体育館がどよめいた。

　生徒たちは皆、チームメンバーと顔を見合わせて口々に囁ささやいている。

　水ミ無ナ月ヅキも横を見ると、カノンは目を見開いたまま唇を引き結んでいた。

「コンテスト本選ではトーナメント形式で試合が行われます。詳しいルールは今からプリントを配布するので、各自確認してください」

　言いながら教師は紙を配り始める。前にいる生徒からルールの紙を受け取った水ミ無ナ月ヅキはカノンにも渡す。

　だが、カノンはその紙をロクに見もしなかった。

　正面にいる教師をひたと見据えている。

「コンテストの規定変更に伴い、来週の校内選考会も選考基準を変更します。校内代表のオートマタに求められるのはただ一つです」

　生徒たちを見渡して教師は告げた。

「最強であること。我々は最強のオートマタを必要としています」
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　ドタドタという慌ただしい足音が近付いてきて、ユーリはゴミ箱を片付けていた手を止めた。

　顔を上げたところで、ちょうどリビングのドアが勢いよく開く。

「ああもう、ふざけてる！」

　憤ふん懣まんやるかたない様子でリビングに入ってきたのはカノンだった。普段、綺き麗れいに梳とかされている白銀の髪は猫みたいに逆立ち、吊つり上あがった瞳は蒼そう炎えんに燃えている。

　カノンがここまで怒りを露あらわにするのは珍しい。

「どうかしたんですか？」

　乱暴にイスにかけたカノンと、彼女に続いて入ってきた水ミ無ナ月ヅキをユーリは交互に見比べた。水ミ無ナ月ヅキはため息と共に言う。

「今年の高校生オートマタコンテストが実質、オートマタファイトに変わったんだ」

　ディーツェ・フェアでも行われていたが、オートマタ同士をリング上で戦わせるオートマタファイトという競技がある。闘技用オートマタが剣をもって戦い、そのパワーやスピード、技巧を競うのだ。

　使用できる武器や細かいルールこそ違うが、機械人形を戦わせて勝てば優勝という点で、今回のコンテストはその競技と変わらない。

「ははあ、またシャチョーも無理を通しましたね……。国防が担になえるほど《ＨハーＷヴエー式しき》の製造数は追いついていません。高校生の手も借りたい、というのが本音でしょう」

「このコンテストは技師の実力を見るもの。アイデアの独創性、適切な部品選択、歯車機構の創意工夫、デザイン性……たくさんの観点から評価されるはずなのに。ただ強ければいいなんて、そんなの高校生オートマタコンテストじゃない！」

　ドン、とカノンは拳をテーブルに叩たたきつけた。

「若手技師の登竜門とも言うべきコンテストですからねえ。様々な部門で賞があって、総合優勝のオートマタも毎年、全然方向性が違います。去年は超多機能の清掃用オートマタでしたし、一昨年はエーデルライトの採掘用オートマタでした。ゼンマイとの共鳴を利用した科学的発想が高い評価を得ていましたね」

「もう百年近い歴史があるのに、今年は戦うオートマタしか認めないなんてどうかしてる。吸血鬼との戦時中だってそんなことにはならなかったのに」

「コンテスト本選まであと三週間強でしたっけ？　規定に合わせて作り直すにしてもギリギリですよね」

「ああ、体育館はブーイングの嵐だったな。困るチームも多いようだ」

　教師の説明が終わるや否いなや、体育館はひっくり返したような騒ぎになった。いくつかのチームは鬼気迫る様相で教師に詰め寄り、教師は脂汗を流していた。

　コンテストがいきなりオートマタファイトに変われば普通そうなる。

　イエッセル条約で戦闘用オートマタは七年も禁止されていたのだ。戦闘技能を備えたオートマタに触れたこともない高校生が、自作のオートマタに戦闘プログラムを組み込むのは容易ではない。

「逆にわたしたちにとっては好都合」

　そう言ったカノンは、コンテストの新しい規定と戦闘ルールが記されたプリントをテーブルに置いた。

「──わたしはこのコンテストでハウエルズさんを潰そうと思う」

　潰す。

　カノンには似つかわしくない過激な発言に、水ミ無ナ月ヅキもユーリもギョッとした。

　白銀の少女は大真面目な表情で続ける。

「わたしが勝負できるのはオートマタの技術しかない。コンテストは、わたしがハウエルズさんをやり込められる絶好の機会」

「カノンちゃんの決意はわかりましたが、具体的にどうするんです？」

「優勝したオートマタは《ＨハーＷヴエー式しき》と戦うんだって」

　カノンはプリントをユーリに示してみせた。

　そこには『優勝者は《ＨハーＷヴエー式しき》に挑戦できる！』というポップな文字が躍っている。

「コンテストの最後の余興みたいなやつですね。シャチョーにとっては《ＨハーＷヴエー式しき》の優秀さを誇示できますし、いいパフォーマンスでしょう」

「そこで、わたしのオートマタと戦わせて《ＨハーＷヴエー式しき》の人工頭脳を暴あばく」

　ごくりと水ミ無ナ月ヅキは喉を鳴らしていた。

　ユーリも一瞬、言葉に詰まる。

「……暴あばくって、吸血鬼の脳をですよね？　でも、《ＨハーＷヴエー式しき》にはおそらく、無理に頭部を開けようとした場合、人工頭脳の中身を隠蔽する自己破壊用の爆弾が仕込まれて……」

「水ミ無ナ月ヅキはディーツェ・フェアで、闘技用オートマタ《機神戦士メタトロン》の頭部を破壊して人工頭脳を出すのに成功してる。不可能じゃない」

《ＨハーＷヴエー式しき》は《機神戦士メタトロン》を転用したものだ。基本的な構造に大きな差異はないと思われる。

「コンテストにはたくさんの観客が来るし、その模様はテレビでも放映される。もしそこで《ＨハーＷヴエー式しき》の人工頭脳に生体の脳が入っていると大勢の人に知れたら──」

「大変な騒ぎですよ」

　興奮気味にユーリがカノンの後を継いだ。

「間違いなく世の中は黙っていないでしょう。誰の脳なのか、という追及からは逃れられませんし、吸血鬼の脳とわかっても人道的な問題は付つき纏まといます。あとは、吸血鬼を危険視していた人間が、オートマタの頭の中身が吸血鬼で、それを信じられるのか疑問ですよね」

「《ＨハーＷヴエー式しき》に批判が集まれば、軍事用オートマタの製造は中止される。最強のオートマタを作れなくなれば、ハウエルズさんはわたしと結婚する理由がない」

「完璧だ！」

　水ミ無ナ月ヅキは声を上げていた。

　これでハウエルズが失脚して徹底的に調べられれば、芋づる式に春はる海みや《白びやく檀だん式しき》の無実も明らかになる可能性が高い。

　世界の認識が大きく変わるのだ。

「コンテストで優勝すれば、すべてを解決できるはず」

　カノンは水ミ無ナ月ヅキとユーリを前にして言う。

「校内選考まであと一週間、オートマタの最終調整に注力するよ」
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「キャ───────────!!」

　楽しげな悲鳴を上げたカノンが凄すさまじいスピードで目の前を過ぎ去っていく。

　カノンが乗っているのはジェットコースターだ。

　校内選考も目前の週末。一時間ほどバスに揺られ、水ミ無ナ月ヅキたちは遊園地に来ていた。

　ジェットコースター脇に佇たたずむ水ミ無ナ月ヅキは、対吸血鬼戦闘用オートマタの動体視力を存分に活いかしてカノンの乗る箱を目で追った。子供の一筆書きみたいにハチャメチャな軌道を描くレールを、箱は猛スピードで進んでいく。

　やがてそれは出発したところに戻ってきて、停止した。

　箱を降りたカノンが水ミ無ナ月ヅキの元に駆け寄ってくる。

「すごかった！　グルンって一回転するところがヤバくて、あと、直角に落ちるところがあって、身体からだがフワッて……」

　銀糸の髪を乱した少女は興奮気味にジェットコースターの感想を少年に語る。大おお袈げ裟さな身振り手振りで、頰は紅潮していた。

　ひとしきり語ったカノンは自分の腰元を見下ろす。そこにくっ付くのは、愛くるしい幼女だ。

「桜花サクラも楽しかった？」

　家庭用オートマタ《白びやく檀だん式しき改かい》桜花サクラ。

　それはカノンがコンテスト用に作ったオートマタだった。

　外見年齢は小学校低学年くらい。身長は一二〇センチほどで、腰より長い桜色のツインテールに、ぱっちりとした白金の瞳をしている。ふわふわしたレースのドレス姿は花の妖精のようだった。

　問われた桜花サクラは所有者マスターのカノンを見上げる。長い睫まつ毛げに飾られた人工眼球がカノンを映した。無表情のまま、幼女はこくん、と一つ首を縦に振る。

　それっきり反応しない桜花サクラを見て、水ミ無ナ月ヅキは腕を組んだ。

「……あまりこいつは喋しやべらないな」

「それは経験不足。桜花サクラにはまだ流りゆう暢ちように会話ができるだけの情報が集まっていない。表情もね、これから覚えていくはず」

　桜花サクラはカノンの傍そばで、園内を物珍しそうにキョロキョロと見渡している。

　その仕草は小さな子供そのものだ。

　水ミ無ナ月ヅキはサーモグラフィを通して桜花サクラを見る。カノンと桜花サクラに相違点は見み出いだせない。人工血管を持つ彼女の体温は完全に人間と同じだった。

　園内にいる人々は誰も桜花サクラがオートマタだと気付いていないだろう。水ミ無ナ月ヅキだって知らなければ彼女をオートマタとは思わない。

　カノンは桜花サクラを様々な角度から見て言う。

「うーん、我ながら桜花サクラは可か愛わいくできたと思うんだよね。すべすべの真っ白いお肌に、赤ちゃんみたいにプニプニのほっぺた。ガーリーなぱっちり二重で、睫まつ毛げは長さも量も十分。あらかじめお洒しや落れパーツをたくさん作っておいてよかったあ」

「……」

　桜花サクラの顔をしきりに触っては、顔を蕩とろけさせているカノン。その横で水ミ無ナ月ヅキは顔色を悪くしていた。

　──何な故ぜ、お洒しや落れパーツはあらかじめ作られていたんだ……？

　訊きくのが恐ろしくて水ミ無ナ月ヅキは黙り込む。

　頰をプニプニと摘つままれている桜花サクラはカノンになされるがままだ。笑顔のカノンはそのまま水ミ無ナ月ヅキを見上げ、

　そこではっと何かに気付いたようにカノンは背を向ける。

「……ダメダメ。水ミ無ナ月ヅキのことは忘れるって決めたんだから」

　水ミ無ナ月ヅキは息をついた。

　カノンの「忘れる」宣言の後も、二人で同じ家に住んで、同じ学校に通い、同じチームでオートマタを作っていることに変わりはない。

　けれど、カノンは明らかに水ミ無ナ月ヅキと距離を置こうとしていた。

　体内が冷たく感じられる。まるで自分の部品パーツが氷に変わってしまったみたいだ。体温調節機能に異常は出ていないから、これは水ミ無ナ月ヅキの錯覚なのだろう。

　後ろを向いたカノンは「あっ」と言って、ジェットコースター乗り場に戻る。桜花サクラもカノンの後をトテテと続いた。

「写真ができてる。ほら、桜花サクラ、写ってるよ」

　ジェットコースターに乗っている最中に乗客の写真を撮っているらしい。

　写真の中にはカノンと桜花サクラの姿があった。二人は他の乗客たちとまったく同じように両腕を万歳して、口を悲鳴の形に開けている。

「どうしよっかなー、初めて桜花サクラが映った写真だし、買っちゃおうかなー」

　カノンが迷う横で、水ミ無ナ月ヅキは顎に手を当てた。

「……カノン。おかしいぞ」

「何が？」

「桜花サクラの内部に異常があるかもしれない」

　写真を凝視して言った水ミ無ナ月ヅキは、カノンのコートを摑つかんでいる幼女に目を留めた。視線に気付いて桜花サクラがつぶらな瞳で水ミ無ナ月ヅキを見る。

「どういうこと、水ミ無ナ月ヅキ？」

「俺と乗ればわかる。桜花サクラを借りるぞ」

　水ミ無ナ月ヅキは桜花サクラの手を引いてジェットコースターに乗るべく駆けていく。

　残されたカノンは瞬まばたきを繰り返した。

　しばし後。

　ジェットコースターに乗ってきた水ミ無ナ月ヅキと桜花サクラは、カノンと共に写真を見る。

　そこには、つまらなさそうな顔でシートに収まる漆黒の少年と、無表情でお行儀よく座る幼女の姿が。周囲の乗客は全員、悲鳴を上げている。

「おかしいから！　こっちのほうがよっっっぽどおかしいから！」

　写真を指さし、カノンは凄すさまじい剣幕で水ミ無ナ月ヅキに訴える。

　水ミ無ナ月ヅキは真顔で言った。

「これが桜花サクラの正常な反応だろう。俺たちは高速移動や激しい揺さぶりに耐えられるようになっている。この訓練で桜花サクラが悲鳴を上げるということは、三半規管にあたる部品パーツが壊れているのかと思ったが……」

「はあ。桜花サクラ、水ミ無ナ月ヅキの乗り方を真ま似ねしちゃダメ。ジェットコースターはスリルを楽しむものなんだから」

「……サンハンキカンをクンレンするためじゃなくて？」

　小首を傾かしげて言った桜花サクラ。

　カノンは振り向いた。水ミ無ナ月ヅキは目を逸そらした。

「まったく。水ミ無ナ月ヅキの言ったことは噓うそだから。桜花サクラ、もう一回ジェットコースター乗るよ」

　カノンと桜花サクラは連れ立って再びジェットコースター乗り場に消えた。

　二人を見送り、絡から繰くり少年は漆黒の頭をかく。

　ジェットコースターの用途など知るはずもない。水ミ無ナ月ヅキは十年前に公国軍駐屯地で戦闘訓練を半年ほど受けて終了され、カノンに起こされてからもまだ四か月なのだ。

　遊園地に来たのは、もちろん初めてである。

「学ぶことが多いな……」

　しみじみと呟つぶやいた水ミ無ナ月ヅキの頭上で、「キャ───────────!!」というカノンの楽しげな悲鳴が聞こえた。










「確認するが、これも桜花サクラのテストの一環なんだよな？」

　水ミ無ナ月ヅキ、カノン、桜花サクラの三人は遊園地の広い園内を歩いていた。

　他人から見たら『オートマタの最終調整に注力している』風ではない。ただ遊園地で遊んでいるだけだ。

　水ミ無ナ月ヅキの問いかけに、大きなパンフレットに顔を埋うずめて歩くカノンは頷うなずいた。

「調整兼テストって感じかな。桜花サクラにはとにかく膨大な経験をさせないといけなくて……」

「こんなことならユーリも無理やり連れてくればよかったな。偶数でないと乗り物に乗りづらいとは知らなかった」

　誘ったのだが、ユーリには「あたしはチームメンバーじゃないんで」ときっぱり断られたのだ。

「……ユーリさんも気を遣う必要なんかないのに」

　ボソっと呟つぶやいたカノンは水ミ無ナ月ヅキに追及される前に言う。

「桜花サクラの仕様は、記メ憶モ領リ域ーに蓄積された情報から状況に応じてその都度、近似した情報を検索し、最適な行動を選択する──」

「要は学習するってことだろ。こいつは同じ失敗を繰り返さないようにできてる」

　それは桜花サクラに戦闘訓練を施した水ミ無ナ月ヅキが実感していることだった。

　桜花サクラには同じ手が二度と効かない。

　訓練を始めたときは水ミ無ナ月ヅキに転がされてばかりだった桜花サクラだが、ほんの数日で水ミ無ナ月ヅキと互角に戦えるようになってきていた。逆に水ミ無ナ月ヅキが窮地に立たされることすらある。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンと自分の間を歩いている桜花サクラに目を落とした。薄ピンク色の髪を揺らし、幼女はポップコーンを摘つまんでは一つ一つ形を確かめて口に運んでいる。

「わたしが桜花サクラに付与した最大の機能は『模倣』。それは学習の一つ前の段階だと思うの」

「なるほど。だからジェットコースターで桜花サクラはカノンの隣では悲鳴を上げて、俺の隣では黙ってたのか」

「周囲の人を見て、桜花サクラは自分が取るべき行動を決定している。その情報データが集まれば集まるほど、桜花サクラは人間らしくなっていく。桜花サクラはどんどん成長するオートマタなの」

　語るカノンの横顔を水ミ無ナ月ヅキは見た。

「コンテストの規定が変わっても、オートマタのコンセプトは変える気がないんだな」

　戦闘でしか評価されないのなら、桜花サクラに人間らしさはいらない。ひたすら水ミ無ナ月ヅキと戦闘訓練を重ねることが優勝への近道のはずだ。

　しかし、カノンはそれをよしとしない。

「当たり前。わたしは桜花サクラを戦わせるために作ったんじゃない。戦うのは、機能の一つというだけ」

　自分の名前を呼ばれているからか、桜花サクラが顔を上げた。ポップコーンを口いっぱいに頰張った幼女はカノンを見つめる。

　水ミ無ナ月ヅキはその隙に桜花サクラの手からポップコーンのカップを掠かすめ取とった。

「桜花サクラに暗器があって吸血鬼の脳が入っていたら、まさに《白びやく檀だん式しき》だな」

　ポップコーンを口に放った水ミ無ナ月ヅキは眉を寄せる。

　奇妙な食感だった。塩味で美お味いしいという判定は出ているが、ぱさぱさしていて紙かみ屑くずを食べているみたいだ。

　水ミ無ナ月ヅキは幼女の手にカップを戻した。

「お母さんは本当は《白びやく檀だん式しき》に吸血鬼の脳を入れるつもりじゃなかった。もしも吸血鬼の脳が入っていなかったなら、《白びやく檀だん式しき》はどんなオートマタになったんだろう。それを想像して作ったのが、《白びやく檀だん式しき改かい》」

　そこでカノンは唐突に立ち止まった。

「あった、お化け屋や敷しき！　ここ入ろう！」







　お化け屋や敷しきになっている洋館に入ると、巨大な鉈なたが展示されていた。壁には人体の断面図や新聞記事が貼られている。

「ここのお化け屋や敷しきってすごく本格的で、ヘルヴァイツで一番怖いらしい。途中でリタイアする人が半分以上いるんだって」

　カノンは恐ろしげな内装を見回しながら言った。

　遊園地に入ったときから少女の表情には抑えきれない好奇心が渦巻いている。名目は桜花サクラのテストだが、カノン自身が遊園地を楽しんでいるのは明白だった。

　水ミ無ナ月ヅキもやる気十分で言う。

「高難易度ステージというわけか。問題ない。必ずクリアするぞ」

「水ミ無ナ月ヅキ、何か勘違いしてない？」

「お化け屋や敷しきだろ？　ゴーストと戦うのは初めてだ。物理攻撃は効くのか？」

　やっぱり！　とカノンが顔を青くした。

「そんなことしたらダメ！　出てくるのは本物の幽霊じゃなくて、お化けに扮ふんした人なんだから」

「なんだ、人間なのか。つまらんな。何が怖いんだ？」

　首を傾かしげる水ミ無ナ月ヅキの横で、カノンは呆あきれたように言う。

「この洋館には猟奇的な殺人鬼が住んでいて、たくさんの人を残虐に殺してきた、という設定だから。殺人鬼や、血みどろの人たちが襲ってきたら怖いでしょ？」

「いや、全然怖くない」

　カノンが諦あきらめた顔になった。

　桜花サクラの手を引いたカノンは先に進む。水ミ無ナ月ヅキもその後に続いた。

　おどろおどろしいＢＧＭが流れる中、細長い通路には誘導灯のように小さな燭しよく台だいが壁にかけられている。朧おぼろげな光は全体を照らすまでには至らない。

「うわあ、真っ暗……。どうしよう、もう怖くなってきちゃった……」

　早速泣き言を口にしたカノンは桜花サクラの手をしっかりと握って、慎重に歩いていく。足元に転がる人体の精巧なパーツに気付き、「ひゃあっ」といちいち驚く始末だ。

　濃密な闇の中、水ミ無ナ月ヅキはサーモグラフィに視界を切り替えた。すると、進行方向に潜んでいる人間が何人も見える。

　──なるほど。ここでは暗闇での対襲撃者訓練が行われるんだな。

　結局、戦闘用オートマタ的解釈から離れられない水ミ無ナ月ヅキだった。

　素早く動いた少年は、壁とカノンの間に割り込む。「ウグアアッ！」と壁を破って少女に襲いかかろうとした人の脳天に手刀を振り下ろした。お化け役がぐったりとなる。

「何の声!?」

　カノンが水ミ無ナ月ヅキの背中越しに壁を見て、「きゃっ」と声を上げた。

「壁から血ち塗まみれの人が……！」

　ちなみにこの血は水ミ無ナ月ヅキのせいではなく、元から付いていた血ち糊のりである。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンを促した。

「行くぞ。相手は所詮、人間だ。俺の後について来い」

　スタスタと物もの怖おじせずに歩いていく水ミ無ナ月ヅキ。カノンは「ふえええっ」と今にも泣きそうだ。

「待って、歩くの速いから、水ミ無ナ月ヅキ！」

　カノンの制止を背中に受けつつも水ミ無ナ月ヅキは前進する。

　と、潜んでいた人間が一斉に咆ほう哮こうを上げた。

「何っ！　何っ!?」

　後ろでカノンが混乱した声を出す。辺りは真っ暗で、彼女には鉈なたを持った血ち塗まみれの殺人鬼と臓器を露出させた人間たちが見えていないのだ。

　襲撃者たちは水ミ無ナ月ヅキへ足を踏み出した。

「問題ない、カノン」

　言いつつ、水ミ無ナ月ヅキは殺人鬼の大男に肉薄する。

　明らかに人間ではないスピードで迫ってきた水ミ無ナ月ヅキに、大男が目を剝むくのがわかった。そのときには既に水ミ無ナ月ヅキの拳は男の鳩みぞ尾おちに叩たたきこまれている。

「うぐ……！」

　膝ひざをついた殺人鬼を放り、少年は特殊メイクを施した人間たちに迫った。

「これしき、俺の敵ではない」

　一人一秒もかけず、水ミ無ナ月ヅキは鮮やかな体術で人を投げ飛ばしていく。「ひいい、何が起きた……!?」「やべえ、こいつ人間じゃねえ！」「まさか、こいつ……！」お化け役の人間たちはＢＧＭに紛れて悲鳴を上げ、なす術すべもなく無力化されていった。

　そのとき、不意に背後から飛び出す影があった。咄とつ嗟さに攻撃しようとして気付く。

　その影は桜花サクラだった。

　水ミ無ナ月ヅキを模倣したのだろう。ツインテールを翻ひるがえし、空中を跳んだ幼女はドロップキックを人の顔面にかましている。「ぷぎゃあ」と鼻血を噴いてその人間は倒れた。さらに止とどめを刺そうとした幼女の手を水ミ無ナ月ヅキは摑つかむ。

「桜花サクラ、人間を傷付けたらダメだ」

　首を振った水ミ無ナ月ヅキに、桜花サクラは顔を上げる。白金の瞳が水ミ無ナ月ヅキを見た。

「これは人間相手の訓練だからな。手加減して投げ飛ばすくらいにしておけ」

　桜花サクラは素直にこくん、と頷うなずいた。

　そこで「桜花サクラもいない!?　二人共、どこ行ったのー」と声がした。カノンはさっきの咆ほう哮こうで足が竦すくんだのか、全然ついてきていなかった。

「ここだ。桜花サクラも俺と一緒にいるぞ」

　水ミ無ナ月ヅキが戻ると、カノンは涙目で「わあああん」と抱きついてくる。ぎゅっと強くしがみつかれ、少女の身体からだの感触を認識した。

　水ミ無ナ月ヅキの内側に熱が灯ともる。

「どうして先行っちゃうのっ！　ほんとに怖いんだから置いてかないで！」

「襲撃者はもういないぞ？　そんなに怖いならもう出るか？」

「で、でも、まだ入ったばっかりだし、リタイアはもったいないっていうか……！」

「そうだな。俺もリタイアは癪しやくだ。先に進むか」

　コクコクとカノンは首肯する。

　ライオンに立ち向かう戦士みたいに、キリッとした顔になるカノン。水ミ無ナ月ヅキは表情だけは凜り々りしい少女を見て、

「……カノン、放してくれないと歩けないんだが」

　指摘した。

　今の水ミ無ナ月ヅキはカノンにがっちりとホールドされている状態だ。手も足も出せない。

　はっとなった白銀の少女は慌てて両腕を解き、水ミ無ナ月ヅキから一歩、距離を取る。

　カノンが離れてしまい、水ミ無ナ月ヅキは眉を下げた。少女に腕を差し出す。

「腕なら、くっ付いててもいいんだぞ」

「……いらない」

　代わりに桜花サクラを抱いたカノンは頰を赤らめ、そっぽを向いた。







「ひゃあ、死体だらけ！」というカノンの叫びが途切れることはなく、水ミ無ナ月ヅキたちはお化け屋や敷しきをクリアした。

　外に出ると、昼間の陽ひ射ざしに出迎えられる。洋館ではずっと身体からだを縮こまらせていたカノンは、うーん、と大きく伸びをした。

「真っ暗で怖かったけど、お化け役の人は襲ってこなかったね。もっといっぱい襲ってくるのを想像してたんだけど」

「そうだな。お化けというからにはもう少し手応えがあるかと思ったんだが、拍子抜けだった」

　水ミ無ナ月ヅキが頷うなずく横で桜花サクラも追従して頷うなずいた。

　本来襲ってくるはずだったお化け役を死体役にしたのは、他でもない水ミ無ナ月ヅキと桜花サクラである。

「あ、可か愛わいい雑貨屋さんがある」

　お菓子の家みたいなメルヘンチックな外観をした雑貨屋に、カノンは桜花サクラを引っ張っていく。水ミ無ナ月ヅキもその後を追った。

　二階まである店内は雑多なもので溢あふれていた。何に使うのかよくわからないファンシーな小物が棚一面に陳列されている。

　だが、カノンの目を惹ひきつけたのはやはりというべきか歯車だった。子供向け玩具の小さなゼンマイ人形に釘くぎ付づけになっている。

「これは冠歯車クラウン・ギアのロシアンルーレット連結！　現代のオートマタ製作で使われなくなったと思ったら、こんな玩おも具ちやに使われていたなんて……ん？　よく見るとここには遊星歯車ギヤラクシー・ギア機構がある。ということは、まさかこれは宇宙間戦争が起こっているの？　冠歯車クラウン・ギアを主砲として、この遊星歯車ギヤラクシー・ギアを星と見立てれば、超新星爆発によりマグネターが誕生するから……」

　ああ、また始まった……と水ミ無ナ月ヅキはそっとカノンから離れた。

　口元を緩ませてヨダレを垂らすカノンを幼女はじっと見つめている。あれだけは模倣してくれるな、と水ミ無ナ月ヅキは内心で祈った。

　マニアには付き合いきれないが、カノンたちを置いてどこかに行くわけにもいかない。

　水ミ無ナ月ヅキは手持ち無沙汰に店内をウロつき、ふと視界の端に引っかかるものを見つけた。

　それは指輪だった。

　リングケースに色もデザインも違う指輪がたくさん並んでいる。その中の一つに見覚えがあって、水ミ無ナ月ヅキは思わず手に取った。

　華きや奢しやなシルバーのリング、その中央に輝く一粒の石。

　ウエディングカタログに載っていたのと、その指輪は酷似していた。

「……」

　絡から繰くり少年は結婚指輪の値段が一般的にどれくらいか知らない。ダイヤモンドとキュービックジルコニアの違いもわからないし、結婚指輪は大衆向けの雑貨店で買うものではないのも知らない。

　しばし指輪を手に見つめていた水ミ無ナ月ヅキは、結局それをリングケースに深く戻した。

　そのとき雑貨店のドアが荒々しく開く。

　金属の足音が複数して、水ミ無ナ月ヅキは首を回した。

「っ!?」

　ファンシーな雑貨店に不釣り合いなオートマタが入ってきていた。《ＨハーＷヴエー式しき》である。

　──何な故ぜ、《ＨハーＷヴエー式しき》が遊園地に……？

　もう数時間ばかり園内にいるが、これまで軍事用オートマタは一体も見かけていなかった。遊園地の警備なら警備用オートマタがいる。

　他の客たちも、装甲に覆われた物々しい巨体を驚いた顔で見上げている。

　と、《ＨハーＷヴエー式しき》の左手から白いミストが噴射された。

　店内を埋め尽くす霧。「うわあっ」と人々の声がして、あちらこちらで咳せきが聞こえる。水ミ無ナ月ヅキも視覚を奪われ、顔をしかめた。

　霧が収まったとき、四体の《ＨハーＷヴエー式しき》は機関銃を持って二人の少女を囲んでいた。

　カノンと桜花サクラである。

　いきなり軍事用オートマタに取り囲まれたカノンは桜花サクラを抱えて怯おびえている。桜花サクラも模倣して不安そうな表情をしていた。

『吸血鬼ヲ発見。拘束スル』

「バカな……！」

　無機質な機械音声に、水ミ無ナ月ヅキは独りごちた。

　カノンと桜花サクラが吸血鬼なはずがない。

《ＨハーＷヴエー式しき》の故障か、ハウエルズが何か仕込んだか……と考えを巡らせた水ミ無ナ月ヅキは、自分の人工頭脳がアラートを上げるのを聞いた。

　──一時の方向に敵一体──

　それは、イエッセル条約が破棄された今では聞こえてはいけないアラートだ。

　どこに吸血鬼が、とサーモグラフィに視界を切り替えた途端、不可解だったことが一挙に氷解する。

　桜花サクラの体温が二十五度に落ちていた。

　──体温調節機能が壊れてる……!?

《ＨハーＷヴエー式しき》も水ミ無ナ月ヅキも、対象の容姿と体温で吸血鬼か否いなかを判別している。人型で二十五度の体温になっている桜花サクラは自動的に「吸血鬼」とみなされたのだ。

　マズいことになった、と水ミ無ナ月ヅキは思考する。

《ＨハーＷヴエー式しき》が狙っているのは桜花サクラだけだ。彼女を引き渡せば、解決する。

　しかし、そのとき奴やつらは桜花サクラを拘束するために壊すだろう。その場合、カノンはコンテストに出場できない。校内選考会はあと数日後なのだ。作り直している時間はない。

　水ミ無ナ月ヅキがここで《ＨハーＷヴエー式しき》四体を倒すのは可能だが、軍のオートマタを壊せば、罪に問われてしまう。水ミ無ナ月ヅキが捕まれば、責任を取るのは所有者マスターのカノンだ。

『吸血鬼カラ離レテクダサイ』

「嫌です。桜花サクラは吸血鬼じゃない」

　幼女を抱えて動かないカノン。

　軍事用オートマタが少女たちを囲む輪を縮めたとき、水ミ無ナ月ヅキは決断した。二人に向かって一直線に駆ける。《ＨハーＷヴエー式しき》の脇をすり抜け、水ミ無ナ月ヅキはカノンと桜花サクラを抱えた。

「跳ぶぞ」

　カノンに囁ささやき、機械の脚力で高く跳躍する。

「わわわっ……！」

　腕の中でカノンが慌てた声を出したときには、水ミ無ナ月ヅキは店内の吹き抜け部分へ跳び、雑貨店の二階に着地していた。他の客たちが悲鳴を上げる。

《ＨハーＷヴエー式しき》も跳んで水ミ無ナ月ヅキたちを追うが、発砲はしてこない。無関係な人間を巻き込まないよう設定されているのだ。

　好都合、と水ミ無ナ月ヅキはカノンと桜花サクラを両腕に抱えて、窓へ向かう。二階の窓から水ミ無ナ月ヅキは躊ちゆう躇ちよなく外へ飛び出した。

　大きな噴水広場の端に着地する。雑貨店の二階から飛び下りてきた少年少女たちに人々の視線が集まった。水ミ無ナ月ヅキは脇目も振らず駆ける。

『吸血鬼一体、逃走シタ。追跡セヨ』

　後ろで《ＨハーＷヴエー式しき》の声が聞こえた。

　ちらりと振り返ると、四体の軍事用オートマタは既に水ミ無ナ月ヅキたちを捕捉している。鈍色の巨体がこっちに迫ってきていた。

　水ミ無ナ月ヅキはさらにスピードを上げて広場を疾走する。「吸血鬼だ！」という人々の怯おびえた声と悲鳴が周囲から聞こえていた。

　ちっと水ミ無ナ月ヅキは舌打ちする。これでは人込みに紛れる作戦は使えそうにない。

　噴水広場を抜け、水ミ無ナ月ヅキは中世の街並みを模した中世城郭エリアに突入する。レンガ造りの一軒家がずらりと横に並び、その列が何層にも連なっていた。鋭角になった屋根に少年は跳び乗る。

　屋根から屋根へ。水ミ無ナ月ヅキは軽々と建物を跳び渡り、《ＨハーＷヴエー式しき》から逃れようとする。高所の移動にカノンが腕の中で悲鳴を上げていた。

「み、水ミ無ナ月ヅキ、どうしよう……？　逃げられるの？」

　カノンの問いかけに水ミ無ナ月ヅキは眼下を見た。まだ軍事用オートマタは追ってきている。

「逃げるしかないだろう。それ以外の選択肢がない」

「遊園地を出たら……？」

「それはかえって危険だ。街中のほうが《ＨハーＷヴエー式しき》は多い」

　本来、《ＨハーＷヴエー式しき》は遊園地にいない。それが何らかの事情で四体だけ派遣されてきたのだろう。

　何らかの事情……と水ミ無ナ月ヅキが考えたところで思い当たる節があった。

　お化け屋や敷しきで水ミ無ナ月ヅキと桜花サクラは人間以上の力を発揮してお化け役を倒した。水ミ無ナ月ヅキたちはオートマタには見えない。彼らは水ミ無ナ月ヅキたちを吸血鬼と勘違いし、通報したのではないか──。

「俺たちがお化け屋や敷しきを出て、わりとすぐ見つけられたのはそのせいか」

　水ミ無ナ月ヅキは一人で納得したが、原因を突き止めたところで事態が好転するわけではない。対吸血鬼戦を想定しているだけあって、《ＨハーＷヴエー式しき》の身体能力は水ミ無ナ月ヅキとそう変わらない。振り切るのは困難だ。

「カノン、オートマタを調整する道具は持っているのか？」

　水ミ無ナ月ヅキは抱えた少女に問う。

　身を竦すくめていたカノンは藍色の目を上げた。

「最低限の工具なら。ドライバーとゼンマイ鍵くらいだけど」

「それで桜花サクラの体温調節機能を修理できるか？」

　少女が難しい顔になる。

「どこに異常があるかわからないから、原因を特定した後に修理……一日あればできると思うけど……」

　無理だ、と思う。そんな猶予はない。

「終了命令シヤツトダウンするとどうなる？　体温はなくなるか？」

《ＨハーＷヴエー式しき》がオートマタを襲っているのは見たことがない。体温を上げずとも、体温をなくせば吸血鬼とは認識されなくなる。

「終了しても蓄積したエネルギーが残っているなら、体温は保持される」

「蓄積エネルギーをすぐになくす方法は？」

「そんな方法はない。エネルギーが消費されるのを待つしか……」

　バババッと音がして足元のレンガが弾はじけた。カノンがびくりとして、水ミ無ナ月ヅキは音のほうに首を巡らせる。

《ＨハーＷヴエー式しき》の機関銃から白煙が立ち昇っていた。

「くそ、あいつら撃ってきやがった……！」

　威嚇射撃だ。そのうち人間にもお構いなく発砲しかねない。吸血鬼を匿かくまうのは違法なのだ。

　水ミ無ナ月ヅキは腕にいる桜花サクラを見下ろした。薄ピンク色のツインテールを靡なびかせた幼女はさっきから一言も言わず、少年をじっと見つめていた。

「……カノン、桜花サクラの人工血管には何が流れている？」

「赤く着色した水」

「すべての水の排出には何分かかる？」

「それは……やったことないけど、そこまで時間はかからないはず。人工血管を要所で何本か切断すればいいから……」

　水ミ無ナ月ヅキは頷うなずいた。

「よし、それでいこう」

　体温を維持しているのは全身の人工血液だ。血液がなくなれば、体温もなくなる。

　人工血管をいくつか交換するだけなら修理時間もかからない。桜花サクラがコンテストに出場できなくなる事態は避けられる。

　できるだけ《ＨハーＷヴエー式しき》を引き離し、水ミ無ナ月ヅキは園内でも外れた場所のトイレでカノンたちを下ろした。

　他に人がいるかもしれないトイレを《ＨハーＷヴエー式しき》が破壊するはずがない、という判断の下だ。

「えっと、まずは胸板を開けて、それから太ふと腿ももと腕のネジを緩めて、切断するのは動脈側だから間違わないようにしないと……」

　カノンはショルダーバッグを開けながら、ひどく慌てた様子で桜花サクラの手を引いた。女子トイレに向かうその足はフラついている。

《ＨハーＷヴエー式しき》が追いつく前に桜花サクラの処置を完遂しなければならない。失敗は即すなわち、すべての破綻だ。

　緊迫感がカノンを竦すくませる。

　少女の背に恐怖と焦燥を見み出いだした水ミ無ナ月ヅキは、声をかけていた。

「カノン、問題ない」

　白銀の頭が振り返った。

「おまえならできる。《ＨハーＷヴエー式しき》の足止めは俺に任せろ」

　カノンの目がわずかに見開く。

　パニックになりかけていた少女の顔色が戻った。技師の顔になったカノンは一つ頷うなずくと、トイレに駆けていく。

　さてと、と水ミ無ナ月ヅキは後ろを向いた。

　そこには機関銃を持った四体の《ＨハーＷヴエー式しき》がじりじりと距離を詰めてきている。

　水ミ無ナ月ヅキに発砲してくる気配はない。あれだけ水ミ無ナ月ヅキが人間離れした動きを披露しても、彼らの認識では少年は『人間』なのだ。

「暗器はなしだ。破壊したら元も子もないからな」

　トイレを守るように立ちはだかり、水ミ無ナ月ヅキは素手で身構えた。四体へ不敵に笑む。

「来るなら来いよ、ハウエルズのオートマタ共。俺を倒さない限り、ここは通さないぞ」

　少年に煽あおられ、機関銃を振りかざした《ＨハーＷヴエー式しき》が迫る。

　オートマタ同士が激しくぶつかり合う音が響いた。







「体温調節機能故障の原因は食べ歩きだったみたい」

　陽ひが傾いてきた園内を歩き、カノンは言った。少女のコートには桜花サクラがくっ付いている。

「食べ歩き？」

「ポップコーンの砕けたものが体温維持装置付近の歯車に挟まって動きを鈍くしていたの。たぶん、食べたポップコーンが気管のほうに入ってたんだと思う」

　水ミ無ナ月ヅキは桜花サクラを見下ろす。サーモグラフィで見ると、幼女の身体からだは十度以下だ。人工血管からすべての水を排出した桜花サクラは、普通のオートマタと同じように体温をなくしていた。

　トイレでカノンが桜花サクラの処置を終えるのにかかった時間はほんの五分程度だった。

　水ミ無ナ月ヅキと肉弾戦をしていた《ＨハーＷヴエー式しき》は桜花サクラが現れるなり、幼女に機関銃を向けた。だが、発砲することなく静止する。

　体温をなくした幼女は「吸血鬼」と判定できなくなっていたのだ。

　目標を失った《ＨハーＷヴエー式しき》はしばしトイレ付近をウロついた後、去っていった。

「家に帰ったら、桜花サクラを修理しないと」

　カノンが疲れたように言ったとき、不意に楽しげな音楽が流れてきた。

　メリーゴーラウンドだ。派手な装飾を付けた馬や馬車の置物が円形の舞台で回っている。馬に乗った子供たちが遠くなったり近くなったりしていた。

　桜花サクラがそれをじっと見つめる。

　幼女の様子に気付いてカノンが微わ笑らった。

「桜花サクラも乗ってみる？」

　問われた彼女は相変わらずの無表情で頷うなずいた。

　音楽が止やみ、メリーゴーラウンドが止まる。子供たちが勢いよく降りてきて、入れ違いに桜花サクラは舞台に上った。

　他の子供たちと同じように馬を確保して、その背に跨またがる。

　水ミ無ナ月ヅキはふと、自分の横に立ったままのカノンを見た。

「おまえは乗らないのか？」

　純粋な疑問。

　途端にカノンはぶんぶんと首を振った。

「こ、高校生でメリーゴーラウンドは乗らないよ！　ほら、小さな子供しかいないでしょ」

　指をさされて見ると、確かに桜花サクラと同い年くらいの子供しか乗っていない。

「なるほど。これは小さい子供向けの訓練器具か……」

「訓練器具じゃなくて、アトラクション！　年齢制限があるわけじゃないから、水ミ無ナ月ヅキが乗ってみたいなら乗ってくればいいと思うけど」

「いや、俺もいい。あの程度の回転と上下運動では生なま温ぬるくて訓練にならん」

「だから訓練じゃないってば！　遊園地は遊ぶところ！」

　まったく、とカノンは近くにあったベンチに腰かけた。

　水ミ無ナ月ヅキも隣に座る。

　夕ゆう陽ひを背負ったメリーゴーラウンドが光と音を出して回り始めた。桜花サクラは大人しく馬上で揺られている。その姿を二人はぼんやりと眺めていた。

「……さっき、どうして『おまえならできる』って言ってくれたの？」

　音楽の合間にカノンの声が聞こえて水ミ無ナ月ヅキは隣を見た。

「あれを言ってくれなかったら、わたし、あの状況で桜花サクラの処置を正しくできなかったかもしれない」

　白い吐息が少女の横顔から洩もれる。水ミ無ナ月ヅキが目を落とすと、膝に置かれた少女の手は寒さを堪こらえるように握られていた。

「知っているからだ。おまえが誰よりもオートマタに真しん摯しに向き合っているのを、俺は知っている」

　それは、四か月カノンと一緒に暮らしてきた水ミ無ナ月ヅキだからわかることだ。

　歯車への情熱。オートマタ製作にかける拘こだわりと集中力。そして、強い想おもい。

　一介の高校生には及びもつかない努力がそこにあったのだと思う。

　その結果が《白びやく檀だん式しき改かい》桜花サクラだ。

　天才技師と評された春はる海み。その春はる海みが大学を卒業して、公国軍で作った《白びやく檀だん式しき》に匹敵するオートマタを、カノンはたった十五歳で作り上げてしまった。

「カノンは一流のオートマタ技師になりたいんだろ？」

「うん……」

「きっと、なれる」

「どうしてわかるの？」

「カノンがどんな技師になるか、俺が見てみたいからだ」

「何それ……根拠がヘン」

　カノンは目を落とした。手指を弄いじりながら言う。

「……一流の技師になりたいなら、本当は波ハー動モニ歯ー・車ギアを使うべきじゃないの。万ばん人にんに受け入れられる歯車を上手に組めたほうが評価される。学校でも、先生たちは波ハー動モニ歯ー・車ギアの設計図に点数をくれない」

「だから、俺たちが春はる海みや《白びやく檀だん式しき》の真実を暴あばくんだろ。名誉を、正当な評価を取り戻すために」

　カノンの目が引かれるように水ミ無ナ月ヅキを映す。

「おまえはオートマタだけに集中すればいい。障害はすべて俺が取り除く」

　かつて水ミ無ナ月ヅキが存在理由に迷ったとき、カノンは言った。自分もいつか生きる理由を見つけられたらいい、と。

　けれど、水ミ無ナ月ヅキにはカノンがもう既にそれを見つけているような気がしてならないのだ。

　オートマタ技師として生きること。

　それが彼女の夢であり、進むべき道なのだと思う。

「俺は、カノンに夢を叶かなえてほしい」

　二人の視線が絡からんだところで音楽が止やんだ。

　メリーゴーラウンドが停止し、一斉に子供たちが降りてくる。

「パパーっ、ママーっ！」

　幼い声が付近に響いた。

　メリーゴーラウンドから降りた一人の子供が走って両親に勢いよく抱きつく。そのまま家族連れはキャッキャッ言いながら去っていく。どこか微ほほ笑えましい光景だった。

　桜花サクラはそれをじっと見ていた。

　それから彼女は水ミ無ナ月ヅキとカノンに視線を据える。幼女の口がすっと息を吸った。
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「パパーっ、ママーっ!!」

　桜花サクラの大だい音おん声じように慌てたのはカノンだった。

「ふええええっ!?」と奇声を発して立ち上がる。カノンは水ミ無ナ月ヅキを横目でチラチラと窺うかがっていた。その顔は湯気が出そうなくらい真っ赤だ。

　幼女はカノンの困惑などお構いなしに、満開の笑顔で駆け寄ってくる。

「さ、桜花サクラ、水ミ無ナ月ヅキとわたしはパパとママじゃないから！」

　妙に必死で説くカノンに桜花サクラはキョトンとした。ツインテールを傾け、疑問符を浮かべている。

　水ミ無ナ月ヅキも首を捻ひねる。

「何も間違っていないだろう。桜花サクラを作ったのはおまえと俺じゃないか」

「それはそうなんだけど……！　でも、パパとママは違う！」

「どう違うんだ？　俺たちは春はる海みを『母さん』と呼んでいたぞ」

「だって、パパとママだと、水ミ無ナ月ヅキとわたしがつまり……」

　背を向けたカノンはごにょごにょと言っている。

　水ミ無ナ月ヅキは桜花サクラの頭を撫なでてやった。幼女は嬉うれしそうにキャッキャッと笑い声を上げる。

「こうして二人で桜花サクラを作って育てている。これは人間の親子と同じじゃないのか？」

　カノンの背中が動きを止めたのに水ミ無ナ月ヅキは気付いた。

　少女は沈黙している。

　夕ゆう陽ひが射さし、彼女の髪を染めていた。

「カノン……？」

「……本当に、どうして水ミ無ナ月ヅキがオートマタなんだろう」

　メリーゴーラウンドの音楽に混じって、カノンの呟つぶやきが届く。その声こわ音ねに水ミ無ナ月ヅキは胸を衝つかれた。

　鮮烈な光に人工網膜が灼やかれる。

　金色に埋め尽くされた遊園地はどこか幻想的な雰囲気に包まれていた。マジックアワー。魔法をかけられたように美しい情景で少女は振り向いた。

　今にも泣きそうな、切なげな表情が水ミ無ナ月ヅキを捉える。

「水ミ無ナ月ヅキが普通の男の子だったらよかったのに」

「──」

　少女の想おもいの丈たけが込められた言葉に、水ミ無ナ月ヅキは何も返せなかった。

　真冬の風が少女の長い髪を攫さらっていく。偽りも誤ご魔ま化かしもなく、カノンは真まっ直すぐに水ミ無ナ月ヅキを見つめている。

　陽ひを受けた彼女の貌かおは一ひと際きわ眩まばゆく輝いた後、ふっと元の色彩を取り戻した。

　日が落ちたのだ。マジックアワーは終わり、魔法は解ける。

　カノンは目を伏せて桜花サクラに近付いた。固まってしまった水ミ無ナ月ヅキの傍そばで、幼女も大人しくしている。

　白銀の少女に撫なでられた桜花サクラは目をぱちくりとさせる。

「……暗くなる前に帰ろうか」

　白い息をついてカノンは言った。

　水ミ無ナ月ヅキは「ああ」と返すことしかできなかった。







　遊園地から出ようと入園口に来たところで、水ミ無ナ月ヅキは「ちょっと待ってくれ」と言った。

　カノンが怪け訝げんな顔になる。少女と手を繫つないでいる桜花サクラが水ミ無ナ月ヅキをじっと見た。

「少しだけここで待っててくれ。すぐ戻る」

　カノンが何か言う前に水ミ無ナ月ヅキは猛然と駆け出した。

　閉園時間も近い。帰ろうとしている家族連れの流れを水ミ無ナ月ヅキは逆走した。

　不安そうにしていたカノンだったが、少年はものの数分で戻ってきた。

　三人でバスに乗って帰る。

　二人掛けの座席でカノンは桜花サクラを膝の上に載せていた。半日動き回って疲れたのか、少女はカクンと首を折り、眠っている。

　うつらうつらと揺れるカノン。それに反応して桜花サクラが振り返った。

　水ミ無ナ月ヅキはしーっと唇に指を当ててみせた。桜花サクラが瞬またたく。

「人間には休息が必要なんだ。寝かせてやれ」

　桜花サクラは再び大人しく前を向いた。

　カーブでバスが傾いた。その拍子にカノンが水ミ無ナ月ヅキに寄り掛かる。

　不意に水ミ無ナ月ヅキの内部で熱が灯ともった。

　錯覚だ。

　だが、この錯覚が何か重要なことを告げているという確信はあった。

　肩に載った白銀の頭に、少年は頭を寄せた。コツンと触れ合う。全身を巡る温かさに水ミ無ナ月ヅキの胸には多幸感が溢あふれていた。







「ただいまー」とカノンが家のドアを開ける。

　桜花サクラと水ミ無ナ月ヅキがその後に続き、廊下からユーリが「おかえりなさい」と顔を出した。

「遊園地はどうでした？　サクラの異常は見つからなかったですか？」

「結構、大きい故障があって大変だった……。すぐ修理しないと」

「そうですか。お疲れのところ悪いんですけど、カノンちゃん宛あてに荷物が届いてますよ」

　荷物？　と靴を脱いだカノンは眉を寄せた。

　ユーリは廊下に置いてある箱を指さす。

「ええ、カサンドラ・カンパニーから」

　二度と聞きたくないウエディングブランドの名前に、カノンは盛大に顔をしかめた。

「ああ……本当に作っちゃったんだ……」

　早速、箱を開けてみたカノンはそこに収められている純白の塊に、深々とため息をついた。

　いわずもがな、そこにあるのはウエディングドレスである。ここまで苦渋の表情で迎えられるドレスもまずないだろう。

「……ユーリさん、これ処分しちゃって」

「や、カノンちゃん、さすがにそれはマズいと思いますよ……」

「この住所に返品すればいいのかなー」

「オーダーメイドで返品は受け付けてくれないでしょう」

　カノンとユーリがドレスの扱いを巡って議論している間、水ミ無ナ月ヅキは箱を見下ろしていた。上質な白い布地には繊細な刺し繡しゆうが施されていて、丁寧に作られたのだとわかる。

「カノン、これ、着てみてくれないか？」

　水ミ無ナ月ヅキの一言に、少女たちの会話がぴたりと止まった。

　カノンはあからさまに剣けん吞のんな顔つきになる。

「ありえないから。そんなドレス、見たくもないのに」

「似合うと思うんだがな」

「似合うとかそういう問題じゃない！　だって、これを着るときは……！」

　苛いら立だちを露あらわにするカノンの肩に、ユーリは手を置いた。

「シャチョーと結婚するしないにかかわらず、このドレスはカノンちゃんのものです。採寸が合っているか着用して確かめておいたほうがいいと思いますよ」

　カノンが難しい表情になる。さらに、中学生にしか見えない少女は付け加えた。

「特に胸のところは要注意です。スカスカだと丸見えですよ」

「ユーリさんに言われたくないよ」







　カノンは自室でドレスを着てみることになった。

　ドレスの箱を抱えてカノンとユーリは部屋に入る。何な故ぜ、ユーリも……？　と疑問に思う水ミ無ナ月ヅキに、「こういうドレスは着付けする人がいるんですよ」と白衣の少女は見下したように言った。

　部屋の外で待つことしばし。

　ガチャ、とドアが開き、ユーリが現れる。

「幸い、採寸は完璧でした。これでミナヅキ兄さんの心が動かないようなら、もうどうしようもありませんね」

　水ミ無ナ月ヅキと入れ替わるようにユーリは部屋を出て行く。

　廊下を去っていく白衣を見送って、水ミ無ナ月ヅキは部屋に入り、

「──っ」

　息を吞のんで立ち尽くした。

　カノンが纏まとっていたのはプリンセスラインの大人っぽいウエディングドレスだった。上品な光沢を放つ純白のシルクが少女の胸元から下を包んでいる。広がった裾には意匠を凝らした美しい刺し繡しゆうが連なり、彼女の印象を清せい冽れつながらも華やかなものにしていた。

　銀の髪を流した少女は振り向く。

　カノンは肩と背中が大きく露出するドレスに戸惑っているようだった。恥ずかしそうに胸元を押さえている。

「……あんまり見ないで」

　目を逸そらし、少女は身を捩よじって訴えた。

　水ミ無ナ月ヅキは床に広がっている長いレースを踏まないよう、カノンの前に回り込む。

　正面に立った水ミ無ナ月ヅキを少女は上目遣いでチラチラと見ていた。

「すごく綺き麗れいだ」

　照れも恥じらいもない率直な感想に、カノンが俯うつむいた。その肌が赤く染まっている。

「……もういいでしょ。着替えるから、ユーリさんを呼んできて──」

　カノンの手が水ミ無ナ月ヅキの胸を押す。

　その手を摑つかんでいた。

「水ミ無ナ月ヅキ……」

「忘れないでくれ」

　少女が訝いぶかしむ。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンの左手を取り、自分のポケットからそれを出す。

「俺を忘れるのはやめてくれ」

　まるで繫つなぎ止とめるように。水ミ無ナ月ヅキはカノンの薬指に銀の指輪を嵌はめた。

　少女が大きく目を見開く。

「水ミ無ナ月ヅキ、これ、どうして……!?」

　遊園地から出る間ま際ぎわ、水ミ無ナ月ヅキが走った場所は雑貨店だった。

　ウエディングカタログに載っている指輪と同じものを買ったのだ。

　それは、永遠の愛の誓いを形にしたもの。

　カノンは指輪と水ミ無ナ月ヅキをしきりに見比べて困惑している。当然だろう、と水ミ無ナ月ヅキはカノンの反応を受け止めた。

「わかってる。人間とオートマタが結婚できないことくらい、もう調べた」

　この一週間、カノンが桜花サクラの最終調整に励む傍かたわらで、水ミ無ナ月ヅキは結婚についてこっそり調べていたのだ。

「人間同士でないとダメなんだろ。イエッセル条約があったときは、ヘルヴァイツ国籍を持つ吸血鬼も人という括くくりだから人間と吸血鬼でもよかったらしいが、そこにもオートマタは含まれていなかった」

　オートマタは法的には、モノという扱いなのだ。

『水ミ無ナ月ヅキが普通の男の子だったらよかったのに』

　遊園地でカノンはそう言った。調べていたから、すぐに意味はわかった。「普通の」とは「人間の」ということだ。水ミ無ナ月ヅキがオートマタであることが障害だと彼女は言っていた。

　カノンが薬指に嵌はまる指輪を哀かなしそうに見下ろす。

「……わかってるなら、なんでこんなこと……」

　水ミ無ナ月ヅキは一つ息をつくと、明めい晰せきな声を出した。

「オートマタだからダメだと言うなら、俺は決めた。カノン、俺は吸血鬼に戻る」

　はっとカノンが顔を上げる。

　絡から繰くり少年の漆黒の瞳をカノンが覗のぞいた。その人工眼球に一切の揺らぎがないのを認め、カノンは震える声で訊きく。

「本気で言ってるの、水ミ無ナ月ヅキ……？」

「ああ。ユーリも言っていたじゃないか。《機神戦士メタトロン》の人工頭脳と肉体の両方を解放すれば、吸血鬼に戻るって。《白びやく檀だん式しき》も同じだろ」

　カノンは呆ぼう然ぜんとしていた。

　水ミ無ナ月ヅキが吸血鬼に戻る。その可能性は考えついていただろうが、水ミ無ナ月ヅキがそれを自主的に望むとは思ってもみなかったのだろう。

　事実、水ミ無ナ月ヅキも一度ユーリに提案されたときは、逡しゆん巡じゆんすることなく却下した。

　吸血鬼に戻るのは、オートマタとしての強さを棄すてることだ。

　それは使命を棄すてるのと変わらない。カノンを守るには、春はる海みからもらった強さが、機械の身体からだが必要だった。

　だが今、それが障害だというのなら、迷いなく切り捨てられる。

「俺は春はる海みにもらった身体からだと使命を放棄する。理由は単純だ。それ以上におまえの傍そばにいたい」

　カノンが目を見張る。

　驚いた表情で見つめてくる少女に水ミ無ナ月ヅキは手を伸ばした。確かめるように、柔らかな銀糸に触れる。

「おまえに拒まれたとき、身体からだが芯から冷たくなった気がした。逆におまえに触れた途端、不思議なほど熱が巡る。今日でよくわかった。それが俺の学習できていない感情だ」

　機械の人工頭脳では感知されない、体内温度が変化する錯覚。

　リタ相手でもユーリ相手でも、ここまで顕著な現象は起きなかった。

　それはつまり、カノンが特別なのだろう。所有者マスターもシステムも関係ない。水ミ無ナ月ヅキの心がカノンに対してだけ抱いた感情がここにある。

「カノンがコンテストで優勝してハウエルズの悪事を暴いたら、俺は吸血鬼に戻る。ヘルヴァイツではまた吸血鬼が受け入れられるはずだ。そうしたらカノン、」

　そこで水ミ無ナ月ヅキは一瞬、言いい淀よどんだ。

　不安なのだと知った。

　どういうわけか、その先を言うのが怖い。

　初めて抱く恐れ。それを振り切り、少年は問いかける。

「──俺と結婚してくれるか？」

　二人きりの室内に静せい謐ひつが満ちた。

　呼吸さえ躊躇ためらわせる静けさの中、水ミ無ナ月ヅキは返事を待ってカノンを見つめている。

　カノンの表情は固まり、その胸中はまったく推し量れなかった。

　緊張に水ミ無ナ月ヅキが限界を迎えそうになったとき、藍の瞳が急速に潤む。

「水ミ無ナ月ヅキ、一つだけ教えてあげる」

　細い腕が伸ばされ、カノンの両手が彼の頰を包んだ。

　立ち尽くす水ミ無ナ月ヅキの前で、ウエディングドレスを着た少女は背伸びする。上気した顔でカノンは囁ささやいた。

「こういうときにキスするの」

　少女の唇がぶつかる。

　瞬間、頭の中で何かが弾はじけた気がした。すべてが腑ふに落ちた感覚がして、絡から繰くり少年は口付けたままカノンを強くかき抱いていた。
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　コンテストの校内代表選考会が終わり、カノンと水ミ無ナ月ヅキは生徒指導室に呼び出された。

　指導室に入ってきた二人を担任のマイヤーは渋面で迎える。組んだ両手を長机に置き、マイヤーはパイプ椅子に収まりきらない巨体を揺らしていた。

「何かご用ですか、マイヤー先生」

　そう言ったカノンの声は冷ややかだった。

　マイヤーの向かい、長机を挟んでカノンと水ミ無ナ月ヅキは立っている。マイヤーには着席を促されたが、カノンは長話をするつもりはないと断ったのだ。

　ゴホンとマイヤーは一つ咳せき払ばらいすると切り出した。

「先ほど行われた選考会のトーナメント戦を私も見ていました。他チームの追随を許さず校内代表に決まったのは見事としか言いようがありません」

　校内選考会は桜花サクラの圧勝だった。

　桜花サクラのコンセプトは『人間と同じように振るまう家族』だ。それは、教えさえすれば人間のように武器を持って戦うこともできる。水ミ無ナ月ヅキによって戦闘訓練を施された桜花サクラは、《白びやく檀だん式しき》にも劣らない戦闘レベルに達していた。

　一方で他チームは急きゆう遽きよ、仕様変更を迫られ、場合によっては最初から作り直すことになったのだ。性能も完成度もカノンたちを上回れるはずがなかった。

「お褒めいただき、ありがとうございます」

「校内代表を辞退なさってください、ミス・ザンデルホルツ」

　カノンが顔を歪ゆがめた。

「お断りします」

「貴女あなたはご自身の矛盾に気付いておられますか？　ハウエルズ氏への協力を拒んでおきながら、最強のオートマタを選ぶコンテストには出場する。貴女あなたの出場をハウエルズ氏は快く思っていません」

「そうですか。では、ハウエルズさんには嫌がらせのお返しですとお伝えください」

　ミス・ザンデルホルツ、とマイヤーは窘たしなめた。

「貴女あなたはコンテストより他にやることがおありでしょう。婚礼の日まであと三週間もないのですから──」

「その件ですが」

　カノンが強い声でマイヤーを遮る。

「ハウエルズさんとの縁談はお断りします」

　今度はマイヤーが顔をしかめる番だった。厳しい表情で男は指をトントンと長机に打ちつけ始める。

「……ミス・ザンデルホルツ、その議論は既に終えたはずでは？　婚姻はとうに納得されたものと思っていたのですが、まだご自分の状況をご理解いただけていないのですか」

「コンテストで優勝すれば、多額の賞金が出ますよね」

　ぴくり、とマイヤーが眉を跳ね上げた。

「優勝者に都会の一軒家が買えるだけの賞金が出る規定は変更されていませんでした。もし今からまた賞金をなくせば、ただでさえ不満の多い今回のコンテストは破綻するでしょう。メティス・グループは赤字経営だなんて風評被害も免まぬがれません」

「……貴女あなたはコンテストで優勝すると仰おつしやるのですか」

「ええ。それだけの性能を備えていると、さっき先生もご覧になりましたよね？」

　マイヤーは眉み間けんの皺しわを深くして口を噤つぐんだ。

「ルールが変わったとはいえ、高校生オートマタコンテストは業界にとって非常に注目度の高いイベントです。わたしが優勝すれば、メティス・グループ以外にもわたしの技術を買いたい企業が現れるでしょう」

　言いながら、カノンはカバンから封筒を出した。

　その封筒は数日前、家に届けられたものだった。そこから一枚の書類を出す。

「ミス・ザンデルホルツ、それは……！」

　ハウエルズの署名が入った婚姻届。

　サインをして返送すべきものに、カノンは手をかけた。

「大公家の援助はいりません。望まない結婚なんて論外です。わたしはコンテストで優勝して、自分の道を自分で摑つかみ取とります」

　ビリ、ビリと紙の裂ける音が生徒指導室に響く。

　マイヤーはそれを呆あつ気けに取とられて見つめ、少女の薬指に輝く銀に気付いた。

　婚姻届を破り捨てたカノンは清々とした表情で踵きびすを返かえす。

　生徒指導室から出て行こうとする白銀の後ろ姿に、マイヤーは声を投げた。

「お待ちください！　その指輪はどういった……」

「俺が贈った」

　カノンの代わりに答えたのは、ずっと少女の後ろで控えていた水ミ無ナ月ヅキだった。ギョッとしたマイヤーに、黒髪の少年は嘲あざけるように口元を緩ませる。

「そういうことだ」

　水ミ無ナ月ヅキが促し、カノンは生徒指導室を出て行く。

　明らかに距離が近くなった二人にマイヤーは言葉を続けられなかった。
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「マイヤーのあの顔、見物だったな」

　家に帰って水ミ無ナ月ヅキはくつくつと笑っていた。

「完全に青くなってたぞ。カノンを従わせられなかったのがよほどマズいらしい」

「マイヤー先生は水ミ無ナ月ヅキがオートマタだって知らないから、特にね」

　キッチンで夕食のリゾットを作るカノンは肩を落とす。

「はあ、絶対あんなことやこんなことしてると思われてるんだろうな……。前も年頃の男女が一つ屋根の下に住むのは、とか言ってたし。まあ、いっか」

「あんなことやこんなこと？」

「水ミ無ナ月ヅキは知らなくていいこと」

　むっと水ミ無ナ月ヅキは眉を寄せた。ダイニングのイスを立つ。

「……思うに、おまえは俺に教えなさすぎじゃないか？」

　カノンはエプロン姿で鍋をかき混ぜていた。背後から迫った水ミ無ナ月ヅキは少女を覗のぞき込こむ。カノンはちらりと水ミ無ナ月ヅキを見て、頰を紅潮させた。

　水ミ無ナ月ヅキは構わず少女に顔を寄せる。

「初めからカノンが恋愛映画をきちんと解説してくれれば、俺はあんな間違いをせずに済んだんだが」

「だって、感情や恋愛のあれこれを口頭で説明できるわけない」

「俺は説明できるぞ。例えば、こうしておまえを抱き締めると、体内で……」

「もうっ、水ミ無ナ月ヅキ、そういうとこだよ！　それがわかってないって言うの！」

「何がわかってないんだ!?　わかっているから俺は説明しようとしてだな……！」

　少女を腕に収めようとする水ミ無ナ月ヅキと、それに抵抗するカノン。キッチンで二人がもつれ合っていると、

「ウザっ!!」

　ユーリの声が響いた。

　水ミ無ナ月ヅキが首を回す。その隙にカノンは水ミ無ナ月ヅキを押おし退のけた。

　白衣のポケットに両手を突っ込んだ少女は、毛虫を踏んづけたみたいな顔でキッチンの入り口に突っ立っている。

「ああ、すみません。つい本音が洩もれてしまいました」

「おまえいつも本音しか言ってないだろ」

「ユーリさん、もう夕食できるからね！」

　コンロの火を止めて、取り繕うようにリゾットを皿によそうカノン。

　水ミ無ナ月ヅキ、カノン、ユーリはダイニングのテーブルを囲んで座った。

「とりあえず、バカヅキ兄さんとバカノンちゃんが無事に仲直りできたみたいでよかったです」

　キノコが入ったリゾットをスプーンで掬すくい、ユーリはしたり顔で言う。

「おい、なんでまたバカがつくんだ」

「バカップルだからですよ！　イチャつくなら場所を弁わきまえてくれませんかね」

「本当にごめんね、ユーリさん……」

　カノンが身体からだを縮こまらせる横で、リゾットを頰張る水ミ無ナ月ヅキはよくわからない表情だ。

　はあ、と息をついてユーリが眼鏡を押さえる。

「ところで、ミナヅキ兄さんが吸血鬼に戻るのを決意したことで、解決すべき問題が増えたのに気付いてます？」

「は？」「へ？」と二人は同時に声を出した。

「シャチョーの罪を暴あばくところまではカノンちゃんがコンテストで優勝すればできるでしょう。ですが、軍事用オートマタが廃止されたからといって、イエッセル条約が復活する保証はありません」

「《ＨハーＷヴエー式しき》がなくなれば、必然的に吸血鬼に軍事を頼らざるを得ないんじゃないのか？」

「ええ、人間側は吸血鬼を頼るでしょう。ですが、吸血鬼側はどう思うでしょうね？　高性能のオートマタができればすぐに掌てのひらを返す人間と、再び和平を結んでくれるでしょうか？」

　水ミ無ナ月ヅキもカノンも複雑な表情になって沈黙した。

「ミナヅキ兄さんが吸血鬼に戻っても、イエッセル条約がなければ二人は離れ離れになるしかないんですよ」

　ユーリは器用にスプーンを使って皿の中身を平らげた。

「……ローゼンベルク王を説得できないのかな」

　食べる手を止めて、カノンは沈んだ声で言う。

「リタさんや吸血鬼になった水ミ無ナ月ヅキと一緒にいられないのは嫌だ。吸血鬼と平和に暮らせる国には、もう戻れないの……？」

　伏せられた瞳は憂いに満ちていて。

　水ミ無ナ月ヅキはユーリを見た。

「何か手はないのか」

「ローゼンベルク王に頼むには手土産が必要でしょう。イエッセル条約を先に破ったのは人間側なのですから。何を手土産とするかは悩ましいですね。こればかりは交渉してみないとわかりません」

「というか、交渉すらできないだろう。吸血鬼が国外追放となった今、ローゼンベルク王がどこにいるのかもわからないんだぞ」

　ユーリが驚いた目をした。

　水ミ無ナ月ヅキは「何だ？」と眉を寄せる。

　白衣の少女はやれやれと両手を広げた。その口元には見下した笑みが浮かんでいる。

「所詮、ミナヅキ兄さんの知能もその程度ですか。ローゼンベルク王の居場所も見当がつかないと」

「ほう？　そう言うおまえはローゼンベルク王がどこにいるのかわかるのか」

　水ミ無ナ月ヅキはスプーンを置いて、剣けん吞のんな目つきをしていた。その視線をユーリはニヤついた顔で受け止めている。

　カノンはハラハラしながら二人を見比べていた。

　人工頭脳を巡らしたが、水ミ無ナ月ヅキに吸血鬼の居場所は思いつかない。水ミ無ナ月ヅキは腕を組んで、ユーリを睨ねめつけた。

「大口を叩たたくからには、ローゼンベルク王に会って交渉してきてもらおうか。おまえの知能なら、それくらい簡単だろう？」

　少年の意趣返しにユーリは鼻を鳴らす。

「ええ、わかりました。実際、簡単なので交渉してきましょう。ミナヅキ兄さんはカノンちゃんとコンテスト本選の準備でもしててください」

　不安そうな表情をしているカノンと、渋面になる水ミ無ナ月ヅキ。

　ユーリは窓の外を見た。得意げなエメラルドの瞳には、彼方かなたに聳そびえる真っ白いアルプス山脈が映っていた。
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　遠くに山小屋の灯ひが見える。

　陽が沈んだ雪山はひどく荒涼としていた。吹雪で眼鏡に雪ゆき礫つぶてが張りつく中、灯ひを目指してユーリは疾走する。機械の脚は疲れを知らないが、厚く積もる雪が走行の邪魔になるのは変わらない。凍える風が少女の白衣を剝はぎ取ろうとしていた。

　ヘルヴァイツ南部の国境沿い。そこではアルプスの高峰が天然の国境線として機能している。夏は登山、冬はスキーをする観光客が一定数いるためシャレーと呼ばれる山小屋が点在し、百人近くが泊まれる大規模なものも多い。

　そのうちの一つに辿たどり着つき、ユーリは小麦色の頭から雪を払った。木製の扉を開ける。公共の宿泊施設であるそこは施せ錠じようされていない。

　たくさんの雪用ブーツが並んでいる靴棚を素通りし、リビング兼食堂に繫つながるドアを開ける。

　中にいた人が全員、こっちを見た。

　ちょうど食事中で、百人ほどの宿泊者は全員席に着いていた。木製の長テーブルを囲んで、皆が同じ温かいスープや肉料理を食べている。

　周囲にレストランもスーパーもない山小屋では一般的なことだ。シャレーの宿泊客は全員一斉に食事を摂とる。

「お嬢ちゃん、どうしたんだい？　山で遭難したのか？」

　全員がユーリを食い入るように見つめる中、入り口付近に座っていた三十歳くらいの男性が席を立って言った。温厚な笑みを浮かべているが、どこか緊張しているようだ。

　警戒しているのは他の宿泊客もだった。山小屋の外にまで響いていた談笑はぴたりと止やんでいる。あるのは、潜められた囁ささやきと余よ所そ余よ所そしい視線だけ。

「宿泊したいなら、悪いが今晩は満員だ。麓ふもとの街まで送ってやろう」

　コートに手を伸ばす男性を、「いいえ、結構です」とユーリは手で制した。

　手ぶらに軽装。間違ってもスキー客には見えない少女は、食堂を見渡す。そこにいる全員を確認したユーリは言った。

「用があるのはローゼンベルク王だけです。どなたか、あなた方の王へ取り次いでもらえませんか？」

　瞬間、百人の吸血鬼がイスを蹴った。

　怒号と食器の割れる音が室内に響き、がたいのよい男たちがユーリに襲いかかる。

　──『敵』を認識。戦闘モードへ移行──

　ユーリは冷静に両手首のスリットを開き、暗器を出現させていた。その両手に一本ずつ鎖つきクナイが収まる。

　両腕を広げてユーリを取り押さえようとする吸血鬼たち。その腕をかい潜くぐり、オートマタの少女は跳躍した。

　宙で白衣が翻ひるがえる。

　そこに数多あまたのナイフやフォークが投げつけられた。

「捕まえろ、人間の密偵だ！」

「王の首を狙うか、強欲な人間め！」

　敵意を剝むき出だしにする吸血鬼たちに、ユーリは中空で回転しながら「あー」とダルい声を洩もらした。自分に刺さりそうな食器をクナイで落とすのも忘れない。

「そんなつもりじゃないんですけどねえ。今のヘルヴァイツは吸血鬼を排斥していますけど、国内に潜伏している吸血鬼を駆逐する段階にはまだ至っていないです。それには新公国軍の戦力が足りません。大体、あたしは軍の人間ではないんですが──」

　悠長に話しつつも、ユーリは吸血鬼たちの攻撃を次々と躱かわしていく。

　彼女の身のこなしにただならないものを感じ取ったのだろう。次第に吸血鬼たちはユーリを遠巻きにし始めていた。

「人間の言葉を信用できるかっ」

　大食堂の中央まで来たユーリに、血気盛んな吸血鬼が迫る。その手にはスキーストックが握られていた。

　風を切って振り下ろされる金属棒。それをユーリは片手のクナイで受けた。

　キィン、と音が響く。

　吸血鬼は両手でストックを持ち、一撃でユーリを叩たたき伏ふせるべく渾こん身しんの力を込めていた。吸血鬼の膂りよ力りよくであれば、それが可能なはずだった。

　だが、白衣の少女は棒立ちのまま、片手のクナイのみでストックを受け止めている。まるで子供を相手にしているような退屈な表情だった。

　周囲の吸血鬼たちが揃そろって息を吞のむ。

「……言葉で信用できないなら、事実で信用していただけないですかね」

　ストックをぎりぎりと押してくる男に構わず、ユーリは首を回した。

　三六〇度取り囲んでいる吸血鬼たちを深緑の瞳で見渡す。

「あたしがその気なら、あなた方は全員とっくに死んでいます。あなた方が生きて、あたしの姿を見ている。この事実が何よりの信用だと思いませんか？」

　誇張でもはったりでもなく、《白びやく檀だん式しき》第漆号・文フミ月ツキにはそれができる。

　入室と同時に百体の吸血鬼を瞬殺もできたのだ。敵対する意志があるなら、ユーリは躊躇ためらいなく最初から暗器を行使している。

　けれど、吸血鬼たちはユーリの言葉を挑発と受け取った。人間の少女が気負わず放った台詞せりふは、優れた身体能力を誇る彼らの矜きよう持じに火を点つけただけだった。

　うおおお、と薪まき割わり用の斧おのやアイスピックなどを手にした吸血鬼がユーリに殺到する。

「チッ、話が通じませんか」

　小さく舌打ちをして、ユーリはストックの男を押し返した。

　こうなったら少し痛い目に遭ってもらうしかない。吸血鬼は心臓を破壊すれば死ぬ。逆に言えば、心臓以外だったらいくら攻撃しても死ぬことはない。

　ユーリは両手の鎖を操り、吸血鬼たちの首を飛ばすべくクナイを投とう擲てきし──

　刹せつ那な、窓が割れた。

「皆、退ひきなさい！　その子は《白びやく檀だん式しき》よ！」

　その言葉に全吸血鬼が反応した。

　弾はじかれたように身を引く吸血鬼たち。目標を失ったクナイが食堂の壁に突き刺さり、カッと音を立てる。

　さっきまで大食堂に漲みなぎっていた猛たけ々だけしい戦意は綺き麗れいさっぱり消失していた。代わりに、底冷えのする畏怖が場を凍りつかせている。

　圧巻の掌てのひら返がえしにユーリは内心で舌を巻く。

「いやあ、助かりましたよ、リタ嬢。危うく吸血鬼の皆さんを切り刻むところでした。そんなことをしたらローゼンベルク王の心象は最悪ですよね？」

「そうね」と答えたリタはほっと息をついていた。割れた窓から入ってきた王女に他の吸血鬼が全員、道を開ける。

　ユーリの前まで来たリタは、どこか硬い表情で言った。

「わたくしたちのシャレーに案内するわ。お父様に会いに来たんでしょう？」







　リタに連れられたユーリは、ローゼンベルク王一家が滞在しているシャレーを訪れていた。

　そこは十人程度しか泊まれない小さな山小屋だった。王族だから警護が厳重ということはない。王族が吸血鬼を統すべる力なのだから、彼らに警護は不要である。

　同様の理由でローゼンベルク王への面会は容易に許された。

　シャレーの食堂にて。

　何世紀も前の王侯貴族が使っていたようなテーブルセットがそこにあった。白いクロスのかかった長テーブル。その中央には古びた銀の燭しよく台だいが置かれ、蠟ろう燭そくの灯あかりをいくつも揺らめかせている。

「よくぞ我らの居所を突き止めたものよ、《白びやく檀だん式しき》フミツキ」

　部屋の最さい奥おうで玉座にかけたローゼンベルク王は重々しく言った。血よりも濃い赤を宿した双そう眸ぼうはさっきからユーリに据えられている。その眼まな差ざしは、まるで初めて見る玩おも具ちやを観察しているようだった。

　長テーブルを挟んだ王の対面で、ユーリは口を開く。

「ここに辿たどり着つくのは存外、簡単でした。まだ国内に吸血鬼がいるならば、身を隠せる場所は《ＨハーＷヴエー式しき》が配置されていない山奥に限定されます。どの山に王がいるかは見当がつきませんでしたが、吸血鬼のコミュニティで騒ぎを起こせば王族の誰かが駆けつけてくるのは必然でしょう。最初にリタ嬢と遭遇したのはラッキーでしたが」

　ユーリはローゼンベルク王の後ろに控えているリタを見み遣やった。彼女は王の前だからか真面目くさった表情で直立している。

　ほう、と王はイスの肘ひじ掛かけに腕を置いた。頰ほお杖づえをついた際、王の肩にかかる赤しやく銅どうの髪が一房垂れる。

「して何な故ぜ、我らがまだヘルヴァイツにいる、と？」

「あたしなりに考えたんですよ。ヘルヴァイツにいた吸血鬼は約三十万人。その数が近隣の国にひっそりと移住するのは不可能です。イエッセル条約破棄を受けて諸国では吸血鬼が流入しないよう、検問を厳しくしています。国境には各国が全軍事力をもって臨戦態勢でいると想定されます」

　人類の敵である吸血鬼を国内に入れたらおしまいだ。そう思っている国ばかりだ。

　世界は吸血鬼に対抗しうる戦力を保持していない。

「軍隊が待ち構えている他国へ赴けば、必ず戦争になります。ですが、現在、ヘルヴァイツ周辺諸国で戦争の報はありません」

「一国を瞬またたく間まに滅ぼし、戦いくさを報じる機関も壊滅したやもしれぬぞ？」

「そこまでするなら、何な故ぜヘルヴァイツで内戦をしないんです？　《ＨハーＷヴエー式しき》の性能はたかが知れています。ヘルヴァイツを避けてあえて他国で戦争する理由がないんですよね」

　ユーリは眼鏡を持ち上げて、燭しよく台だいの向こうに座す吸血鬼王を見つめる。

「人間を攫さらうより羊を買え、でしたか。ローゼンベルク王、あなたはあまり人間との争いを好まない性分だとお見受けします」

　エメラルドが見定めるように赤い王を映し出す。

　やがて、「いかにも」と王は八重歯を剝むいて笑った。

　笑顔になると、非常に整った彼の顔はますます甘さを帯びる。吸血鬼は人の血を吸う特性上、容姿の優れた者が多いが、王もまた人心を惹ひきつける容貌をしていた。

「我は人間を好いておる。我が生を受けて五百年余り、我は幾度も人間と共に暮らした。初めて愛した女も人間であったし、数多あまたの人間の女に可か愛わいがられもした」

「……わかりますよ。ええ、それは十分想像がつきます」

「故に、我は人間と戦いくさをする気になれぬのだ。《白びやく檀だん式しき》を見て我は確信した。人間という種は短命であるが故に進化もまた早いのだと。いずれ人間は我らと双そう肩けんする力を得るやもしれぬ。互いに潰し合うのは愚の骨頂であろう」

「またなんというか……壮大な話をされるんですね……」

「本来、我らヴァンパイアは人間の歴史に登場するべきではなかったのだ。それをあのルートヴィヒの若造は奴隷宣言などしおって。あやつは玉座を手にして粋いきがったガキと変わらぬ。ほとほと呆あきれ返かえるわ」

　深遠な目をしたローゼンベルク王は、年季の入ったため息をつく。

　ユーリは思わず俯うつむいていた。手を挙げて言う。

「すみません、さすがに限界です」

「何ぞ？」

「リタ嬢も人が悪いですね。初めから教えていてくれれば、あたしも心積もりができていたんですけど」

　ユーリは笑いそうになる表情を大きく深呼吸して引き締めた。

　対面に座る、十二歳ほどの少年に問う。

「ローゼンベルク王、何な故ぜあなたは子供の姿なんです？」







[image: ]

　イエッセル条約調印式の写真がある。教科書にも載っている有名なものだ。

　そこには現在のヘルヴァイツ大公ヨハネス六十六世とローゼンベルク王が映っている、とされている。

　大公は白髪の老人、向かいに座るのは壮年の大男になっているのだが。

「我はこの者の後ろにおる。隣に座る侍従によって我は隠れてしまったのだ」

　王に指をさされて説明されたユーリは、写真の意味！　と叫びたくなった。

　目の前にいる吸血鬼王は、大人の女性に母性という意味で愛されそうな子供である。半ズボン姿で公園を駆け回っていても違和感がない。小柄な体たい軀くは明らかに玉座のスペースを持て余し、床につかない足はプラプラと揺れている。マグカップを両手で持ってフーフーしている様がひどく板についていた。

　頰をヒクつかせるユーリに、ホットショコラを飲む王は能天気な声を出す。

「ヴァンパイアは己の力が最も高くなったときに成長が止まる。我は特に早熟であったのだ。リタはまだ成長中であるが」

「あの、おそらく全国民が侍従の方をローゼンベルク王だと思っていますけど……？」

「それもよかろう。王の見み目めとしてこのほうが相応ふさわしいであろう」

　ははは、と破顔する少年に、ユーリは瞳を細めた。

「……わざと、ですね」

　少年王は笑みを崩さない。

　ユーリは写真を見つめた。

「イエッセル条約締結当時、吸血鬼は軍事の要かなめとして受け入れられました。それを統すべるローゼンベルク王がこんな頼りない子供の見た目ではマズい、という判断を各方面が下したのでしょう」

「そなた、無遠慮な物言いをするのだな」

「容姿を隠すのはローゼンベルク王側にもメリットがあります。最大の戦力である王が自由に動けます。戦場でノーマークになれるのは強いですよ」

　ごく一部、限られた者しかローゼンベルク王の容姿を知らない。おそらく国軍内でも本物の王を知る人は少ないのではないか、とユーリは思う。

　少年王などメディアが好んで取り上げそうなものだ。リタの容姿は知られているが、ローゼンベルク王が少年だという話は一度も聞いたことがない。

　つまり、ローゼンベルク王は戦略的に容姿を伏せている。

　その瞬間、ユーリの頭に一つの可能性が閃ひらめいていた。

「如何いかがした、フミツキ？」

　ホットショコラを飲みながらも、王はユーリから視線を外さない。

「……確認したいことがあります。ローゼンベルク王はこれから、どうされるつもりですか？」

　どうか予想が外れていてほしい、と願いつつユーリは訊きく。

「このまま山小屋での暮らしを続けます？　それとも、どこか行くあてがあるのですか？」

「我には我が同胞の生活を守る義務がある」

「知っていますよ。それを最も簡単に実現する方法は、ヘルヴァイツに戻ることなんです」

　シャレーには定員いっぱいに吸血鬼が詰め込まれていた。現状を継続するのは無理がある、とユーリは見る。

「ヘルヴァイツには吸血鬼を七年も受うけ容いれた実績があり、つい最近まで吸血鬼もヘルヴァイツ共和国での生活に不満を持っていませんでした。他国でイエッセル条約と同様の条項を交わすより、もう一度ヘルヴァイツでやり直したほうが確実なんです」

　七年前、吸血鬼居住区や法制度など、ヘルヴァイツは急ピッチでそれらを整えた。他国へ行けば、それをもう一度最初からやり直すことになる。

「ヘルヴァイツに戻るとした場合、障害は二つです。国内で蔓まん延えんしている反吸血鬼感情。それと、あからさまに対吸血鬼戦を想定した軍事用オートマタの導入」

　王は口を挟むことなく黙って聞いている。

「この二つは別の問題のように見えますが、根は同じです。どちらもハウエルズ社長が引き起こしたことです。あたしがローゼンベルク王なら、やることは決まっています」

　その先を言うことなく、ユーリは裁きを待つように王を見た。

　豪雪を映す窓が微かすかに鳴る。外の吹雪は徐々にひどくなってきていた。

　ただならない雰囲気を感じ取っているのか、リタが緊張した面持ちになっている。

　そっと息をついた少年は、口を開いた。

「同胞がオートマタに使われている事実を知った以上、我は彼奴きやつを赦ゆるすことができぬ。わかるであろう、フミツキ？」

　容姿に相応ふさわしい年若い声。しかし、その響きは王としての威厳を存分に備えている。

　灼しやく熱ねつの瞳で王は告げた。

「──外げ道どうな大たい罪ざい人にんには死を」

　シャン、と鎖が鳴った。

　ユーリは両手のクナイを六本すべてローゼンベルク王に投とう擲てきしていた。目潰しに二本、首を刎はねるのに一本、心臓を貫くのに一本、両腕を切り落とすのに二本だ。

　予想通りだった、とユーリは歯は嚙がみしていた。

　ローゼンベルク王はハウエルズを暗殺するつもりでいる。

　この少年王は豪胆なようで、策謀にも長たけている。山奥に潜んで機を窺うかがっていたのだ。

　──それだけはあたしが阻止してみせる。

　ローゼンベルク王がハウエルズを殺せば、すべてが強引に解決するのかもしれない。

　でも、そんなことになったら自分はどうしたらいいのか、とユーリは思う。

　シャチョーの家族になりたくて、シャチョーを裏切る形になって、それでシャチョーを守ることができなかったら、何のために自分が存あるのかわからない。

　ユーリにとって一番大切なのは、やはりあの男なのだ。

　狙い通り、六本のクナイは少年に迫る。

　そのとき吸血鬼王の炯けい眼がんが濃さを増した、気がした。

「っ！」

　唐突にガランガランと音が響く。それはクナイがすべて鎖から切り離され、床に落ちた音だった。

　少年は微動だにしていない。原理はわからないが、不可視の刃によってユーリの鎖は断ち切られていた。

　そもそも魔術の原理など、科学で造られたオートマタに計り知れるはずもない。

　くっとユーリは席を蹴る。長テーブルに跳び載り、鎖の一本で銀の燭しよく台だいを捕らえた。火のついた蠟ろう燭そくが床に落ちていく。

　燭しよく台だいを武器に少年へ迫ろうとしたとき、

「やめよ」

　王の一言。

　火の消えた蠟ろう燭そくが床に落ちる。バラバラに分断された鎖と燭しよく台だいがけたたましくテーブルを打った。

　喉のど元もとに、紅ぐ蓮れんの切っ先がある。

　テーブルに載ったユーリは寸止めされたその剣を見た。

　小柄な少年は、不釣り合いなほど長大なブラッディソードを手にしていた。玉座に座したまま、赤あか瑪め瑙のうの瞳をした少年王はユーリに剣を突きつけ、笑う。

「激情に駆られては我を下せぬぞ」

　視線を交えたのは数秒。

　ユーリは観念して鎖を手首に収納した。

　同時にブラッディソードは霧になったように空中に溶ける。

「そなた、実戦経験が乏しいであろう。殺気がだだ洩もれておった。暗殺者としては及ばぬな」

　吸血鬼王はくつくつと愉快そうに笑い、ホットショコラを呷あおった。ユーリの非礼を咎とがめる気もないらしい。

　ユーリはひどく顔をしかめていた。クナイを落とされたのも刃を突きつけられたのも、何もかも見切れなかった。

　実戦なら再起不能にされていたと思う。

　敗北感と共にユーリはテーブルから下りた。

　王の後方で一部始終を見ていたリタは、ほっと胸を撫なで下おろす。

「だから言ったでしょう、お父様。ユーリの前でハウエルズ殺害は禁句だって。万が一、お父様に何かあったらどうするつもりだったのよ！」

「よいではないか、《白びやく檀だん式しき》ぞ。一戦交えてみたいであろうが。我とてムツキとの死闘を経て鍛錬を積んだのだ。その成果を試し……」

　ダン、と大きな音がして、ローゼンベルク父娘おやこは首を回した。

　見ると、白衣の少女が跪ひざまずいている。ユーリはまるで臣下のように礼を取っていた。

「ご無礼をお許しください、慈悲深きローゼンベルク王。もし、この人工頭脳に封じ込められた同胞を哀れむのならば、伏してお願いがございます」

　王は目を細めていた。

《白びやく檀だん式しき》の頭にも吸血鬼の脳は入っている。ローゼンベルク王は同胞のためを謳うたっているが、その中には《白びやく檀だん式しき》も含まれるのだ。

「……申してみよ」

　王の許しを得たユーリは小麦色の頭の下で口角を持ち上げた。

　同情でも憐れん憫びんでも構わない。彼のためならすべてを擲なげうつ覚悟くらい、とうにできているのだ。
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　高校生オートマタコンテストの当日は雪がチラつく曇天だった。

　開会時間前。

　会場となっているイエッセルホールの生徒用出入り口は大混雑を極めていた。

「出場生徒の受付はこちらです！　学生証をご用意ください。係員の誘導に従って控え室に速やかに移動をお願いします」

「左側通行にご協力ください！　廊下でオートマタを起動命令ウエイクアツプするのは禁止です！」

「控え室は他校と共同になっております。他の生徒さんとトラブルにならないよう譲り合って利用してください！」

　メガホンを持った係員が至るところで声を嗄からし叫んでいる。

　ルール変更により出場校は減っているが、ヘルヴァイツ各地から代表生徒が集まっているのだ。開会式三十分前でも、出入り口は数多あまたの生徒で埋め尽くされている。

　その入り口付近で、水ミ無ナ月ヅキとカノンは一人の人物を待っていた。

「はあ、寒い……」

　制服の上にコートとマフラーで防寒対策をしたカノンは、それでもまだ寒いらしく、両手の指先に息を吹きかけている。

　赤くなったその手を、水ミ無ナ月ヅキは握った。カノンが目を上げる。

「俺の手を使え。あったかいぞ」

　銀糸に雪を飾った少女の頰が赤くなった。

　うん、とカノンは水ミ無ナ月ヅキの手をきゅっと握り返す。その薬指には今日も銀の指輪が嵌はまっていた。

　水ミ無ナ月ヅキが贈った、永遠の愛を形にしたもの。カノンがそれをずっと身に着けているのに、水ミ無ナ月ヅキは嬉うれしさを覚える。体内が火ほ照てるような錯覚を抱いたとき、

「イチャつくなら家でやればあ？」

　氷山よりも冷ややかな声がかかり、二人は振り返った。

　そこには水ミ無ナ月ヅキたちのクラスメート、ブリジット＝ディンケルがいた。

　いついかなるときも崩れない金髪の縦ロール。吊つり上あがった目は少女の負けん気の強さを、ツンとした鼻先は高慢さを体現している。彼女は波ハー動モニ歯ー・車ギアを使うカノンを「虐殺技師」と批判し、クラスでカノンのイジメを主導していた。

　カノンは一転して気まずい表情になると口を開く。

「あの、ディンケルさん。今日はよろしくね」

　何をよろしくするかというと、コンテストである。

　高校生オートマタコンテストは三人チームで出場する。その規定は残ったままだ。

　本来のチームメンバーであるリタはイエッセル条約破棄により、退学扱いになっている。カノンたちは出場条件を満たしていないため、コンテストには出られないはずだった。

　だが、校内選考会でカノンが圧勝する様さまを見た学院長は、カノンのオートマタを是が非でも出場させようと決めた。

　高校生オートマタコンテストの優勝者を出せば、学校の評判は確実に上がる。学院長命令で、カノンのチームを三人にするよう担任のマイヤーに指示が出された。

　その結果が、ディンケルのメンバー加入である。

　よりにもよって、カノンをよく思っていないディンケルを説得して入れてきたのは、マイヤーなりの嫌がらせに違いない。

　ディンケルは顎あごを上げて腕を組んだ。

「あーあ、なんで虐殺技師とコンテストに出ないといけないのお。同類と思われるのムカつくんだけど」

「おい……」

　水ミ無ナ月ヅキが気色ばんで一歩踏み出したとき、カノンに腕を摑つかまれた。

　白銀の少女は毅き然ぜんとした表情で首を横に振っている。ここでディンケルが怒って帰ったらコンテストには出られない。ディンケルの侮辱に目を瞑つむってでもコンテスト出場を優先しよう、ということなのだろう。

　カノンの意図を汲くんだ水ミ無ナ月ヅキは怒りを抑え込む。

　ディンケルはフン、と勝ち誇ったように鼻を鳴らした。

「わたしに迷惑かけないでよね。わざわざあんたたちに付き合ってやってるんだから」

　カノンは何も応えることなくホールの入り口へ向かった。水ミ無ナ月ヅキもそれに続き、ディンケルは鼻息荒くその後をついてくる。

　コンテストの開会式まであと二十分。

　世界を変える戦いが始まろうとしていた。
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　時は戻ってコンテスト本選、数日前。

「ただいま戻りました。宣言通り、ローゼンベルク王と交渉してきましたよ」

　交渉に行くと出かけたユーリが帰ってきたのは一週間後だった。

　ユーリのことだから大丈夫だとは思っていたが、さすがにそれだけ帰ってこないと心配にもなる。水ミ無ナ月ヅキたちには捜しようもないからなおさらだ。

「簡単と言っていた割には遅かったじゃないか」

　水ミ無ナ月ヅキの棘とげのある言葉に、ユーリは顔をしかめる。

「ローゼンベルク王がなかなか帰してくれなかったんですよ。彼が《白びやく檀だん式しき》のファンというのは本当ですね。あのお子様の鍛錬に付き合わされました」

　お子様？　と首を傾かしげた水ミ無ナ月ヅキの横でカノンが訊きく。

「リタさんは元気だった？」

「ええ、リタ嬢は変わりなかったですよ。あ、カノンちゃん、大変申し訳ないんですけど、また暗器を壊しました。修理をお願いします」

　白衣のポケットからクナイを出してみせたユーリに、カノンはあんぐりと口を開けた。

「うわあああん、水ミ無ナ月ヅキもユーリさんも暗器壊しすぎだよ!?」

　バタバタとカノンは工具を取りに行く。すぐ修理してしまうつもりらしい。

「それで、交渉はどうなった？」

　三人で作業部屋に移動して、水ミ無ナ月ヅキは切り出した。

　作業台に腰かけているユーリは手首から鎖を出したまま言う。

「まず、ローゼンベルク王たちが再びヘルヴァイツに戻ってきて、軍事を担になってもらうことに承諾は得られました」

　部品パーツを扱っていたカノンが、ほっと安あん堵どの息を洩もらした。

「ですが、それには当然、条件があります。一つ、コンテストでカノンちゃんの作戦が成功し、《ＨハーＷヴエー式しき》に吸血鬼が使われている事実が公表されること。これは二度と吸血鬼がオートマタの材料にされることがないように、という意味も含んでいます」

「生きた吸血鬼が材料と皆が知れば、《ＨハーＷヴエー式しき》は製造中止になると思うけど」

「ええ、そうです。これはカノンちゃんが優勝すれば果たされるでしょう。二つ目は、シャチョーを司法で裁き、それなりの罪を償わせることです。……ローゼンベルク王にはそれで納得してもらいました」

　ユーリは目を落とした。その表情はどことなく暗い。

「ハウエルズさんにはお母さんを殺した罪もある。《白びやく檀だん式しき》の設定を弄いじって、ケルナーの悲劇を起こした罪も。無罪にはならないはず」

「条件はそれだけか？」

「いいえ、最後に三つ目。今、国民の間で広がっている反吸血鬼感情を収めることです」

　水ミ無ナ月ヅキとカノンの顔が同時に曇る。

「それは……俺たちの手に余るだろう。国民感情の操作なんてできないぞ」

「吸血鬼への反感をわたしたちでなくすのは難しいよね……」

「これはあたしがやります」

　ユーリの言葉に水ミ無ナ月ヅキは目を向けた。

「やるって、どうやってだ？」

「単純ですよ。七年前、どうしてヘルヴァイツが吸血鬼を受け入れたのか、考えてみてください」

「それはケルナーの悲劇があって、プログラムの狂った《白びやく檀だん式しき》を人間と吸血鬼で倒したからだが」

「そうです。信頼していたオートマタが手に負えなくなったから、吸血鬼の力が必要だったんですよね。同じことをコンテスト会場で起こします」

　カノンがさっと青ざめた。作業の手を止めてユーリを見る。

「ダメだよ、ユーリさん。たくさんの人を殺すなんて……」

「カノンちゃん、大丈夫ですよ。人は殺しませんからね。その代わり、オートマタ同士で壊し合ってもらいます」

　エメラルドの瞳は決意を固めていた。

「当日、あたしはコンテスト会場内を警備している《ＨハーＷヴエー式しき》のプログラムを変更し、暴走を演出します」

「そんなことができるのか……？」

「できますよ。あたしはメティス・グループの元首席研究員ですからね。シャチョーのオートマタの仕様は誰よりも理解しています」

　自負があるのだろう。ユーリは胸を張って言った。

「同士討ちを始めた《ＨハーＷヴエー式しき》を止められる者はいません。そこに現れるのがリタ嬢率いる吸血鬼部隊というわけです。人々は《ＨハーＷヴエー式しき》を信用できなくなり、一方で吸血鬼の株は上がります」

「自作自演、か」

「本当にそれで反吸血鬼感情はなくなるの？」

「パフォーマンスは大事です。もちろん、これで反吸血鬼感情が完全に消えるわけではないでしょう。でも、象徴的な事件が一つあれば風潮を変えやすくはなります」

　カノンは考え込んで沈黙した。

　やがて少女は白銀を揺らして頷うなずく。

「うん、その作戦でやってみよう」
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　世界一のオートマタ大国であるヘルヴァイツでは、若手技師の登竜門である高校生オートマタコンテストの模様を何社ものテレビ局が中継している。

　ヘルヴァイツ公共放送局ではこのために特番が組まれていた。

　華やかな開会式のＶＴＲを終え、テレビ画面にはイエッセルホールのアリーナが映し出される。そこにはトーナメント戦を行う簡易リングがずらりと設置されていた。

　画面の端には、並んで座る白髪の老人と女性アナウンサーが映り込む。

「開会式の模様をご覧いただきました。ここからは解説のイエッセル工科大学名誉教授、クラウス＝フェーエンベルガー先生と試合経過をお伝えしていきます。先生、よろしくお願いいたします」

　女性が会え釈しやくし、偏屈そうな白髪の老人もそれに返した。

「よろしく願い申す」

「フェーエンベルガー教授は人工頭脳科学の第一人者として、現在のオートマタ工学における人工頭脳の基礎を確立されました。現在、普及している人工頭脳の多くは先生の考案したモデルが基盤となっているそうですが、先生、オートマタにおける人工頭脳の役割を簡単に教えていただけないでしょうか」

「儂わしは学生にこう教えておる。人工頭脳とはマニュアル集である」

「マニュアル集、ですか」

「オートマタは人工頭脳からの指令によって歯ギ車アを動かし、作動しておる。外部からの知覚は神経ケーブルを介し人工頭脳に伝達され、そのとき人工頭脳は、知覚情報に応じてどの歯車をどれだけ動かすか、マニュアルに沿って指令を出すのじゃ」

「複雑な行動をさせるには、それだけ多岐のマニュアルを備えた人工頭脳を搭載しなければならない、ということですよね」

「その通り。儂わしらはそのマニュアルをプログラムと呼んでおる。指一本動かすだけでも一つのプログラムが必要じゃ。立ったり歩いたりするとなれば、その何倍も難解なプログラムが求められる。当然、凝ったプログラムを作れば、それを実行できるだけの精緻な歯車機構も必要となり……」

「あっ、ありがとうございます。お話の途中ですが、現在ちょうど一回戦が始まりました。今年の高校生オートマタコンテストは例年とは違い、トーナメント戦という形式で行われています。先生、これに関して──」

　刹せつ那な、ピーと試合終了を告げるブザーが響き、会場がどっと沸いた。

　安全のため強化プラスチックの透明な壁で覆われたリング。そのうちの一つで、もう試合が終わったのだ。

「……えー、開始とほぼ同時に試合を終えたチームがあるようです。ＶＴＲをお願いします」

　アナウンサーに応じ、画面にリングが映し出される。

　そこにいるのは、両腕が銃砲になった巨体のオートマタ。それと、両手にコンバットナイフを持った幼い女児だ。

　両者が相対したところで試合開始のブザーが鳴る。

　瞬間、幼女が床を蹴った。

　相手のオートマタが両腕を持ち上げるより速くコンバットナイフが投とう擲てきされ、銃砲の両腕が落ちた。──ここまでで一秒。

　棒立ちになった巨きよ軀くの目前で幼女のふわふわしたドレスが宙返りをする。その拍子にレッグホルダーから新たなナイフを抜いた幼女は、勝利の必要条件の一つ、左胸に得え物ものを深々と突き刺した。──ここまでで三秒。

　残りの必要条件である首はナイフで喉のど元もと貫通。オートマタの頭上を越えて背後に降り立ち、金属板に覆われた背面を切りつけ、幼女はすべての勝利条件を制覇した。

　ジャスト五秒。

　オートマタの巨体がゆっくりと傾かしぐ中、試合終了のブザーが鳴る。

「これは圧勝ですね。勝利したチームはハイデン高等学院です。先生は今の試合をどうご覧になりましたか？」

　テレビ画面が現在のリングの映像に切り替わる。

　観客席はまだ熱狂の渦に包まれていた。

　勝者である幼女型のオートマタは、つぶらな瞳でリングから観客たちを見上げている。やがて、幼女の手指がⅤサインを作った。幼女の口が開く。彼女は「勝った！」と叫んでいるようだった。

　電光石火で勝利を収めたオートマタをもっとよく見ようと、観客が立ち上がる。幼女は薄ピンク色のツインテールを揺らし、リング上を駆け回っていた。その様さまは勝利を喜ぶ無邪気な子供そのものだ。

　それを見つめる名誉教授の唇は震えていた。

「……先生？」

　応えない教授に、アナウンサーが不安を滲にじませる。

　最強を決めるコンテスト。そこで求められるべきは強さだけだ。出場するオートマタのほとんどは人工皮膚すらない金属の塊である。

　その中、圧倒的な強さを備えながら人間と寸分違たがわない仕草を見せる幼女。

　オートマタの専門家ではないアナウンサーにはわからなかったが、試合の様子も含めてすべてが規格外だった。

「……儂わしはあのオートマタを識しっておる」

　やがて老人の口から掠かすれた声が洩もれた。その声には驚きよう愕がくと畏怖と、隠しきれない興奮が込められていた。

「かつて英雄と称たたえられた最強のオートマタ。人類の救世主と崇あがめられ、一転、虐殺の悪魔と罵られた。あれは《白びやく檀だん式しき》じゃ。《白びやく檀だん式しき》が再来しおった！」

　テレビ画面には、歓声とスポットライトを一身に浴びてキラキラと笑う幼女が映っていた。
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　ざわり、と生徒たちの波が割れる。

　イエッセルホールのアリーナから生徒控え室までの廊下。出場生徒たちでごった返す場所だが、カノンたちが姿を現すと途端に道ができるようになっていた。

　桜花サクラの手を引いたカノンと、その傍そばに寄り添う水ミ無ナ月ヅキ。その後ろを少し離れてついてくるディンケルは空いた道を通って控え室へ戻っていく。

「あれが優勝最有力候補か……」「人間にしか見えないぞ。本当にオートマタなのか」「なんであんな小さいボディで化物みたいなスペックが出せるんだよ」

　端に寄った生徒たちは口々に囁ささやき合う。

　コンテストの試合は出場生徒たちも、自分の出番と重ならなければ自由に見られる。他チームの試合を見て優勝予想が始まるのは自然な流れだった。

　オートマタの微調整や休憩ができる共同の生徒控え室に入ると、カノンはふう、と気疲れしたように息をつく。

「なんとか今回も勝てた……」

　その横で水ミ無ナ月ヅキは首を傾かしげる。

「『なんとか』じゃなくて『余裕で』だろ。相手は手も足も出なかったぞ」

　もう三回戦まで行ったが、桜花サクラはすべて五秒以内に勝負を終わらせていた。相手が攻撃する前に決着が着き、桜花サクラが危なかったことなど一度もない。

　不思議そうな水ミ無ナ月ヅキを横目で見て、カノンは頰を膨らませる。

「そうだけど、試合は毎回、緊張するの！　対戦相手がどんな仕様なのか知らないし」

「対戦相手の試合でも見に行くか？　次の試合は一時間後だろ」

　水ミ無ナ月ヅキの提案にカノンは少し考え、かぶりを振った。

「……いい。それよりは桜花サクラの点検をする。万が一、内部で損傷があったら大変だから」

「そうだな。俺もそれを勧める。どんなオートマタが相手でも、桜花サクラには関係ない。それだけの強さを備えている」

　カノンは幼女の頭を撫なで、その耳元で囁ささやいた。

「ゆっくり休んで、桜花サクラ。また遊ぼうね」

　終了命令シヤツトダウンを受けた彼女は目ま蓋ぶたを閉じる。

　桜花サクラの内部で全歯車の動きが緩慢になり、やがて止まった。ぐったりした幼女を水ミ無ナ月ヅキが抱え、部屋に置かれている作業台の一つに横たえる。

　カノンは自分のカバンを持ってきた。作業に使う工具を取り出す。

　桜花サクラのふわふわしたドレスを緩めたカノンは、ドライバーでネジを外し始める。

　調整はカノンに任せて、水ミ無ナ月ヅキはイエッセルホールに入るときにもらったトーナメント表を見た。

「次でベスト十六が決まるのか。肝心の《ＨハーＷヴエー式しき》との試合まであと四試合もあるぞ……前ぜん哨しよう戦せんにもうんざりだな」

　他チームが聞いたら卒倒しそうなことを言って、水ミ無ナ月ヅキはトーナメント表をポケットに突っ込んだ。

　それからカノンを見る。

　作業台に向かった少女は桜花サクラの内部を見つめたまま、動きを止めていた。その表情が妙に硬い。不安になった水ミ無ナ月ヅキは問う。

「どうした？　重大な損傷が見つかったのか？」

「……ううん。神経ケーブルの一部に摩耗があるから、念のためそれを換えればいいだけ」

　平静に言ったカノンはピンセットを取る。その様を見て、水ミ無ナ月ヅキは何な故ぜカノンの動きが止まっていたのか知った。

　少女の手はブルブルと小刻みに震えていた。

「カノン……」

　瞬間、思い知らされた気がした。

　ケルナーの悲劇が起きたのは七年も前のことだ。大公家から追放され、世間から断罪され、それでも彼女はこの七年間、耐え忍び続けてきた。

　七年分の雪辱を晴らす機ときなのだ。緊張しないわけがない。

　カノンがたった十五歳で《白びやく檀だん式しき》に匹敵するオートマタを作り上げてしまったのは、何も不思議なことではないのだと思う。

　彼女はそれだけの覚悟をもって、それだけの時間と努力を積み重ねてきた。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンの肩に腕を回した。一瞬、少女は戸惑う素振りを見せたが、大人しく水ミ無ナ月ヅキの腕に収まる。

「問題ない。よくここまで頑張ったな」

　白銀の頭を撫なでると、少女の手が縋すがるように水ミ無ナ月ヅキの制服を握った。

　身体からだを震わせていた少女はやがて言う。

「……お手洗いに行ってくる」

　自身を落ち着かせるためだろう。水ミ無ナ月ヅキから離れ、カノンは足早に控え室を出て行く。白銀の後ろ姿を水ミ無ナ月ヅキは見送った。

「ねえ、あんた」

　そこでディンケルの声が後方でした。

　水ミ無ナ月ヅキは桜花サクラを見下ろした。胸板を外したまま放置して埃ほこりなどが入るとマズいので、一応、胸板を留めておく。

「あんたよ、あんた！　無視してんじゃないわよ、ミナヅキ＝ザンデルホルツ！」

　フルネームを呼ばれて初めて水ミ無ナ月ヅキは振り返った。

　お飾りメンバーであるディンケルは、控え室のイスにふんぞり返っていた。優勝最有力と見なされ、他校の生徒は水ミ無ナ月ヅキたちの傍そばに寄ってこない。広々と空間が使えてよいのだが、何な故ぜディンケルがそれを無駄に活用しているのか。

　──よくもまあ、何もせずにそこまで偉そうにできるものだ。

　見つめる水ミ無ナ月ヅキに、ディンケルは金髪の縦ロールをいじりながら横おう柄へいに言う。

「つぶつぶラズベリーソーダ買ってきて」

「は？」

「聞こえなかったの？　つぶつぶラズベリーソーダよ。会場の入り口にある自販機で売ってたから、買ってきて」

「自分で行け」

　にべもなく返し、水ミ無ナ月ヅキは桜花サクラのネジを回す作業に戻った。

　後ろでチッと舌打ちが聞こえる。

「あっそう。じゃあ、わたしそのまま帰っちゃおうかな。受付に棄権しますって言って」

　ディンケルがイスを軋きしませて立ち上がったとき。

　水ミ無ナ月ヅキはその手首を摑つかんでいた。

「おい、ふざけるなよ。何もしていないのにコンテストで優勝できるんだぞ。何が不満なんだ？」

　冷たい漆黒の瞳で、押し殺した声で、水ミ無ナ月ヅキは凄すごむ。

　だが、縦ロール少女は臆さず少年を見返した。

「誰のおかげでコンテストに出場できてると思ってんの？　わたしがいなかったら、あんたたち虐殺技師なんか出場できないんだから」

「黙れ。その侮辱を二度とカノンの前で口にするな」

　ディンケルが顔を歪ゆがめた。水ミ無ナ月ヅキが強く手首を握りすぎたせいだった。

　痛いんだけど、とディンケルは邪険に水ミ無ナ月ヅキを払う。

「ムカつく。もう帰るわ。チームメンバーの男子に乱暴されそうになったんだから、理由は十分でしょ」

　ディンケルが自分のカバンに手を伸ばしたところで、水ミ無ナ月ヅキは言っていた。

「ああわかったよ！　つぶつぶラズベリーソーダを買ってくりゃいいんだろうが」

　こんな下らないことで棄権させられては敵かなわない。

　クソが、と毒づくのを堪こらえて水ミ無ナ月ヅキはパシリになった。

　少年が苛いら立だたしげに控え室から出て行くのを見て、ディンケルはフン、と鼻を鳴らす。そして、作業台に残された桜花サクラを見下ろした。







　硬貨を入れて自販機のボタンを押すと、ガコンと音がして缶ジュースが出てきた。

　つぶつぶラズベリーソーダはイエッセルホールを出てすぐ脇の自販機にあった。朝は生徒たちで埋もれていた入り口も、トーナメント戦が行われている今はガラガラだ。会場内のざわめきもここまでは届かず、辺りは静まり返っている。

　なんで俺がディンケルのパシリなんか……と思いつつ、水ミ無ナ月ヅキは缶を取るべく屈かがむ。

　その瞬間、背中にフニ、と柔らかいものが押し当てられた。同時に視界が覆われる。

「だーれだ？」

「リタ！」

　記メ憶モ領リ域ーから声紋を瞬時に認識し、水ミ無ナ月ヅキは振り返った。

　そこにはケープを羽織ったリタがいた。ケープの下にはサーベルが見えていて、武装しているのが窺うかがえる。

　驚く水ミ無ナ月ヅキに、リタはいきなり抱きついてきた。

「ああん、久しぶりミナヅキィ！　会えなくて寂しかったわ」

　ぎゅっと少女は両腕を水ミ無ナ月ヅキの身体からだに回してくる。水ミ無ナ月ヅキはリタの波打つ紅髪に優しく指を通した。

「……ミナヅキ？」

　ふとリタが顔を上げた。瞬まばたきをして少年を見つめる。

　水ミ無ナ月ヅキは首を傾かしげた。

「リタ、来るのが早くないか？　作戦開始は《ＨハーＷヴエー式しき》との試合後だぞ」

　民衆の反吸血鬼感情をなくすため、《ＨハーＷヴエー式しき》の暴走はリタたち吸血鬼が収めることになっている。その作戦は、コンテストのすべての試合が終わってから決行する予定だった。

　桜花サクラが《ＨハーＷヴエー式しき》を壊し、人工頭脳の中身を暴いたところで《ＨハーＷヴエー式しき》の制御がなくなるのだ。会場は大混乱に陥ること間違いない。

　コンテストのパンフレットでは、優勝者のパフォーマンス試合は十七時からとなっていた。まだ五時間以上もある。

「会場の偵察をするために早く来たのよ。でも、さすがにホールの中は《ＨハーＷヴエー式しき》がウロついているから入れないわね……」

「ハウエルズ本人も来ているからな、会場内の警備は特に厳重になってる」

　ホールの至る所に軍事用オートマタが配置されているのを水ミ無ナ月ヅキは思い出していた。施設内ではサーモグラフィの目から逃れることはできないだろう。

「それよりコンテストはどうなってるのよ。カノンはちゃんと勝ち進んでる？」

「問題ない。優勝は俺たちで決まったようなものだ」

「さすがカノンね。わたくしも試合を見てみたかったわ」

　残念そうに言って、リタは自販機に硬貨を入れた。ピッとボタンを押して、ガタガタンと缶ジュースが落ちてくる。

　つぶつぶラズベリーソーダだった。

「……」

「どうしたの、ミナヅキ。すごい嫌そうな顔して」

「いや、腹立たしいことを思い出しただけだ」

「このジュース美お味いしいわよね。わたくし見つけたら必ず買っちゃうわ」

　プシュッ、とプルトップを開け、リタは缶に口を付ける。

「そんなに美う味まいのか……」と水ミ無ナ月ヅキは自分の手にある缶を見つめた。真っ赤なラズベリーのイラストが躍っている。

「ミナヅキも買ってるじゃない」

「これはパシられたんだ。カノンにじゃないぞ。性悪なクラスメートにだ！」

　憤然とする水ミ無ナ月ヅキにリタは自分の缶を差し出した。

「一口あげるわ」

　水ミ無ナ月ヅキは缶を受け取り、躊ちゆう躇ちよもせず飲んだ。炭酸のシュワッと弾はじける感覚が口中に広がり、ラズベリーの粒がいくつも喉のどを通過していく。

「甘味あり。美お味いしい」

　リタに缶を返すと、何な故ぜかその頰が少し赤かった。

　少女は白い喉のどを見せてジュースを飲み干す。それから、缶を手で弄いじりながら恥ずかしそうに言った。

「……これ完全に間接キスね」

「えっ」

　キス、と聞いて水ミ無ナ月ヅキは目を見開いた。リタを注視する。

　リタは彼を見返し、幾度も目をしばたたかせた。絡から繰くり少年の戸惑っているような反応に驚いて言う。

「えっ」







　リタと別れ、水ミ無ナ月ヅキは缶ジュースを手に控え室へ戻った。

「おいディンケル、買ってきてやった……」

　ドアを開けて言った水ミ無ナ月ヅキは、室内にディンケルがいないのに気付いた。他校の生徒たちがせわしなく出入りしている中、ディンケルがいた場所には誰もいない。

　──どこに行った……？

　ディンケルだけではなく、カノンも桜花サクラもいない。ということは、カノンがトイレから帰ってきて作業を終え、全員でどこかへ行ったのだろう。

　カノンが水ミ無ナ月ヅキに行く先を告げずにいなくなるのは考えにくいが、そうでなければ説明がつかない事態だ。

　人をパシらせておいて姿を消すディンケルに呆あきれつつ、水ミ無ナ月ヅキは頭を捻ひねった。

　他チームの試合を見に行ったか、昼食を買いに行ったか。考えられるのはこれくらいだ。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンたちを捜して生徒控え室を出た。混雑している廊下を歩き、一般観客席があるほうへ向かっていくと。

《ＨハーＷヴエー式しき》を引き連れて歩く白衣の少女を見つけた。

　水ミ無ナ月ヅキは眉を持ち上げる。

「おまえはまた……そんな堂々として大丈夫なのか？」

　廊下はコンテストを見に来た観客と生徒が往来している。人目があるのは間違いない。

　ユーリは両手を持ち上げてみせた。

「何な故ぜ隠れる必要があるんです？　あたしはお尋ね者ではありませんし、シャチョーは一般人の通る廊下には来ませんよ」

「なるほどな。それで、順調らしいな」

　水ミ無ナ月ヅキはユーリの後ろにいる《ＨハーＷヴエー式しき》に目を留めた。どこかで警備を受け持っていたはずの軍事用オートマタたちは何な故ぜかユーリに従っている。

「仕様を少し変更し、所有者認識チップをあたしのものに変えています。リタ嬢たちが制圧するときにはチップを破壊するよう打ち合わせ済みです。これであたしが暴走を引き起こしたとはわからないでしょう」

「なんだか桜花サクラが戦って人工頭脳を暴あばくより、おまえが廊下で《ＨハーＷヴエー式しき》を分解してみせたほうが早い気がしてきたな」

「それでは意味がないですよ。ミナヅキ兄さん、観客席の一角を陣取るマスコミ関係者に気付いていないんですか？　あのカメラすべてに人工頭脳の中身が映ることに意味があるんです」

「そうなればハウエルズも隠蔽できない、か」

「ええ、シャチョーは今この国でかなりの権力を持っていますからね。都合の悪い事実を握り潰されないようにしなければなりません」

　マスコミを操るにしても限度がある。公式の試合中にアリーナで起こったことは隠し通せないだろう。

「あとどれくらいで全部の《ＨハーＷヴエー式しき》を調整し終わるんだ？」

「全部は暴走させませんよ。あたしが調整するのは一般通路にいるのだけです。関係者通路に詰めている《ＨハーＷヴエー式しき》に手出ししたら、さすがにシャチョーに気付かれます」

　それに、とユーリは小麦色の髪をかいた。

「破壊する《ＨハーＷヴエー式しき》はできるだけ少なくしなければなりません。それがローゼンベルク王の意向です」

「どういうことだ？」

「《ＨハーＷヴエー式しき》には自己破壊用の爆弾が仕掛けられています。それはシャチョーが企業秘密を守るために仕込んだものですが、人工頭脳が爆発すると、その脳は永久に消滅します」

　水ミ無ナ月ヅキは眉をひそめていた。

「俺にはよくわからん。説明してくれ」

「吸血鬼は銀と水銀によって傷付きます。人工頭脳では脳を水銀入りの培養液に浸し、銀の匣はこに入れることで、脳が元の身体からだに戻るのを引き留めています」

「それは聞いたぞ。吸血鬼の自己再生能力は魔術の一種だ。銀と水銀によって魔術を封じているんだろうが」

「その通りです。では、人工頭脳が爆破されたらどうなると思います？　魔術を阻害する物質と共に脳が四散し、さらに元の身体からだが水銀入りの培養液に覆われていた場合、脳は復元されるでしょうか？」

　水ミ無ナ月ヅキは言葉を失った。

　研究者ではない水ミ無ナ月ヅキに解答は出せない。

「オートマタに閉じ込められた吸血鬼を生きて解放するには適切な処置を施さないといけないんですよ。ただ破壊すれば、脳を失った吸血鬼の身体からだを作るだけです」

　ユーリは白衣のポケットに両手を突っ込み、後ろに控える《ＨハーＷヴエー式しき》を見上げる。

「リタ嬢には頭部を分断して脳を爆破しないよう伝えていますが、暴走を演出する際に《ＨハーＷヴエー式しき》同士が壊し合って人工頭脳が破壊されるのは免まぬがれないでしょう。犠牲は仕方ないと思っていても、最小限で収めたいですね」

　それからユーリは顔を水ミ無ナ月ヅキのほうへ戻し、

「というかミナヅキ兄さんは一人で何をやっているんですか？」

「カノンを捜してるんだ」

「またはぐれたんですか。さすがバカヅキ兄さんですね。学習能力がありません」

「皮肉を吐く暇があるなら、何かカノンを見つける手段を──」

　ピンポンパンポーン。

『十二時の試合に出場する生徒はアリーナ第一入場口に集合してください』

「これだ」

　水ミ無ナ月ヅキは頭上を見て呟つぶやいた。







　アリーナ第一入場口に水ミ無ナ月ヅキが駆けつけると、既にカノンとディンケルは到着していた。桜花サクラの入った棺ひつぎ形がたのボックスを手に、カノンは声を上げる。

「もう水ミ無ナ月ヅキ、どこ行ってたの」

「どこ行ってたのはこっちの台詞せりふなんだがな」

　水ミ無ナ月ヅキは言いつつ、ディンケルに缶ジュースを差し出した。

「ほらよ。買ってきてやったぞ」

　フン、と当然のようにディンケルは缶を受け取る。途端に「ちょっと！」と眦まなじりを吊つり上あげた。

「これ、ぬるいんだけど！」

「知ったことか。控え室からいなくなっていたおまえが悪い」

　ジュースを買ってから数十分、ずっと水ミ無ナ月ヅキは缶を握っていたのだ。ぬるくもなる。

「ありえないわあ、普通こんなぬるくならないしっ。絶対わざと温めたでしょ」

　ディンケルは缶ジュースをしかめっ面つらで見て、ぶつくさ言っている。

　その横でカノンが首を傾かしげた。

「あれ、水ミ無ナ月ヅキ。さっきまでディンケルさんと一緒にいたんじゃないの？」

「いや、俺は缶ジュースを買いに行って、それからしばらくおまえらを捜していたが。カノンこそ、ディンケルとどこかに行っていたんじゃないのか？」

「わたしはお手洗いから帰るとき迷って、控え室を間違えちゃったみたい。水ミ無ナ月ヅキもディンケルさんも見つからないから、ずっと捜してたんだけど……」

　ざわりと水ミ無ナ月ヅキの胸の内が騒いだ。

　──何だ？　カノンもディンケルといなかった……？

　生徒控え室はいくつもある。似たドアで、カノンが部屋を間違えてもおかしくない。

　しかし、記メ憶モ領リ域ーがある水ミ無ナ月ヅキは違う。ディンケルは確かに控え室から姿を消していたのだ。桜花サクラと共に。

　水ミ無ナ月ヅキはディンケルを振り向いた。縦ロール少女は散々文句を言っていたが、ゴクゴクと缶ジュースを飲んでいる。

「おい、ディンケル……」

　さざ波のように湧き立つ不安から水ミ無ナ月ヅキが一歩詰め寄ったとき、コンテストのスタッフが「はい、皆さん聞いてください」と声をかけた。水ミ無ナ月ヅキは仕方なく口を閉ざす。

　そのまま水ミ無ナ月ヅキたちはアリーナに入場となった。

　ベスト十六を決める試合だ。円形に配置された観客席は午前中には空席も見られたが、今や埋め尽くされて立ち見客までいる。保護者や学校関係者の応援がうるさいほど飛び交っていた。

　その中、水ミ無ナ月ヅキは二階席の一角を見る。

　ユーリの言っていた通り、そこには仰々しいテレビカメラがいくつも並んでいた。黒く光るレンズが水ミ無ナ月ヅキたちを捉えている。

　スタッフに誘導されるまま三人は所定のリング前まで来た。水ミ無ナ月ヅキは運んでいた桜花サクラの棺ひつぎを開ける。

　棺ひつぎの中で目ま蓋ぶたを閉じている愛くるしい幼女。薄ピンク色のツインテールを垂らし、ふわふわのドレスを纏まとった姿は一見、さっきと変わりない。

　カノンが起動命令ウエイクアツプを囁ささやく。

　水ミ無ナ月ヅキの不安に反して、桜花サクラはきちんと目ま蓋ぶたを開いた。

　白金の瞳がカノンを映す。

　瞬間、カノンが微かすかに眉を寄せた。

「桜花サクラ……？」

「どうした、何か問題か？」

　水ミ無ナ月ヅキが勢い込んで訊きく。

　カノンは桜花サクラの表情をじっと見つめていた。

「……おかしい。どうしたの、桜花サクラ。笑ってくれない……」

　それだけではない。幼女の身体からだは何かを抑えるように小刻みにプルプルと震えていた。明らかに異常が起きている。

　水ミ無ナ月ヅキはディンケルを見た。

「おまえ……桜花サクラに何をした？」

　カノンが席を外し、水ミ無ナ月ヅキをパシらせる。それでディンケルは桜花サクラをどこかへ移し、弄いじったのだ。

　迂う闊かつだった、と水ミ無ナ月ヅキは臍ほぞを嚙かむ。

　終了している桜花サクラから目を離すべきではなかった。所有者マスターが終了さえしていれば、ディンケルでも桜花サクラの胸板は開けられる。

　高校生オートマタコンテストで優勝するのは栄誉なことだ。まさか同じチームのディンケルが直接手を下して妨害をするとは思ってもみなかった。

　ふてぶてしくもディンケルは「はあ？」と間の抜けた声を出す。

「何もやってないんだけど。言いがかりつけないで」

「ふざけるな。おまえ以外に誰がいるんだ！」

「ハイデン高等学院、リングにお願いします」

　スタッフの指示がかかった。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンを見る。カノンは桜花サクラを見下ろし、言った。

「……このままやるしかない」

　今から調整時間は与えられない。ダメなら棄権するしかないのだ。

　カノンに指示されて、桜花サクラは透明な壁の中に入った。リングに上がる。

　まったく制御がつかないのではないことに、わずかな救いがあった。桜花サクラの試合は五秒で終わる。五秒だけ保もってくれれば、次の試合までに修理ができる。

　カノンが祈るように両手を組んだ。

　リング上で桜花サクラはコンバットナイフを抜く。

　そして、試合開始を告げるブザーが鳴った。

　──速いっ……!?

　桜花サクラの動きに水ミ無ナ月ヅキは目を剝むいた。

　まるで解き放たれた獣のごとく桜花サクラはリングを疾かける。相手が攻撃態勢に入る前に幼女はオートマタの左胸を打ち抜いた。

　おそらく相手は桜花サクラの動きを認識できていない。

　棒立ちのオートマタの左胸に突き刺したコンバットナイフを軸に、幼女は前方へ回転する。そのまま背後に降り立った幼女は、もう一本のナイフで首筋から背中を真一文字に切り裂いた。

　バラバラと金属部品が落ちる音がして、再びブザーが鳴った。

　試合時間は三秒。

　驚異的な試合に会場が一斉に沸く。

　カノンがほっと息をつくのがわかった。水ミ無ナ月ヅキも無事に試合を終えたことに安あん堵どして、

　ダンッと鈍い音が鳴った。

　観客の熱狂に水を差すように、その音は重く響く。

　続いてもう一度、ダン、と。

「桜花サクラ……!?」

　カノンの顔色が一転、青くなるのを見た。

　コンバットナイフを手にした幼女は、リングを囲う透明な壁に得え物ものを叩たたきつけている。観客の安全のために設けられた壁が震えていた。

「何してるの、桜花サクラ！」

　慌ててカノンがリングの傍そばに駆けつける。

「壁を傷付けちゃダメ。ナイフを今すぐ仕舞って！」

　カノンが呼びかけるが、桜花サクラは一心不乱にナイフを振るい続ける。何かに憑つかれたように幼女は壁を破壊しようとしていた。

「桜花サクラ、お願いやめて！　わたしの言うことを聞いて……！」

　叫ぶカノンに、スタッフが拡声器を持って近付いた。

「所有者マスターですよね？　強オ制ー命ダ令ーをしてもらってもいいですか」

　カノンは唇を震わせた。

　それは暴走しているかどうかのチェックになる。

　所有者マスターの強オ制ー命ダ令ーに従わなければ、桜花サクラは暴走したと判断され、コンテストは失格となる。

　スタッフに押しつけられた拡声器をカノンは見下ろした。

　青ざめた顔で、彼女は初めて桜花サクラに強オ制ー命ダ令ーをする。

「──桜花サクラ。オーダー、ストップ」

　観客は他チームの試合をそっちのけでカノンたちに注目していた。

　まだ他のリングでは試合が行われているにもかかわらず静かになったアリーナで、拡声器越しのカノンの声が響く。

　桜花サクラは相変わらず壁を殴りつけていた。

　スタッフが無線を取った。

「三番ステージ、生徒のオートマタが暴走しました。破壊依頼お願いします」

　それから彼はカノンを見た。

　呆ぼう然ぜんとしている白銀の少女の手からスタッフは拡声器を取り上げる。

「あれはすぐに軍事用オートマタが破壊しますから、大丈夫です。下がっていてください」

　気の毒そうに言ったスタッフはカノンを促した。

　直後、凄すさまじい破壊音が辺りを裂く。

　桜花サクラがついに壁を突破したのだ。

「なっ……！」

　降り注ぐ壁の破片を浴びてスタッフが驚きよう愕がくの声を上げる。

「カノン！」

　巨大な破片が少女に落ちてくるのを認め、水ミ無ナ月ヅキは飛び出した。カノンの身体からだを抱え、後方へ跳とび退すさる。

　ガン、と音を立てて壁の一部が床にぶつかった。

　放心状態のカノンを水ミ無ナ月ヅキはリングから離れたところに下ろした。白銀の少女は立つこともままならず、床にへたり込んでしまう。

　そこに悲鳴が走った。

　壁から出た桜花サクラが生徒に襲いかかったのだ。

　標的にされたのは相手チームの生徒だった。両手にコンバットナイフを備えた幼女は三人の男子生徒へ突進する。

　──マズい！

　もし桜花サクラが殺人を犯したらどうなるか。

　咄とつ嗟さに水ミ無ナ月ヅキは壁の破片を拾った。少年の身の丈ほどもあるそれを投げつける。

「桜花サクラアァァッ！」

　ブン、という風切り音と水ミ無ナ月ヅキの叫びに、幼女は生徒に振り上げていたナイフを下ろすことなく振り返った。

　冷たい白金の瞳が投とう擲てきされた破片を認識する。

　両手の大ぶりなナイフを交差させて幼女は壁を受け止め、弾はじいた。壁が床を滑り、耳みみ障ざわりな音を立てる。

「ひっ、殺される……！」「うわああ、逃げろ！」

　凶きよう刃じんを免まぬがれた男子生徒たちが半狂乱で叫ぶ。その中、一人が金切り声を上げた。

「助けてくれ、虐殺オートマタだ！」

　這ほう這ほうの体ていで逃げ出す生徒たち。逃げてくれるのはありがたかったが、発言は問題だった。

　観客たちは口々に言い始める。虐殺オートマタ、と。

「……噓うそよ……」

　震える声が横からして、水ミ無ナ月ヅキは首を回した。

　ディンケルだった。顔面蒼そう白はくになった縦ロール少女は、頰を引きつらせて桜花サクラを凝視している。

「噓うそ、こんなの噓うそ……なんで暴走するの……？　どうして虐殺オートマタになるのよお……」

「何が噓うそだ。おまえがやったことだろうが」

　憎々しげに水ミ無ナ月ヅキは返した。だが、ディンケルは縦ロールを乱し、勢いよくかぶりを振る。

「違うわよ！　わたしは虐殺オートマタにならないようにしてあげたのよ!!」

　はあ？　と水ミ無ナ月ヅキはディンケルを見た。

　高慢そうな少女の顔は今にも泣き出しそうに歪ゆがみ、全身はガタガタと震えていた。

「あんたたちのオートマタはいずれ虐殺を始めるからって、コンテストで暴走したらマズいからって、わたしはあんたたちのオートマタをこっそり調整するよう、マイヤー先生に指示書を渡されてたの！」

「何だと!?」

　へたり込んでいたカノンがピクリと身体からだを震わせた。

「だって、あんたたちは虐殺技師じゃない……。波ハー動モニ歯ー・車ギアを使って、ケルナーの悲劇を引き起こした《白びやく檀だん式しき》とそっくりなオートマタを作ったじゃない！　だからわたしは虐殺を起こさないために調整したのに……！」

　ディンケルはマイヤーに騙だまされたのだ。

　虐殺を止めるためと言われ、虐殺技師を忌いみ嫌きらうディンケルは疑いもせず指示書通り調整をした。それが逆に暴走を引き起こすものだとは気付かずに。

　妙にディンケルが偉そうだったのは、そういう理わ由けだったのだ。

　縦ロールを両手で乱した少女の頰に滂ぼう沱だの涙が伝う。

「こんなの噓うそ、噓うそよおっ！　わたしが虐殺技師だなんて噓うそおぉっ！」

　ディンケルの慟どう哭こくと同時に、観客席で悲鳴と怒号が上がった。

　桜花サクラが一階の観客席に走っていた。観客席はアリーナより高い位置にあるが、桜花サクラには障壁とならない。

　身軽に跳躍した桜花サクラは一階の観客席にある手すりに着地した。そこから逃げ遅れた標的を見定め、

　音もなく飛来した銃弾が幼女の背中を撃ち抜いた。

　ドレスに人工血液の花が咲く。振り返った桜花サクラは、さらにゼンマイを狙って放たれた銃弾をナイフの刀身で防いだ。

　幼女を狙い撃ったのは水ミ無ナ月ヅキだった。左手の四連装拳銃を起動し、絡から繰くり少年は猛然と桜花サクラに迫る。

　──カノンのオートマタに人を殺させるものか。

　桜花サクラが殺人を犯せば、カノンは『虐殺技師』になってしまう。それだけは避けなければならなかった。

　水ミ無ナ月ヅキはちらりと二階席を見る。そこではまだテレビカメラが回っていた。

　手から銃弾を放ち、吸血鬼よりも速く走る少年の姿が映っている。

　イエッセル条約破棄で戦闘用オートマタは禁忌ではなくなった。しかし、《白びやく檀だん式しき》を恨む人間がいなくなったわけではない。

　自分の正体が公になれば、大問題になるだろう。

　それでも、と水ミ無ナ月ヅキは覚悟を決める。

　自分がやるしかない。この場で《白びやく檀だん式しき改かい》桜花サクラを止められるのは、《白びやく檀だん式しき》水ミ無ナ月ヅキしかいないのだ。

　──『敵』を認識。戦闘モードへ移行──

　右手の暗器を顕現した水ミ無ナ月ヅキは、手すりに立つ幼女へ向かって跳躍した。

　ガキン、とアサシンブレードとコンバットナイフがぶつかる。

　さらに水ミ無ナ月ヅキは左手の銃口を、桜花サクラはもう片方のナイフを、互いの左胸に向けていた。

　発砲しつつ、水ミ無ナ月ヅキは身体からだを捻ひねる。そうしてナイフの刺突をゼンマイから逸そらした。ナイフは少年の胸板を浅く裂くだけで終わり、水ミ無ナ月ヅキの銃弾もまた、腰をわずかに落とした桜花サクラの肩を掠かすめただけだった。

　桜花サクラと水ミ無ナ月ヅキは同時に観客席に降り立つ。

　大勢いた観客は既に逃げ、辺りには打ち捨てられたパンフレットが転がっていた。

「桜花サクラ、聞こえるか」

　水ミ無ナ月ヅキは静かに幼女に呼びかけた。

　ナイフを構えて対たい峙じする幼女は痙けい攣れんし、白金の瞳に水ミ無ナ月ヅキを映している。

「おまえは人間を襲ったらいけなかったんだ。決まりを破った以上は壊さないといけない」

　諭すように水ミ無ナ月ヅキは言った。

　問答無用で彼女を壊すのは道義に反している気がしたのだ。

　カノンは桜花サクラを家族として作った。水ミ無ナ月ヅキもそのつもりで接してきた。壊すのは水ミ無ナ月ヅキだって忍びないのだ。

　桜花サクラは震える唇を開く。

「……サ……イト、コ……サナイ……、コロサ、ナイト……」

「っ！」

　殺さないと。

　呪じゆ詛そのように桜花サクラが呟つぶやく言葉に気付き、水ミ無ナ月ヅキは歯は嚙がみしていた。

　それはプログラムを弄いじられた睦ム月ツキの口からも聞いた。ケルナーの悲劇と同じだ。《白びやく檀だん式しき》と同様に桜花サクラは設定を変えられたのだ。

「……わかった。おまえも俺が葬ほうむる」

　桜花サクラが衝動を抑えきれなくなったように突進する。

　逆手でコンバットナイフを握った幼女は跳躍し、水ミ無ナ月ヅキの首を狙って得え物ものを振り下ろす。

　水ミ無ナ月ヅキはわずかに下がってそれを躱かわし、回し蹴りをドレスに叩たたき込こんだ。観客席の手すりを越えて落ちていく桜色のツインテール。それを追って水ミ無ナ月ヅキも観客席から飛び出した。

　先にアリーナに着地を決めた桜花サクラがナイフを投とう擲てきする。それと、水ミ無ナ月ヅキが四連装拳銃を発砲するタイミングはまたもやぴったり同じだった。

　これは偶然ではない。

　桜花サクラに戦闘訓練を施したのは水ミ無ナ月ヅキだ。彼女は水ミ無ナ月ヅキの戦い方を完璧に『模倣』しているのだ。

　アサシンブレードとコンバットナイフが幾度もぶつかり、激しく火花を散らす。少年と幼女は互いの得え物ものを切り結んでは距離を取っていた。一定距離が開くと、両者は飛び道具を互いに繰り出す。狙う場所まで寸分違たがわなかった。

　鏡のように戦闘を展開してくる相手に、水ミ無ナ月ヅキは勝機を模索する。

　──戦闘スタイルも身体能力もほとんど差異がない。なら、俺と桜花サクラの違いは……？

　銃弾を放つ。桜花サクラもナイフを投とう擲てきしてきた。水ミ無ナ月ヅキは回避行動を取らずに、幼女へと駆ける。ナイフで少年の腕が裂け、人工血液が散った。

　普段とは違う水ミ無ナ月ヅキの行動パターンに、桜花サクラの動きが一瞬止まる。

　その隙に水ミ無ナ月ヅキは決定的な間合いに入っていた。水ミ無ナ月ヅキは幼女の左胸にアサシンブレードを突き出し、桜花サクラは少年の左胸にコンバットナイフを突き出す。

　明暗を分けるのはリーチの差。

　十六歳の少年と小学低学年の幼女では腕の長さが違う。

　結果、水ミ無ナ月ヅキのアサシンブレードは幼女のゼンマイを破壊し、桜花サクラのコンバットナイフは少年の胸板に刺さるもののゼンマイまでは届かない──はずだった。

「桜花サクラ……？」

　水ミ無ナ月ヅキはゼンマイを破壊した手応えを感じていた。アサシンブレードは幼女の胸を貫いている。

　しかし、コンバットナイフは水ミ無ナ月ヅキの胸に刺さらず、寸前で止まっていた。

　計算外のことに驚きよう愕がくする。

「何な故ぜだ？　何な故ぜ、俺の胸を刺さなかった……!?」

　力を失っていく桜花サクラを抱き留め、水ミ無ナ月ヅキは問う。

 ナイフが届かなかったのではない。桜花サクラは刺突を中途で止めたのだ。

　胸から人工血液を噴く幼女は応えなかった。動力源であるゼンマイを破壊された小さな身体からだは、直ちに強制終了に向かう。

　少年の腕の中で、桜花サクラはどこか安あん堵どした表情で目ま蓋ぶたを下ろした。

　水ミ無ナ月ヅキは呆ぼう然ぜんとしていた。

　思えば、桜花サクラは誰も殺していないのだ。

　五秒以内に試合を終えられる戦闘能力がありながら、生徒や観客を殺し損じることがあるだろうか。

　水ミ無ナ月ヅキの制止が間に合ったのは何な故ぜか。それは桜花サクラが人を殺すのを躊ちゆう躇ちよしたからではないのか。

　カノンは桜花サクラを「どんどん成長するオートマタ」だと言った。情報を蓄積し、その情報に基づいて最適な行動を選択するようになる、と。

　カノンと水ミ無ナ月ヅキに育てられた桜花サクラには、人を傷付けてはいけないという倫理観が記メ憶モ領リ域ーに刻み込まれている。虐殺するようプログラムで設定されても、それがいけないことだと彼女は理解するまでに至っていた。

　桜花サクラは虐殺のプログラムに自力で抗あらがっていたのだ。

「……くそ」

　完全に停止した桜花サクラを抱え、水ミ無ナ月ヅキは毒づく。

　まだまだ成長するはずだった桜花サクラ。彼女を手にかけざるを得なかった水ミ無ナ月ヅキの胸には、行き場のない怒りと悔しさが渦巻いていた。







　ジャキ、という音が一斉にして、水ミ無ナ月ヅキは顔を上げた。

　アリーナには少年を取り囲むようにして《ＨハーＷヴエー式しき》が数十体もいた。新公国軍の紋章を胸に飾ったオートマタは機関銃を持ち、水ミ無ナ月ヅキに銃口を向けている。

　そういえばスタッフが、桜花サクラを破壊するよう無線で依頼していたのを思い出した。

　怯おびえた様子のスタッフが《ＨハーＷヴエー式しき》の陰から言う。

「てっ、手を挙げてください。暴走オートマタを破壊します！」

「どこに目をつけてるんだ。暴走したこいつは今、俺が壊しただろうが」

　水ミ無ナ月ヅキは抱えていた桜花サクラをそっと床に下ろした。花の色をした長いツインテールがまるで手た向むけのようだった。

「暴走オートマタはもういない。《ＨハーＷヴエー式しき》を下がらせろ」

　水ミ無ナ月ヅキの言葉に、しかし、スタッフはさらに顔色を悪くした。《ＨハーＷヴエー式しき》の銃口も下りる気配がない。

「あの……あなたはオートマタ、ですか……？」

　恐る恐るスタッフはその質問を口にした。

　──さて、どうしたものか。

　水ミ無ナ月ヅキは自身を見た。桜花サクラとの戦闘で人工皮膚はところどころ裂け、神経ケーブルが覗いている。暗器も見られていることだし、言い逃れはできないだろう。

　ここで水ミ無ナ月ヅキが暴れれば、所有者マスターのカノンが罪に問われてしまう。

　そこまで考え、水ミ無ナ月ヅキは目でカノンの姿を捜した。ところが、アリーナにいたはずの白銀はどこにも見当たらない。

「おい、カノンはどうした？　ハイデン高等学院のチームリーダーだ。どこへ行った？」

　水ミ無ナ月ヅキが一歩、スタッフに踏み出すと、「止まってください！」と叫ばれる。

「ハイデン高等学院の生徒は危険なオートマタを製作したとして取り調べ中です！　同校の男子生徒が虐殺オートマタであるとの情報もあります」

「取り調べだと……？」

　水ミ無ナ月ヅキの脳裏にハウエルズが思い浮かんだ。

　ケルナーの悲劇のときと同じようにプログラムを改変させたのも、水ミ無ナ月ヅキの正体に言及したのも、ハウエルズにしか成し得ないことだ。

　──カノン。

　水ミ無ナ月ヅキは拳を握り締めた。

　すべてはハウエルズの策略のうちなのだ。ここで水ミ無ナ月ヅキが《ＨハーＷヴエー式しき》に拘束されれば、誰がカノンを救たすけるのか。

　少年は周囲を確認する。

　ぐるりと全方位を囲む《ＨハーＷヴエー式しき》。さらに二階の観客席にも軍事用オートマタが配置され、狙撃銃を構えている。

　──敵は五十体……さすがに分ぶが悪い、か。

　ハウエルズが指示をしているからだろう。生徒の暴走オートマタ相手に軍事用オートマタ五十体はやりすぎである。

　水ミ無ナ月ヅキでもこの数を相手にすれば、無事では済まない。

「両手を挙げてください。あなたがオートマタかどうか、首筋を確認します」

　スタッフはまだ水ミ無ナ月ヅキがオートマタか確証が持てないらしい。

　これだけ人間らしい仕草をして、会話まで成立するオートマタは《白びやく檀だん式しき》以外にない。間違えて人間を撃ち殺したら大問題なので、慎重にもなる。

　だが、首筋を確認されてしまえばそれも終わりだ。髪に隠れているだけで、水ミ無ナ月ヅキにもオートマタの証あかし、所有者認識チップの挿入口は存在する。

　水ミ無ナ月ヅキはこの状況をどう切り抜けるか思案し、

　カランカラン、と。

　上から何かが降ってきて少年の足元に転がった。

「っ!?」

　それはつぶつぶラズベリーソーダの空き缶だった。

　水ミ無ナ月ヅキは瞬時に頭上を見る。そこには梁はりが剝むき出だしになったホールの天井があるだけだ。二階にはまだ観客が大勢いて、事の次第を見守っている。誰かが缶を投げつけたとしてもおかしくはない。

　けれど、顔を前に戻した水ミ無ナ月ヅキは不敵な表情になっていた。

「俺たちがコンテストに出たのは、この一点を伝えるためだ。──世界は、おまえらは全員、騙だまされている」

　水ミ無ナ月ヅキは手に付着している自身の人工血液を制服で丹念に拭う。カノンに見られたら怒られそうだが、ハンカチの持ち合わせがないのだ。やむを得まい。

　スタッフも、出場生徒も、観客も、絡から繰くり少年を注視している。

　何千何万といる人々に向けて、水ミ無ナ月ヅキは声を張り上げた。

「白びやく檀だん春はる海みもカノン＝ザンデルホルツも虐殺技師では断じてないっ！　俺は抗議する！」

　叫ぶなり、少年は天へ手を掲げる。

「来い、リタ!!」

　刹せつ那な、水ミ無ナ月ヅキの頭上に紅くれないが咲いた。

　瞬間移動したように宙に忽こつ然ぜんと現れたのは、大輪の真紅の薔ば薇ら──もとい、長い紅髪をはためかせた美貌の吸血鬼王女。

　吸血鬼の出現に観客席がどよめいた。

「ミナヅキ！」

　天井から降ってきて〈霧ネー化ベル〉を解除したリタは水ミ無ナ月ヅキに手を伸ばす。二人の手が固く握られた。

　驚きよう愕がくしているスタッフに水ミ無ナ月ヅキは流し目をくれる。

「じゃあな。俺はまだ捕まるわけにはいかないんだ」

　言い終えるや否いなや、真紅を抱いた漆黒の少年はふっとかき消えた。

　一瞬後、会場はひっくり返したような騒ぎに包まれた。







「驚いたな、さっきのが〈霧ネー化ベル〉か」

《ＨハーＷヴエー式しき》の包囲網をリタの〈霧ネー化ベル〉で一緒に抜け、水ミ無ナ月ヅキは関係者以外立ち入り禁止区間の廊下を駆け足で進んでいた。

　目的地はカノンの取り調べが行われている部屋である。場所など知る由よしもないので、しらみ潰しにドアを開けていくしかない。

「ええ、そうよ。十秒間だけ自分と自分の身に着けているものを霧にする魔術」

「俺はリタの持ちものと認識されたわけか」

　持っている武器ごと〈霧ネー化ベル〉できるのだから、オートマタの水ミ無ナ月ヅキと手を繫つないでいても同じことができる。

　空き缶で天井にリタがいると気付き、水ミ無ナ月ヅキは手の人工血液を拭ったのだ。水銀入りの人工血液がリタに付着しては、肝心の〈霧ネー化ベル〉ができない。

　水ミ無ナ月ヅキは〈霧ネー化ベル〉したときの奇妙な浮遊感を思い出して難しい顔になった。

　リタは空振りのドアを閉めつつ、水ミ無ナ月ヅキにちらりと視線を注ぐ。

「わたくしのものと見み做なされたのは不満だったかしら」

「いや、貴重な経験だった。〈霧ネー化ベル〉って、ああいう感覚なんだな。慣れるといいんだが」

　慣れる？　とリタが不思議そうになる。

「リタ、俺はハウエルズとの一件が片付いたら、吸血鬼になる」

　紅あかい少女が息を吞のんだ。

「ハウエルズがいなくなれば、また人間と吸血鬼は共存できるんだろ。平和になったヘルヴァイツに対吸血鬼戦闘用オートマタは必要ない。この身体からだの役目は終えたんだ」

　吸血鬼と戦争をする時代は終わった。

　かつて『敵』だったリタと共に過ごし、こうして共闘までして水ミ無ナ月ヅキはそれを実感した。

　対吸血鬼戦闘用オートマタとして生きることにもう意義はない。

　リタは水ミ無ナ月ヅキを見て微ほほ笑えむ。

「よく決断したわね、ミナヅキ。わたくしは賛成よ」

「それで、吸血鬼に戻ったら俺はカノンと結婚する」

　ドカン、と何かが衝突する音がした。見ると、リタがドアに頭をぶつけている。

「大丈夫か、リタ？」

「大丈夫じゃないわよ！　よくも決断したわね、ミナヅキ。わたくしは反対よ！」

　どっちなんだ、と水ミ無ナ月ヅキは思った。

　おでこを赤くしたリタは絡から繰くり少年を涙目で睨にらむ。

「おかしいと思ったわ。ミナヅキがなんだか学習してるんだもの！」

「まるで俺に学習能力がなかったみたいな口ぶりだな……」

「なかったわよ！　自分のこれまでの言動を思い返してみなさいよ！」

　目を吊つり上あげて地団太を踏むリタ。水ミ無ナ月ヅキは釘くぎを刺す。

「リタ、一応ここは敵地なんだが」

　紅あかい少女はわかりやすく仏ぶつ頂ちよう面づらになった。

「……わたくしがいない間にカノンと何があったのか知らないけど、まだ負けたと決まったわけじゃないわ」

　大粒のルビーを思わせる瞳が蠱こ惑わく的てきな光を放つ。

　豊かな肢体を寄せたリタは水ミ無ナ月ヅキの顔に手を添えた。艶つややかな唇で囁ささやく。

「早くヴァンパイアに戻りなさい、ミナヅキ。そうしたら、わたくしの魅力に嫌でも気付かせてあげるわ」

　撫なでられる頰。少女の細い指になぞられ、ぞくりとした感覚が少年の背筋に走った。

　リタは水ミ無ナ月ヅキから離れると、波打つ髪を翻ひるがえして先へ行ってしまう。少しの間、呆あつ気けに取とられていた水ミ無ナ月ヅキは、急いでその後を追った。

　やがて廊下の角を曲がったとき、二人は息を吞のむ。

　床に転がる白衣。小麦色の頭には嫌というほど見覚えがあった。

「ユーリ!?」

　水ミ無ナ月ヅキとリタは駆け寄る。

　ユーリは一般通路で《ＨハーＷヴエー式しき》の暴走を演出するための仕込みをしていたはずだ。それが何な故ぜ、ここにいるのか。

　水ミ無ナ月ヅキが抱き起こすと、白衣の胸は人工血液で真っ赤に染まっていた。ゼンマイを撃ち抜かれている。開いたままのエメラルドの瞳に光はない。

「そんな……待ちなさいよ。わたくしたちの計画が全部、台無しじゃない！」

　リタが呆ぼう然ぜんとする横で、水ミ無ナ月ヅキはぎり、と歯は嚙がみしていた。
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　時は少し遡さかのぼる。

　水ミ無ナ月ヅキが桜花サクラを止めるため戦っている最中。

　カノンは呆ぼう然ぜんとアリーナの床に座り込んでいた。背後にある観客席からは「虐殺」という言葉が飛び交っている。

「ハイデン高等学院のチームリーダー、カノン＝ザンデルホルツさんですね」

　不意に二人のスタッフがカノンの傍そばに立った。

「あなたが製作したオートマタについてお話を伺いたいので、ご同行願えますか」

　言葉では伺いを立てていたが、スタッフの口調は有無を言わせない強制力を帯びていた。

　カノンは腕を摑つかまれ、立たされる。スタッフに両脇を固められ、白銀の少女はアリーナを後にした。

　どこをどう歩かされたのか、放心していた少女に記憶はない。

　カノンは机とイスがあるだけの殺風景な小部屋に入れられた。促されるままイスに座ったカノンは力なく俯うつむく。ドア付近に立ったスタッフは告げた。

「コンテスト運営本部の者が来ますので、少々お待ちください」

　まもなくノックがなされ、スタッフがドアを開けた。瞬間、「あっ」と息を吞のむ。

「ハウエルズ大将!?」

　カノンが身体からだを震わせた。

　人を寄せつけない冷徹な空気を纏まとった壮年の男はスタッフを一いち瞥べつし、後ろにいる白銀の少女に目を留めた。俯うつむいたカノンの横顔は長い髪に隠れて見えない。

「ご苦労。彼女の聞き取りは私がする」

「えっ、大将がですか!?」

　驚くスタッフたちに、ハウエルズは猛もう禽きんのように鋭い眼光を注ぐ。

「キミたちは持ち場に戻りたまえ。今、客席は暴走オートマタのせいで非常に混乱している。人手はいくらあっても足りない状況だ」

　はい、と背筋を伸ばして返事をしたスタッフは走り去っていく。

　その場には男と少女だけが残された。

　ハウエルズは部屋を施せ錠じようする。ステッキを鳴らしてカノンの正面に座った男は、口を開いた。

「何か私に申し開きすることはあるかね」

「……ご大層な階級になったんですね」

　カノンは自身の膝を見つめたまま言った。

　ハウエルズが大将というのは初耳だった。新公国軍でオートマタを作っている以上、何らかの階級に収まっているとは思っていたけれど。大将とは、国軍のトップである元帥を除けば、最上位の階級だ。

「新公国軍の主戦力は軍事用オートマタだ。それを統すべるのは私なのだから、大将の階級は相応と言えるだろう」

　それより、とハウエルズは口元を緩めた。

「母親と同じ虐殺技師になった気分はどうかね？」

　カノンは目を上げた。少女の憤ふん怒ぬのすべてを込めて男を睨にらむ。

「虐殺技師はあなたでしょう、ハウエルズさん」

　桜花サクラを狂わせた指示書はハウエルズが作成したものだとカノンは確信していた。

　歴史の教師であるマイヤーが指示書を作れるとは思えない。高校のオートマタ工学の教師でも無理だろう。

　波ハー動モニ歯ー・車ギアを読み解ける技師はまずいないのだ。

　高校の教師たちはカノンの設計図を頭ごなしに否定するだけだった。仮にも技師の卵であるディンケルが暴走させる指示書と気付かなかったのは、波ハー動モニ歯ー・車ギアが使われているからだ。

「先生やわたしの同級生を利用してオートマタを弄いじらせるなんて、あなたはどこまで卑劣なんですか」

「キミの設計図はハルミと同じ文法で組まれている。かつて、私はハルミのオートマタを弄いじって暴走させたことがあってだね」

「ケルナーの悲劇をここで再び起こそうとしたんですか」

「母娘おやこで虐殺技師とはお誂あつらえ向むきだろう」

「人殺しっ！」

　両目に涙を溜ためてカノンは叫んだ。

　小部屋に少女の糾弾が響く。対面に座るハウエルズは、スーツの肩を小刻みに揺らしていた。

「ミス・ビャクダン、それで私を罵ったつもりなのかね」

　カノンの渾こん身しんの非難にも男は愉快そうに笑っていた。

　男の凪ないだ瞳が少女に向けられる。

「物事を成すのに犠牲はつきものなのだよ。特に、平和という大だい事じを成すには」

「だからって、あなたは何の罪もない人間を殺すのですか!?　コンテストを見に来ていた人たちを、わたしを虐殺技師に仕立てるためだけに!?」

「成じよう就じゆされる大願に比べれば、犠牲者の数など些さ末まつなことだ」

「──」

　表情を変えることなく平然と言い放ったハウエルズに、カノンは絶句した。

「そもそも私がこうまでしたのは、誰のせいかね？　キミが私に逆らったからだろう」

　男の声こわ音ねには、いたぶるような響きがあった。

「キミが私の厚意を受け入れ、大人しく婚姻届にサインをしていれば、キミのオートマタを弄いじる必要はなかった。キミのせいで犠牲は生まれたのだ」

　カノンには返す言葉がない。

　彼の言うことは、もっともらしい事実のように思われたからだ。

　ハウエルズは少女の心をへし折るべく畳みかける。

「すべてキミが悪い。私に逆らったキミたち母娘おやこが、虐殺の引き金を引いたのだよ」

　白銀の少女は深く俯うつむいた。

　それを眺め、ハウエルズは席を立つ。

「コンテストで優勝して私から逃れる算段だったようだが、無駄なことだ。虐殺技師となったキミを支援する企業は未み来らい永えい劫ごう、一つもない」

　カノンの傍そばまで来たハウエルズは手を伸ばす。冷ややかな手が少女の頤おとがいを捕らえた。

「大公家と話もついている。キミを貰もらいたいと言ったら大公は諸もろ手てを上げて喜んでいたよ。よほど虐ぎやく殺さつ妃ひとは縁を切りたかったらしい」

　持ち上げた少女の顔は涙で濡ぬれていた。

　ハウエルズは藍色の瞳を見下ろし、嗤わらう。

「キミは私に飼われるしかないのだよ、ハルミの娘」




　コンコン、とノックがした。




　ハウエルズが眉をひそめ、ドアを見る。覗のぞき窓まどのないドアは誰が来たのかもわからない。

　男はカノンから手を離すと、ドアを開けた。

「誰かね？　この部屋は使用中──」

「コーヒーをお持ちしました～」

　トレーを持った白衣の少女がナチュラルに入って来ようとして、ハウエルズは即座にドアを閉めた。

　途端にガッと少女の足が挟まり、ドアは止まる。その隙間からユーリは叫んだ。

「シャチョー、コーヒーですよっ。来客があったらコーヒーを淹いれて出すよう言ったのはシャチョーじゃないですか！」

「それは社内の応接室での話だ。今そんなものはいらん！」

「でも、お話が長くなりそうでしたので、お飲み物は必要かと思います！」

「なら、コーヒーだけ受け取ってやる。トレーを置いて失うせろ……！」

　ドアを閉めようとするハウエルズと、こじ開けようとするユーリ。

　対吸血鬼戦闘用オートマタの膂りよ力りよくに敵かなうはずもなく、ハウエルズは諦あきらめた。室内に侵入してきたユーリを険しい顔つきで見み遣やる。

「裏切り者が。よくもぬけぬけと私の前に姿を現せたものだ」

　ユーリは湯気の立つコーヒーを机に置いている。その白衣の背にハウエルズは刺とげ々とげしい声を投げた。

　カノンはハウエルズをキッと睨にらむ。

「そんな言い方やめてください。ユーリさんはあなたのためを思って……！」

「いいんですよ、カノンちゃん。裏切ったと言われてもおかしくないことをあたしはしたんですから」

　カノンを制したユーリはハウエルズを振り返った。

「シャチョー、カノンちゃんのコンテストを妨害して計画通りだと思っているかもしれませんが、あたしたちの策はそれだけじゃありません。シャチョーの破滅は覆くつがえっていないんですよ」

　男は目を細める。

「何をやったと言うのかね」

「先程、あたしが改造した《ＨハーＷヴエー式しき》が暴走を始めました。あたしの声紋以外の強オ制ー命ダ令ーは受けつけません。会場にいる人々は軍事用オートマタが信用に足るものではないと知るでしょう」

[image: ]

　座ったままのカノンはユーリを見上げた。

　当初の予定では、《ＨハーＷヴエー式しき》の暴走は桜花サクラが人工頭脳を暴いた後に行われるはずだった。不測の事態が起きたので、ユーリが機転を利きかせて前倒ししたのだろう。

「暴走した軍事用オートマタを制圧するのは、なんといなくなったはずの吸血鬼部隊です。会場内には既に、リタ嬢率いる《赤の乙女部隊スカーレツト・メイデン》が突入しています。はったりではありませんよ。疑うならコンテスト運営本部にでも問い合わせてみてください。吸血鬼の出現にきっと運営側は泡を食っていますから」

　ハウエルズはつまらなさそうに腕を組んだ。

「それだけかね？」

「シャチョー、想像してみてください。これは大変な事態ですよ。吸血鬼部隊が《ＨハーＷヴエー式しき》を倒す。それだけで軍事用オートマタの信用はガタ落ちです。吸血鬼より弱いという致命的な事実が露呈するんですよ？」

　それは《ＨハーＷヴエー式しき》の存在意義を脅おびやかすと言っても過言ではない。

「さらにリタ嬢たちは《ＨハーＷヴエー式しき》の人工頭脳の中身まで暴きます。あれを見られたら、シャチョーのオートマタは問題視されますよ。脆ぜい弱じやく性せいと非人道的のダブルでシャチョーへの非難が殺到します」

　ユーリの真剣な表情を眺めていたハウエルズは、やがて首を振った。

「非人道的？　イエッセル条約が破棄された今、吸血鬼は人と認められない。人権を騒ぎ出す連中もいるだろうが、そんなものは情報統制で何とでもなる」

　それから男はカノンに視線を据える。

「脆ぜい弱じやく性せいはすぐに解消することだ。もう私はハルミの娘を手にしている。ハルミの娘の技術を使えば、最強のオートマタは誕生するのだ」

　ハウエルズは白々しくもカノンに微ほほ笑えみかける。

「運営本部のモニターでキミの試合をずっと見ていたよ。あの戦闘用オートマタは素晴らしい出来だった。暴走しなければ、優勝は間違いなくキミだっただろう」

「……戦闘用オートマタじゃありません。家庭用オートマタです」

「どちらでもいい。早速、キミに仕事がある。ついて来たまえ」

　ステッキを手にしたハウエルズが部屋を出て行こうとしたとき、

「いい加減にしてください!!」

　ユーリが怒鳴った。

　白衣の少女は男の背に飛びつく。ハウエルズの足が止まった。

「なんでわかってくれないんですか……！　このままだとシャチョーの命が危ないからあたしは言ってるんです！」

　ユーリは夢中で男の首にしがみついていた。触れた部分が熱い。七年も一緒にいたのに、直じかに彼の体温を感じたのは初めてだった。

「ローゼンベルク王はシャチョーの暗殺を計画していました。それくらい怒っているんです。吸血鬼王が動いたら、《ＨハーＷヴエー式しき》がいくら束になっても敵かないません。あたしがいても無理です。シャチョーは殺されちゃいます……！」

　ユーリがローゼンベルク王に跪ひざまずいてまで乞うたこと。

　それはハウエルズの生命の保証だった。

　捕まった吸血鬼を解放するから。吸血鬼がまた平和に暮らせるようにするから。ハウエルズにはしかるべき罪を負わせるから。

　ユーリたちがそれらに砕身することで、ハウエルズの暗殺だけは踏ふみ止とどまってもらったのだ。

　それをここで覆くつがえされたら、ユーリの願いは聞き届けられない。

「もう終わりにしましょう。シャチョーはよく頑張りました。たった一人で国をここまで変えるなんて、シャチョー以外にはできませんでしたよ。あたしはあなたに仕えられたことを誇りに思ってるんです」

　ユーリは小さな手でそっと彼の頭を抱き締める。

「でも、如何いかんせんシャチョーがやってきたことは復ふく讐しゆうなんです。誰も何も救われない復ふく讐しゆうなんですよ……！　潮時でしょう。復ふく讐しゆうではなくて、もっと近くを、未来を見てくれませんか。あたしは、シャチョーに幸せになってほしいんです」

　ああ、甘いな、とユーリは自分で思ってしまった。

　ここで決着をつけるなら暗器を使うべきだったのだ。傷付けずとも男を鎖で雁がん字じ搦がらめにしておくことはできる。

　でも、ユーリは彼に暗器を向けられなかった。

　少女の想おもいがそれを拒んだのだ。

「……ユーリ」

　ハウエルズが少女を呼ぶ。

「はい、シャチョー」

「邪魔だ」

　銃が啼ないた。

　残響が室内に木こ霊だまする。一瞬遅れてカノンが悲鳴を上げた。

　ハウエルズはステッキの仕込み銃でユーリのゼンマイを撃ち抜いていた。動力源を破壊されたオートマタはすぐに終了状態へ向かう。ユーリは腕力を維持できずに、ずるりと男の背から滑り落ちていた。

「ユーリさん！」

　カノンが駆け寄る。床に倒れたユーリはエメラルドの瞳を向けた。

「……カノ……ちゃん、……」

　ユーリは泣き出しそうな、苦笑したような表情をしていた。

　それっきり白衣の少女は動きを止める。カノンの口から震える吐息が洩もれた。

「……そんな……あなたはっ、あなたは自分が何をしたかわかって……！」

　衝動のまま男へ叫んだカノンは、銃口と対面して口を噤つぐんだ。

　ハウエルズはカノンの額に銃を突きつけていた。

「私と来たまえ。それとも、ハルミと同じ運命を辿たどりたいかね」

　秘書として長く使っていたユーリを撃ち壊しても、男は微み塵じんも動揺していなかった。感情のない双そう眸ぼうがカノンを見下ろしている。

　動けない少女の腕をハウエルズが摑つかんだ。立たされる。

　男に連れられるまま、カノンはコーヒーが芳かんばしいその部屋を後にした。







　ハウエルズと共に、カノンは厳重にロックがかかっている部屋に入った。

　足を踏み入れた途端、オイルの臭においが鼻び腔こうを満たし、少女は眉を寄せる。

「ここは……？」

「キミに調整させるためにこの部屋を用意した」

　そこは教室ほどの広さだった。中央には作業台が置かれていて、その上には岩のように巨大な軍事用オートマタ《ＨハーＷヴエー式しき》が一体、載っている。

　作業台の周囲にはドライバーやピンセットといった工具、無数の歯車、神経ケーブルや人工筋肉といった様々な部品パーツが置かれていた。オートマタ製作に必要な道具が一式揃そろっている。

「その《ＨハーＷヴエー式しき》は特別性だ」

　ハウエルズは作業台を示して言った。

「軍事用オートマタ《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機第一号フアースト。他の軍事用オートマタを指揮命令し、自身も最新鋭の性能を備えている。詳しくはそこの仕様書を読みたまえ」

　作業台の脇に置かれたサイドテーブル。そこにある仕様書にカノンの目が留まったのを確認して、ハウエルズは続ける。

「コンテストの優勝者との試合で、私はその新しい《ＨハーＷヴエー式しき》を発表する。平和な世界を実現できる最強のオートマタとして、それは脚光を浴びるだろう」

「平和な世界、ですか……」

「キミもそれに貢献するのだよ。そのファーストを《白びやく檀だん式しき》以上の性能にしたまえ」

「……」

　カノンは俯うつむいた。

　男は少女を覗のぞき込こむ。

「キミの技術ならできるはずだ。コンテストに出ていたキミのオートマタは生体の脳がないにもかかわらず学習をしていた。正常に動かないはずのミナヅキはキミの手によって生まれ変わった。キミが歯車を調整すれば、自ら考え、学習し、無限に成長するオートマタができる！　そうなのだろう？」

　男の妄もう執しゆうのこもった視線がカノンに絡からみつく。少女は喘あえぐように口を開いた。

「わた、しは……」

「私のためにその技術を使いたまえ。それがキミにとって唯一の道だ。私はキミに選択肢を与えるつもりはない」

　コンテストの優勝を逃し、虐殺技師の汚名を負った少女に救いはない。

　ユーリは壊され、水ミ無ナ月ヅキもオートマタだと大勢の人に知られてしまった。

　大公家の庇ひ護ごはあと数日でなくなり、少女のすべてはハウエルズに委ゆだねられる。

　ハウエルズはカノンを見下ろし、冷酷に告げた。

「キミの反抗は終わりだ。大人になりたまえ」

　少女の瞳に翳かげが落ちた。

　生気を失った顔でカノンは立ち尽くす。少女に涙はなかった。寂せき寞ばくとした砂漠のように、少女はその心を涸からしていた。

　やがて彼女の口から力ない返事が一つ、洩もれる。

「…………はい」

　哀愁を漂わせ、カノンは作業台へ向かう。

　従順な少女をハウエルズは壁にもたれて観察していた。

「作業の監視はさせてもらう。破壊されたり、暴走させられては敵かなわない。私だってハルミの歯車を読み解くくらいはできる。勝手な真ま似ねはできないと心得たまえ」

　カノンは仕様書に目を通し、《ＨハーＷヴエー式しき》の胸板を開けるべく手を伸ばす。

　その薬指に嵌はまる指輪を目にして、ハウエルズは一瞬、顔をひどく歪ゆがめていた。少女の左手を摑つかむ。

「こんな玩おも具ちやは外したまえ」

　カノンがはっとしたときには、既に指輪は抜き取られていた。

「いやっ、返してください……！」

　仕様書を放り出し、カノンはハウエルズに縋すがる。男は邪険に少女を払い、スーツの内ポケットに指輪をしまい込んだ。

「早くファーストを調整するがいい。期限は夕刻までだ」

　ステッキの銃口を向けられ、カノンは仕方なく作業に戻った。

　指輪を失った手がオートマタの胸板を開く。

　歯車を組み始めた少女をハウエルズは昏くらい瞳でじっと見つめていた。
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　歯車の組み方はよく文法に例えられる。

　一つ一つの歯車を単語として、それを集めて作られた一連の歯車機構が文章だ。

　オートマタの内部にはたくさんの文章が入る。肩を回す文章、腕を持ち上げる文章、手指を動かす文章……。

　どれだけの文章をどれだけの密度でオートマタの内部に入れられるかは、技師の技量に左右される。

　情感豊かな技師になると、歯車機構を見ただけでそこに物語を見み出いだす……らしい。

　らしい、と言うのは、ハウエルズ自身は物語を見たことなどなかったが、一いち目もく置いている大学の後輩がそういうタイプだったからだ。

「エリック先輩、フェーエンベルガー教授の学会発表で使われていた試作品のオートマタ、先輩が歯車を組みましたよね？　わたしにはすぐわかりましたよ」

　学会発表の帰り道。他大学との懇親会を断り、一人帰途についていたハウエルズに話しかけてきたのは件くだんの後輩だった。

　ハルミ＝ビャクダン。

　二十二歳ながら彼女は天才技師と呼び声が高い。彼女の歯車を組む技術はハウエルズも文句なく認めていた。

「エリック先輩の組む歯車はすごく合理的な超古代兵器なんですよね。失われた文明に眠っていたオーパーツ。神殺しの最終兵器。世界すら滅ぼせる威力を持った古代兵器を、人は残念ながら持て余してしまいます。かつて栄華を極めた一つの文明を滅ぼしたのも、その兵器のせいなんです。人々はその兵器を縛って使おうとしますが、ことごとく失敗してしまうんですよね。悪いのは兵器なのか、それとも人類なのか。難しい問題ですよね」

　艶つやのある長い黒髪を揺らし、ハルミは隣を歩いている。その表情は歯車機構を思い出しているのか、どこかうっとりとしていた。

「……キミが何を言っているのかよくわからないのはいつものことなのだが、」

　彼女が天才と称される理由はこういうところだろう、と思う。ハルミには何か別次元のものが見えているのだ。

「教授にも困ったものだ。学生にオートマタを作らせて、手柄は自分が取るのだから」

「博士課程の学生は教授の補佐にこき使われてますもんねえ」

　そう修士課程のハルミは苦笑する。

　研究室でいつも見る白衣とは違い、ハルミは女性らしい暖色のコートを着ていた。それを横目で見てハウエルズは切り出す。

「それで、本題は何かね？　修士卒業制作の設計図を講評してもらいたいのかね？」

　うわあ、とハルミが大おお袈げ裟さに驚いた。

「先輩は読心術でもあるんですか？　よくわかりましたね」

「キミが話しかけてくるのは大概そんな用件だろう」

「ええ……だって、エリック先輩だけなんですよ。わたしの設計図に真面目にコメント返してくれる人って」

　ハルミが困ったような笑顔を向けてくる。ハウエルズは雪ばかりの街並みに目を遣った。

「キミは日本語でものを考えているからな」

　歯車は文法だ。

　ヘルヴァイツの公用語であるドイツ語とハルミが十五歳まで使っていた日本語とでは、文法がまるで違う。使用されている文字すら違うのだ。

　日本語の文法を下地に独自の組み方を体系立てたハルミの設計図は、教授でも理解不能な代物になっていた。

　かく言うハウエルズも日本語がわかるわけではない。ハルミと根気よく議論を重ねるうちに、なんとなく設計図の意図を読み解けるくらいにはなった、という程度である。

「いっそのことキミが他の日本人オートマタ技師を育成すれば……」

　言いかけたハウエルズは、すぐにそれが失言だったと気付いた。

「失礼。もう日本人はいないんだったな」

　世界中で同時多発的に起こった吸血鬼の侵略。ハルミの故郷である日本国は、一年前に吸血鬼の支配下に置かれ、極きよく東とう国こくと名称を改めていた。

　日本が吸血鬼に占領されたと報じられたとき、ハルミが「……わたしには平和を願うことしかできないです」とただ一言零こぼしたのが印象に残っている。淡々と歯車を組みながら、伏せられた藍色の瞳にそのときどんな物語が映っていたのか、ハウエルズには知る由よしもない。

　まだハウエルズは故郷を失う気持ちを知らなかった。

　気まずくなって黙り込んだ男に、ハルミは一ひと際きわ明るい声を出す。

「というわけで、わたしの修士卒業制作の設計図を見ていただけないですか？　これで最後にしますから」

「最後にする必要はない。いつでもキミの設計図は見よう」

「いいえ、最後なんですよ。少なくとも先輩に見せるのは最後です。わたし、博士課程には進みませんから」

　寝耳に水だった。

「何な故ぜだね？　キミほどの技師が修士で止まるのは惜しいと思うのだが」

　ハルミは少し逡しゆん巡じゆんしていた。

　やがて「まだ大学のみんなには内緒ですよ」と照れくさそうに言って、コートのポケットに入れていた右手を出す。

　その薬指にはダイヤモンドの輝く指輪が嵌はまっていた。

「わたし、来年、結婚するんですよ」
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「……終わりました」

　カノンが静かに告げ、工具を台に戻した。

　イエッセルホールの関係者以外立ち入り禁止区域に用意された作業部屋。

　高校生とは思えない凄すさまじい集中力でカノンは《ＨハーＷヴエー式しき》の調整を終えた。時間にして四時間ほど。休憩することなく一心に作業に励んだ少女の額には汗が光っている。

　ハウエルズはその作業をつぶさに観察していた。

　春はる海みの設計図は見ていたが、実際に歯車を組むところをしっかり見たことはなかった。

　自分の書いた標準ドイツ語の隙間に、カノンは春はる海みと同じ日本語で流麗に文章を書き連ねていく。難解で理解の及ばない文章を男は精一杯追い、気が付けばメモまで取っていた。

　完成した《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機第一号フアーストの内部には、畏怖すら感じさせる緻密な歯車機構が詰め込まれていた。

　見ればわかる。

　これが自分の目指したオートマタなのだと。

「胸板を閉じたまえ。テスト起動する」

　逸はやる心を抑えてハウエルズは少女に命じる。

　言われるがままカノンは胸板を閉じた。ドライバーでネジを留める。

　ハウエルズはオートマタの巨体を見下ろし、一つ深呼吸をした。緊張を漲みなぎらせた声で告げる。

「──《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機第一号フアースト、起動せよ」

　作業台に横たわっていた機械人形、そのヘルメットに二つの光が灯ともった。

　正常に起動命令ウエイクアツプが行われた証あかしである。

　流線形のフォルムをした大隊長機は滑らかな動作で身体からだを起こすと、直立した。所有者マスターであるハウエルズに敬礼する。

『新公国軍軍事用オートマタ《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機第一号フアースト、正常ニ起動シマシタ。情報更新アツプデートガ行ワレテイマス。司令官ノ作戦指示ヲ待機中デス』

　抑揚の乏しい機械音声。現状、何も異常は見られない。

「オーダー、ファースト。これからおまえのテストを開始する。私について来い」

『了解イエツサー』

　新生《ＨハーＷヴエー式しき》を連れたハウエルズは部屋を出て行こうとして、

「待ってください、指輪を返して……！」

　カノンがハウエルズのスーツにしがみついた。男は冷たく少女を見下ろす。

「いつまでオートマタ相手にままごと遊びをするのかね」

「ままごと遊びじゃないです。水ミ無ナ月ヅキは本気で結婚しようって……！」

　ふっとハウエルズは鼻を鳴らしていた。

「キミが強オ制ー命ダ令ーして言わせたんだろう」

「違いますっ！」

「《白びやく檀だん式しき》は愛情に飢えた子供にはぴったりの玩おも具ちやだ。仕込めば、綺き麗れいな顔で甘い言葉を囁ささやいてくれる。まるで人格があるかのように」

　ハウエルズは厳格な表情で《ＨハーＷヴエー式しき》を指さした。

「キミも技師ならよく見たまえ。一皮剝むけば、こいつらは鉄てつ屑くずの塊だ。人格などない！」

　カノンがはっと瞠どう目もくした。

　あ、と小さな声が少女の口から洩もれる。

　指をさされたファーストは黙したまま動かない。ハウエルズは冷徹に言う。

「人間の見み目めをした、ただの道具に感情移入するのはやめたまえ。これは量産し、使い捨てるべきモノだ。オートマタを愛めでるなど愚行と知るがいい」

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむカノン。スーツを摑つかむ少女の手をハウエルズは乱暴に振り払った。

「きゃっ」

　小さく悲鳴を上げてカノンは尻もちをつく。ハウエルズは出口へ向かった。

「コンテストが終わるまでそこで大人しくしていたまえ」

　嫌っ、とカノンは立ち上がる。しかし、少女の目前でドアは閉じられた。外で錠をかける音がする。

「やだっ！　出して、出してください……！」

　ドンドンと叩たたかれるドア。それを一いち瞥べつしたハウエルズはファーストを連れてその場を離れた。







　爆発音が轟とどろく。

　分厚い装甲が吹っ飛び、破壊された部品パーツが悲鳴じみた音を立てて辺りに散乱した。頭蓋や胴体に穴を開けた機械人形は仲間の機体の上に倒れていく。無情な強制終了。それは一方的な虐殺といってもおかしくない光景だった。

　その中、ただ一機。

　背に機械の翼を携えたオートマタが、手から生えたレイピアを神速で突き出す。

　貫かれた《ＨハーＷヴエー式しき》が閃せん光こうに包まれた。刹せつ那なの後、それは四散する。あらかじめ機体に入っている自己破壊システムが作動し、爆発したのだ。

　歯車機構や吸血鬼の脳といった機密を秘匿するために、ハウエルズが《ＨハーＷヴエー式しき》に組み込んでいる爆弾。それを利用して、カノンが調整した《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機第一号フアーストはたった一撃で《ＨハーＷヴエー式しき》を破壊する術すべを習得していた。

「素晴らしい学習能力だ。戦えば戦うほど強くなる」

　金属部品やオイルの焦げる異臭が漂う中、ハウエルズはファーストの戦いぶりを見て満足そうに呟つぶやいた。

　作業部屋を出てすぐコンテストの運営本部に戻ったハウエルズを待ち受けていたのは、《ＨハーＷヴエー式しき》暴走に対する新公国軍元帥からの猛烈な非難だった。

　最強を選ぶコンテストには、新公国軍の長である元帥もゲストとして招いている。共和国時代には吸血鬼に軍を牛耳られて面白くなかった軍幹部の彼は、ハウエルズの軍事用オートマタ導入案に激しく賛同し、その功績で元帥というポストも手に入れた。《ＨハーＷヴエー式しき》に不備があったら槍やり玉だまに挙げられる立場なので、必死にもなる。

　軍人らしい恰かつ幅ぷくのよい体たい軀くに、煌きらびやかな徽き章しようの連なる軍服。髭ひげ面づらの野蛮な風貌をした男は、軍刀に手をかけんばかりの剣けん吞のんさでハウエルズに詰め寄った。

　それをはぐらかし、暴走した機体を破壊してくると言って運営本部を出たのが数刻前。

　ハウエルズは暴走した《ＨハーＷヴエー式しき》を集めた広間で、テストを兼ねてファーストに戦闘をさせた。

　結果は、想像以上のものだった。

　最新の人工筋肉によるパワーとスピード。全方位カメラで死角はなく、神経ケーブルの配置を工夫することで反応速度も格段に上昇させてある。闘技用オートマタに入っている剣技プログラムはそのままに、狙撃銃を使った遠距離攻撃まで実現させた。

　そこに、自律学習機能が加わったのだ。自分で戦略を考え、試行錯誤を繰り返し、成長をするオートマタ。

　ファーストは《白びやく檀だん式しき》を超えた。その自信がハウエルズにはあった。

『作戦、終了シマシタ』

　広間を蹂じゆう躙りんしたファーストが武器を収め、ハウエルズに敬礼する。

　それに男は口元を緩めただけだった。

　自分の道具に対して、彼は労ねぎらう言葉を持たない。

《白びやく檀だん式しき改かい》や《ＨハーＷヴエー式しき》の暴走、吸血鬼の出現などでコンテストは一時中断されていたが、既に再開がなされている。

　このコンテストには、元帥だけではなく国内外から要人が招待されているのだ。ヘルヴァイツのオートマタ大国としての威信もかかっている。一生徒のオートマタが暴走し、吸血鬼がほんの数秒、姿を見せた程度では中止にはできない。

《ＨハーＷヴエー式しき》が同士討ちを始めていると報告を受け、ハウエルズはすぐさま、暴走した機体をイエッセルホールの使われていない広間に誘導させた。暴走が人目に触れないよう隔離したのだ。さらに、イエッセル全域から新たに倍以上の《ＨハーＷヴエー式しき》を招集し、ホール内では吸血鬼への厳戒態勢を敷いている。

　水ミ無ナ月ヅキと吸血鬼王女を取り逃がしたという報告がなされていたが、ファーストが完成した今、それは些さ末まつなことだった。

「吸血鬼王ローゼンベルクよ、私を暗殺できるものならしてみるがいい。私に近付いたときが奴やつの最さい期ごだ」

　哄こう笑しようを上げたハウエルズは広間を後にする。ファーストはその背を忠実に追っていた。
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　予定より一時間遅れた夕方六時。

「それでは、優勝したオスコット高校と、高校生オートマタコンテストのスポンサー企業であるメティス・グループの試合を行わせていただきます」

　司会の女性のアナウンスが流れ、アリーナには二組が入場した。

　オスコット高校のチームとそのオートマタ。それと、ハウエルズと《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機第一号フアーストである。

　観客席を埋め尽くす人々の歓声を浴びて、ハウエルズはマイクを取った。

「まずはオスコット高校の生徒諸君、優勝おめでとう。キミたちは次世代の技師としてこれから大いに活躍していくことだろう」

　ハウエルズの祝辞に歓声が静まり返っていく。

「ここで、初公開となる最新の軍事用オートマタを紹介させてもらおう。これこそが史上最強のオートマタ、新公国軍軍事用オートマタ《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機第一号フアーストである」

　完全に会場が静寂に包まれたのを見計らって、ハウエルズは高らかに言った。

　二階席の一角で、マスコミのカメラのシャッター音が連続している。

「私が説明するより、まずはこの試合でその性能を見てもらおう。刮かつ目もくせよ。オスコット高校のオートマタにはできるだけ長く保もってもらうのを期待している」

　優勝したオートマタなど敵ではない。

　暗にそう告げて、ハウエルズはマイクを置いた。

　アリーナ中央に設置されたリング。透明な高い壁に四方を囲まれたそこに、二体のオートマタは入った。

「オーダー、ファースト。ブザーと同時にリング上のオートマタを破壊しろ」

　強オ制ー命ダ令ーしたハウエルズに、ファーストは『了解イエツサー』と応えた。

　二体がリング上で対たい峙じする。

　そして、試合開始を告げるブザーが鳴り響いた。

　オスコット高校のオートマタの強みは全身に銃口があることだった。試合開始と同時に前面の銃口が一斉に火を噴く。精度は悪いが、前方百八十度すべてに放たれた銃弾から逃れる術はない。そうして相手を最初の一秒で無力化してきたのだ。

　ファーストと対たい峙じするまでは。

　試合が始まる前から既に、ファーストは相手が無数の銃口を備えているのを見て理解していた。その情報を元に、戦略を練る。ブザーが鳴ると同時にファーストははるか上空へ跳躍していた。背中にある機械翼の一部を狙撃銃に変換する。

　照準を合わせるのにコンマ一秒。

　放たれた銃弾はオスコット高校のオートマタの眼球カメラを破壊し、その奥にある所有者認識チップを正確に撃ち抜いた。

　ファーストを襲うはずだった無数の弾丸が壁にぶつかって落ち、優勝オートマタの身体からだが傾かしぐ。重い音を立てて倒れた機械人形の向かいで、ファーストは優雅にリングに着地した。

　一瞬で決した試合に会場が沸く。




　刹せつ那な、忽こつ然ぜんと黒と紅あかがファーストの頭上に現れた。
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　観客から悲鳴が上がる。

「よく見ろ。こいつの頭の中身を！」

　リタの〈霧ネー化ベル〉から解き放たれた水ミ無ナ月ヅキは自然落下し、叫ぶ。

　カノンの優勝はハウエルズの策略により潰されてしまった。しかし、それで人工頭脳を暴あばく計画が頓挫したわけではない。

　桜花サクラがダメなら、水ミ無ナ月ヅキがやればいいのだ。

　水ミ無ナ月ヅキがオートマタなのは、もはや観客にバレている。恐れることはない。

　テレビカメラが集まるこのリングで《ＨハーＷヴエー式しき》の頭を割れば、当初の目的は達成だ。ユーリの亡なき骸がらを見つけた水ミ無ナ月ヅキとリタは、この瞬間を狙って会場の天井に潜んでいたのだ。

　──『敵』を認識。戦闘モードへ移行──

　落下しながらアサシンブレードを出した水ミ無ナ月ヅキは、ファーストの後頭部を狙う。

　リタもサーベルを抜き、正面からファーストの首を狙う。

　前後からの同時挟撃。

《ＨハーＷヴエー式しき》は頭蓋の中身をぶちまける、はずだった。

　ガキン、とアサシンブレードが金属の筒にぶつかり、水ミ無ナ月ヅキは目を剝むく。ファーストの背にある翼状のものが水ミ無ナ月ヅキの攻撃を受け止めていた。

　リタのサーベルもファーストのレイピアに止められている。

『吸血鬼一体、認識シマシタ』

　ファーストから平へい坦たんな機械音声が流れる。肩口の装甲が開き、プシューと〈霧ネー化ベル〉を封じるミストが噴出された。

「くそっ」

　白い霧が視界を覆う。奇襲の初手で仕留め損なったことに毒づき、水ミ無ナ月ヅキはファーストから距離を取った。

　瞬間、水ミ無ナ月ヅキの胸を銃弾が貫く。

　──な、に……？

　その銃弾がゼンマイから逸それていたのは僥ぎよう倖こうとしか言えなかった。

　咄とつ嗟さに左胸を庇かばい、水ミ無ナ月ヅキは後退する。霧の中では目が利きかない。サーモグラフィがあっても、体温のない《ＨハーＷヴエー式しき》を認識することは叶かなわなかった。

　一方的に銃弾が少年の身体からだを貫いていく。四連装拳銃で反撃を試みるも、着弾したかは不明だ。

　霧が、晴れる。

　リングの中央に立つのは外傷の見当たらないファースト。

　その前後にいるのは肩から流血したリタと、胴体にいくつも穴を開けた水ミ無ナ月ヅキだった。

「ミナヅキ!?」

　少年の胸から人工血液が溢あふれているのを見て、リタが驚いた声を上げる。

　水ミ無ナ月ヅキは首を振ってみせた。

「問題ない。それより、おまえの怪け我がは……」

「軽傷よ。銀の武器だから治りが遅いだけで」

　そうは言っているが、リタの息は上がっていた。ファーストもサーモグラフィを備えている。霧の中でリタも攻撃を受けたのだろう。

　観客たちがざわめく中、くく、と男の笑い声がした。

　水ミ無ナ月ヅキがリングの外を見ると、ハウエルズが肩を震わせている。

「遂ついに最強を手に入れた！　《白びやく檀だん式しき》も吸血鬼王族も、もはや敵ではない。私のオートマタが世界を正すのだ……！」

「勝利宣言が早すぎるぞ。俺たちはまだ戦える」

　そう言ってファーストに視線を戻した水ミ無ナ月ヅキだったが。

「無駄な足あ搔がきはやめたまえ。ハルミの娘と私で作り上げたオートマタに敵かなうわけがない」

　ハウエルズの言葉に瞠どう目もくしていた。

「何、だって……？」

「驚いたかね。そのファーストはハルミの娘が調整したのだよ。吸血鬼を絶滅させる最強を生み出すために」

「噓うそよっ！」

　リタが叫んだ。

「カノンがヴァンパイアを滅ぼすオートマタを作るわけがないわ。噓うそも大概にしなさいよ！」

「彼女だって人間だ。人間と吸血鬼が対立した場合、どちらにつくか疑う余地もない。あの娘は私に下ったのだよ」

　証拠を見るかね、とハウエルズはスーツの内ポケットから何かを水ミ無ナ月ヅキに向けて放った。

　カン、と微細な音を立てて銀色のものが床に転がる。

　それを目にした水ミ無ナ月ヅキは息を吞のんでいた。

「ハルミの娘から預かったものだ。ミナヅキ、その指輪は返すそうだよ。オートマタのくせに分不相応な真ま似ねをしてくれる」

　ハウエルズが放ったものは間違いなく、水ミ無ナ月ヅキがカノンに贈った指輪だった。

　胸の穴からドクドクと人工血液が溢あふれている。

　水ミ無ナ月ヅキは自分の思考が正常に働かないのを他ひ人と事ごとのように認識した。脳内がフリーズし、返す言葉も思いつかない。

「ミナヅキ、そいつの言葉を信用しちゃダメよ。カノンに会うまでわからないわ！」

「あの娘は賢いから現実的な判断をした。オートマタとのままごと遊びは終わらせるべきだと」

　リタが強く言うが、水ミ無ナ月ヅキは反応できなかった。

　ただ、男の言葉が刺さる。

　ハウエルズは心底呆あきれたように言った。

「所詮、キミは彼女の玩おも具ちやとして愛めでられていただけだ。伴はん侶りよになれるわけがなかろう」

　水ミ無ナ月ヅキの瞳孔が開く。

　少年の表情に激しい動揺を見て取ったリタは、サーベルを掲げていた。

「総員、攻撃開始！」

　リタの号令を受け、天井の至る所から一斉に吸血鬼が降り立った。《赤の乙女部隊スカーレツト・メイデン》である。観客席を警護している《ＨハーＷヴエー式しき》に彼女たちは襲いかかった。

　これは最終手段だった。

　水ミ無ナ月ヅキとリタがリングで人工頭脳を暴あばくのに失敗した場合の保険。大勢いる観客の前で《ＨハーＷヴエー式しき》の頭部を暴き、同じ効果を狙うものだ。

　現状、水ミ無ナ月ヅキが戦力にならないとリタが判断した上での采配である。

　二人一組で舞い降りた吸血鬼部隊は、事前の打ち合わせ通りに《ＨハーＷヴエー式しき》の頭部を吹っ飛ばした。オートマタの胴体が次々と爆発し、観客席は恐きよう慌こう状態に陥る。その中、吸血鬼部隊は《ＨハーＷヴエー式しき》のヘルメットを割り、人工頭脳の中身を白日の下に晒さらした。

　すなわち、生体の脳を。

　それを目にした人々がさらに悲鳴を上げる。

「やったわ！　わたくしたちの勝ちよ。軍事用オートマタにヴァンパイアの脳が使われていると周知されるのも時間の問題だわ」

　勝ち誇ったリタはハウエルズにサーベルを突きつけた。

　しかし、男はせせら笑う。

「バケモノをオートマタの材料にして何が悪い」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんを上げてホールの出口に殺到する観客たちを、ハウエルズはショーでも見るかのように眺める。

「ファーストの性能を知れば、彼らも何も言えなくなる。自らの安全が守られるならば、吸血鬼がどうなろうと人は知ったことではない」

　男の達観した口調にリタが怯ひるんだ。

　アリーナを囲む観客席では、吸血鬼の攻撃を受けた軍事用オートマタが次々と破壊されていく。それでも、ハウエルズは薄ら笑いを浮かべていた。

　男にとって真しんに価値があるのは最強のオートマタだけなのだ。

「私はファーストを量産する。世界中で吸血鬼を狩り、最強のオートマタ軍隊を作り上げる。その先にあるのは、吸血鬼のいない平和な世界だ」

　ハウエルズの目がリタを捉えた。

「愚かな吸血鬼王女よ、おまえも早速、培養槽に沈めてやろう。バカな吸血鬼でもオートマタにしたら使えることはファーストで証明済みだ」

　ギラつく視線にたじろぎ、紅あかい少女は思わず後あと退ずさっていた。

　ホールに警報が鳴り響く。観客の誰かが押したのだろう。

　もう誰もアリーナを見ていないのをいいことに、ハウエルズは不敵に哄こう笑しようする。

「吸血鬼の絶滅は約束されたのだよ！　バケモノはバケモノなりに私の役に立つがいい」

　男はリングを振り仰ぐ。

　そこに立つのは最強のオートマタ、《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機第一号フアースト。

　己の勝利を確信し、ハウエルズは高々と命じた。

「オーダー、ファースト。その吸血鬼王女の手足を捥もいで生け捕りにしろ！」

　男の声はけたたましい警報を裂いて響き、喧けん騒そうに吞のまれていった。

　しん、とリングの周辺だけが沈黙に包まれる。

『……』

　ファーストは動かない。いつまで経たっても強オ制ー命ダ令ーを受諾した『了解イエツサー』という音声は発せられなかった。

「聞こえていないのか、ファースト……？　オーダー、リングの上の吸血鬼を捕まえろ！」

　男が声を張り上げるが、結果は同じだった。

　ファーストは棒立ちのまま動かない。

「動力切れってことかしら」

　ふふん、と笑ったリタがサーベルを構える。

「それならわたくしが壊すまでよ」

　紅あかい少女が地を蹴る。

　ファーストの真正面から迫ったリタはその頭を飛ばそうとして、

　背の機械翼が展開した。

「っ!?」

　リタが驚きよう愕がくの表情になる。

　金属のぶつかる高い音が響いた。リタのサーベルはファーストの機械翼によって受け止められたのだ。

「動力切れじゃないわ……!?」

　だとすると、なおさら焦あせるのはハウエルズである。すぐさま男は、近くに置かれていた拡声器を取った。

「オーダー、ファースト。その吸血鬼を捕らえろ！」

「──無駄ですよ。その子はもうあなたに従いません」

　諭すような声。

　聞こえてくるはずのないその声に、ハウエルズは勢いよく振り返った。

「カノン！」

　リタが喜き色しよくを露あらわに叫ぶ。水ミ無ナ月ヅキの目が白銀の少女を捉えた。

　混乱に乗じてアリーナに入ってきたカノンが、ハウエルズに近付いてくる。男は苦虫を嚙かみ潰したような顔で少女に訊たずねた。

「……どうやって部屋から出たのかね」

「ドアを壊しました。幸い工具はいっぱいあったので」

　近くまで歩いてきたカノンはリング上の水ミ無ナ月ヅキを認めるなり、小さく悲鳴を上げた。

「水ミ無ナ月ヅキ！　大変、すごい出血……！」

　狼狽うろたえるカノンから、水ミ無ナ月ヅキは目を逸そらした。

「カノン……どうしてハウエルズと結婚することにしたんだ？」

「何言ってるの、水ミ無ナ月ヅキ？　そんなわけない」

「なら何な故ぜ、指輪を返すなんて……」

　返す？　と首を傾かしげたカノンは水ミ無ナ月ヅキの視線を辿たどった。そこに転がっている指輪を見つけて目を見開く。

　カノンは駆け寄って指輪を拾う。水ミ無ナ月ヅキとハウエルズの様子を見比べ、少女はどんなやり取りがあったか悟ったようだった。

「違うから。これはハウエルズさんに奪い取られただけ」

　カノンは再び指輪を薬指に戻す。それを見て、水ミ無ナ月ヅキは凍りついていた身体からだが解き放たれたような気がした。

「本当なんだな!?　ハウエルズの元へ行くと決めたわけじゃ……」

「もう、どうしてそんな噓うそを信じちゃうの。そっちのほうがショックなんだけど」

「あいつがおまえの指輪を持っていれば信じるだろう……！」

「安い茶番はそれくらいにしてくれないかね」

　ハウエルズが口を挟み、水ミ無ナ月ヅキとカノンは会話を止めた。

　男はカノンに歩み寄る。

「どういうことだね、ミス・ビャクダン。ファーストが私に従わない、とは」

「そのままの意味ですけど。ファーストはあなたを拒絶しています」

　ハウエルズが一瞬だけ顔を歪ゆがめた。

「何を言っているのかね。オートマタが所有者マスターを拒むなどあり得ない……」

「ハウエルズさん、あり得ないことはなかったはずです。水ミ無ナ月ヅキはあなたに従いましたか？」

「それはっ！　そいつが『不適合』だったからだろう！」

「違うんです。ハウエルズさんに水ミ無ナ月ヅキが使えなかったのと、『不適合』は無関係なんですよ。あなたはユーリさんを奇跡的に使えたから勘違いしてしまったんです。本来、《白びやく檀だん式しき》は誰もあなたに従いませんよ」

　ハウエルズは大仰に首を振っていた。

「下らん憶測だ。私の目を盗んで何を仕込んだか白状したまえ。時限式の暴走誘発装置か、トリガー式の設定改変装置か!?」

「──わたしが入れたのは、愛です」

　愛、と反はん芻すうしたハウエルズの声は掠かすれていた。

　カノンは自身の胸に手を当てる。

「わたしはあの子が人々に愛されるのを願いました。大事に使ってもらえるように、あの子自身が日々の生活に幸せを感じられるように、歯車を組み直したんです。自律学習機能なんて知りません」

「知らないわけがなかろう！　実際に学習するオートマタを作っておきながら……！」

　拳を震わせるハウエルズに、カノンは少し考えて言った。

「……人体を模すことが重要なのかもしれません。脳と身体からだは本来、引き離せないものです。すべての神経は脳に繫つながり、その刺激によって人は思考しています。人と同じ身体感覚があれば、人工頭脳の思考パターンも人に寄ってくる。そう仮説が立てられませんか」

　技師の顔で語るカノン。

　少女の瞳がリングで挙動を停止している巨大なオートマタを映す。

「わたしが調整したことで、あの子は生きているときの感覚を思い出しつつあるのでしょう。それにより、こうして生体の脳を活いかせるようになりました。正しく脳の機能を使い始めたファーストは学習し、所有者マスターを拒むようにもなったんです」

「はっ、学習と故障がセットだと……？」

「あの子が命令を聞かなくなったのは、故障ではなくハウエルズさん自身が原因です。あなたが自分で言ったんじゃないですか。ファーストはただの道具だって。使い捨てのモノだって」

　カノンは静かに男を見た。

「自分が元は吸血鬼で、所有者マスターは吸血鬼を滅ぼすために自分を利用していて、同族を捕まえるよう命令されている、ということをファーストはもう理解しています。そんな所有者マスターに従う人がいますか？」

「人ではない。オートマタだ」

　その言葉が男の揺るぎない信念を表していた。

　カノンがそっと息をつく。

「あなたはあくまでオートマタは道具だと言うんですね。そこにあるかもしれない人格や心を一切認めない。でも、わたしは違います」

　観客席ではまだ《ＨハーＷヴエー式しき》が吸血鬼と戦っている。時折、軍事用オートマタに仕掛けられた爆弾が爆発し、焼け焦げた異臭が漂う。

「わたしの作るオートマタは、わたしの家族です。いつか心が宿ることを願って作るんです」

　それは、カノンの技師としての信念。

　オートマタにかける切実な想おもい。

　数多あまたの機械人形が破壊されていくホールをカノンは見渡した。嘆きを、悲哀を込めて、少女は毅き然ぜんと言い放つ。

「オートマタを壊しても何とも思わない人に、自分が作ったオートマタも愛せない人に、わたしは屈しません！　わたしのオートマタは決してあなたに従わないでしょう！」

　ハウエルズは目を眇すがめてカノンを見ていた。

　春はる海みと同じ藍の双そう眸ぼうが強きよう靭じんな光を放ち、男を睨にらんでいる。

『あなたとわたしは、逆方向へ走っているようなものです。一緒に走ることはできませんし、もしそんなことをすればお互いのためにならないでしょう』

　ハウエルズの脳裏をよぎったのは、春はる海みのそんな言葉だった。

「……キミはこうなることを見越していたのかね」

　男は押し殺した声で問う。

「自律学習機能を付加すれば、ファーストは私に従わなくなる。それをわかっていて、あえて私に従順なフリをして調整を行ったのかね……？」

　ハウエルズの顔色はドス黒くなっていた。少女を凝視する目には激情が宿っている。

　カノンは小首を傾かしげてみせた。白銀の髪がさらりと揺れる。

「さあ、どうでしょう？」

「大したものだ」

　言うなり、ハウエルズはカノンの腕を捕らえた。仕込み銃の銃口を少女に押し当てる。

「カノン！」

　水ミ無ナ月ヅキが壁を乗り越えようとしたとき、「動くな！」と鋭い制止が入る。

「動くなよ、ミナヅキ。大事な所有者マスターが苦しむ様さまを見たいかね」

　くっ、と水ミ無ナ月ヅキは歯は嚙がみし、動きを止める。リタも迂う闊かつに動けない。

　青ざめるカノンに、ハウエルズは血走らせた目を向ける。

「やってくれるじゃないか、ハルミの娘。だが、キミが私のものであるのは覆くつがえっていないのだよ。それなら私にも打てる手がある。──キミがファーストに命令したまえ」

　カノンが信じられないという顔でハウエルズを見上げる。

　男の表情には鬼気迫るものがあった。

「私には従わずとも、キミには従うのだろう？　ミナヅキはそうだった。なら、キミが私の代行で命令すればいい」

「わたしはっ、リタさんたちを捕まえるよう命令なんかしません！」

　ピク、とリング上でファーストが動いた。

　ハウエルズはぐい、とカノンの脚に銃口を押しつける。

「私に逆らえる立場なのかね？　吸血鬼を絶滅させたら、キミは人類の英雄だ。キミ自身の汚名なぞすぐに晴れる」

「嫌ですっ、わたしのオートマタがそんなことに使われるなんて、友達を殺すなんて……！」

「リタ＝ローゼンベルクを友人だと？　人類に仇あだなす吸血鬼ではないか。些さ細さいな義理のためにキミは輝かしい栄誉を棄すてるのかね？」

「リタさんはわたしの友達です！　友達を殺して手にする栄誉なんて、こっちから願い下げです！」

『……リ、タ……』

　ファーストから呟つぶやくような機械音声が洩もれた。

　騒然としているこの場では、それに気付く者はいない。

　ハウエルズは憎々しげにカノンを見下ろした。

「どうやら痛めつけられないとわからないようだ。技師に脚は不要か」

　男の指がトリガーにかかり、カノンがぎゅっと目を閉じたとき。




　ボタリ、と。




　粘性の液体が垂れる重い音がした。

　その場にいる四人が目を向ける。

　ファーストの機械翼からはドロリとした真っ赤な液体が滴したたり落おちていた。それは床に落ちるなり、ジュウゥと音を立てる。床が熔とけているのだ。

「何だ、これは……？」

　水ミ無ナ月ヅキが思わず洩もらす。

　ハウエルズとカノンも凝然としていた。

　ファーストに人工血液は入っていない。機械人形の身体からだから出てくる赤い液体に、製作者である技師の二人はまったく心当たりがなかった。

『……タ、リ……タリタリタ……』

　液体を放出しながら、ファーストは呪じゆ詛そのように同じ言葉を繰り返している。

「リタ」と。

　名を呼ばれた紅あかい少女が顔を引きつらせて後あと退ずさった。

「どうなっているのよ……噓うそでしょう、あれは……」

　慄おののくリタに水ミ無ナ月ヅキは訊きく。

「リタ、これが何かわかるのか？」

「見てわからないの、ミナヅキ!?　あれはブラッディソードよ！」

　虚を衝つかれた。

「ブラッディソードだって……？」

　言われてみれば確かに、リタが形作る赤い刃の元に見えなくもない。しかし何な故ぜ、ファーストの機体から吸血鬼王族しか使えない魔術が溢あふれているのか。

　カノンはハウエルズを見た。

　男は求められるまま口を開く。

「……ファーストに使われている脳は、ルートヴィヒ王弟ヴィルヘルムのものだ」

　二か月ほど前、イエッセルでテロ事件を起こそうとした吸血鬼王族。ヴィルヘルムの名に水ミ無ナ月ヅキは納得した。

「ああ、熔とかすのは奴やつの能力だったな……。『暴食』か。すべてを食らい尽くす、生きたブラッディソード。リタの名に反応したのも、奴やつらしい」

「あり得ない！　そいつの脳は水銀と銀で封じている。魔術など使えるはずが……！」

　狼狽うろたえるハウエルズに、リタが鋭く告げる。

「人間に魔術の何がわかるのよ！　わたくしたちは自分の意思で魔術を発動させられるわ。必要なのは、頭の中にある魔術回路スイッチと──」

　瞬間、ファーストの装甲、すべての継ぎ目から血色の液体が噴き出した。

『ハウエルズウゥッ────!!』

　怒りに満ちた機械音声が辺りの空気を震わせる。

　四人全員がファーストを見た。

　装甲は頭以外、血色の液体で覆われていた。無機質な機体だったのが、おどろおどろしい見た目になっている。

『ヨクモヨクモ僕ヲ騙ダマシテクレタナァ！　下等ナ人間ノ分際デ、ヴァンパイア王族ノ僕ヲ利用スルトハ万死ニ値スル。僕自ラ手ヲ下シテヤロウ！』

　ファーストは脳の持ち主、ヴィルヘルムとして目覚めていた。ハウエルズが声を震わせる。

「自我まで取り戻したのか……バカな……」

「カノンが言っていたじゃないか。『生きているときの感覚を取り戻しつつある』って。ヴィルヘルムの脳は生身のときと変わらない状態になったんだろ」

　脳には自我や記憶が付随している。吸血鬼なら魔術もだ。カノンの調整は学習能力だけではなく、それらまで呼び覚ましてしまったのだ。

　水ミ無ナ月ヅキの声に反応して、ファーストのレイピアが少年を指す。

『貴様モダ、ミナヅキィィ！　僕ノ婚約者ヲ誑タブラカシタ罪、ソノ身デ償ワセテクレル！』

　ヴィルヘルムの認識では、リタはまだ婚約者で水ミ無ナ月ヅキは恋敵だった。完全に彼はヴィルヘルムだった。

　ファーストを覆う赤は増殖を続け、無数の蛇を纏まとっているかのようにうねっている。超自然的で禍まが々まがしい様相は見る者に生理的嫌けん悪おを催させた。

　想定外の事態にハウエルズは呆あつ気けに取とられていた。自分のオートマタが得体の知れない何かに変貌してしまったのを彼は実感していた。

　これは今すぐ終了シヤツトダウンしなければならない。

　危機感を覚えた男は叫ぶ。

「《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機第一号フアースト、帰還……」

『黙レエエッ、僕ハオートマタジャナイ！』

　防護壁を破った真っ赤な蛇が矢のごとく飛んできて、ハウエルズは咄とつ嗟さに腕で払った。

「っ！」

　仕込み銃を落としはしなかったが、男の腕に焼けるような痛みが走った。終了命令シヤツトダウンの言葉は最後まで言わせてもらえなかった。

　それを機に、ファーストの機械翼が扇状に広がり、赤い液体が噴射される。

　リングを囲っていた透明の壁に赤がぶつかり、凄すさまじい音を立てて壁が溶解した。

「カノン！」

　この隙に水ミ無ナ月ヅキはリングから飛び出し、カノンを抱えた。ハウエルズから離れた場所へ退避させる。

　ハウエルズにはそれを止められなかった。

『ハハハッ、血ダ。人間ノ血ダ！　コレデ力ヲ取リ戻セルゾッ！』

　喜色を帯びた声。ファーストは全身で歓喜していた。胴体を覆っている赤い液体が妖しく蠕ぜん動どうしている。

「マズいわ！　わたくしたちヴァンパイアが魔術を行使するには、血を摂取することが不可欠なのよ」

　リタもリングから離れ、水ミ無ナ月ヅキの傍そばに来て言う。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンを庇かばうように立ち、首を捻ひねった。

「つまり、どういうことだ？」

「今、彼はブラッディソードを介して血を吸ってしまったのよ！」

『顕現セヨ、我ガ剣。〈月ヒン喰メルら・シうユラ蛇ンゲ〉ッ───!!』

　轟ごう音おんが駆けた。

　ファーストを中心に鮮血よりも濃い赤が噴出する。

　それはホールの壁を食い破り、天井を一瞬にして飲み込んだ。水ミ無ナ月ヅキたちの頭上は禍まが々まがしいまでの赤い天盤に覆われ、崩壊した壁の向こうでは通路にいた人々が悲鳴を上げている。

　天盤が唸うなる。

　それを合図に、赤い蛇が驟しゆう雨うのごとく降り注いだ。血肉を求め、無数の蛇は暴食の牙きばを剝むき、人々に襲いかかる。

　リタは決然と前へ出た。

「させないわよ、ヴィルヘルム。この地はローゼンベルクの名にかけて死守するわ、〈風葬のトルナルド・薔薇ローゼ〉ッ───!!」

　ズン、とホール全体に風圧がかかった。

　残っている柱や壁、観客席が軋きしむ。

　薔ば薇らの花びらを模した刃が渦を巻き、ホールを囲っていた。紅こう刃じんの竜巻が生み出す豪風に人々は足止められる。けれど、その刃は侵略の蛇たちを的確に屠ほふっていた。

　リタが手にした真紅の剣から花弁の紅こう刃じんが昇る。それは天盤から差し向けられた蛇の大軍勢と激しくぶつかった。

　紅あかい刃が赤い蛇を切り裂いていく。その一方で、赤い蛇は紅あかい刃を喰くらう。

　拮きつ抗こうする紅と赤。空の主導権を奪い合うそれは決して人じん智ちの及ばない、神々の戦いと形容するに相応ふさわしい情景だった。

　人の身ではそこに介入できない。

　と、目を細めて天を眺めるハウエルズの元に、走り寄ってくる人物がいた。

「ハウエルズ大将、これはどういうことだね!?」

　新公国軍元帥である。

　恰かつ幅ぷくのよい軍服の男はハウエルズの前まで来ると、スーツの胸倉をむんずと摑つかんだ。顔を真っ赤にしてハウエルズを睨ねめつける。

「貴き卿きようは軍事用オートマタに生物の脳を使っていたのか!?　しかもそれは敵の吸血鬼のもの。そんなおぞましいものに貴き卿きようはこの国の防衛を任せようとしていたのか!?」

　雷のような大声を間近で浴びて、ハウエルズは頭を引いていた。

　冷めた目で元帥を見み遣やる。

「そうですが、それがどうかされましたか」

「正気か、貴様！　人間と同じ知性のある吸血鬼を生きたまま捌さばき、脳を取り出すなど鬼畜の所業。悪魔の研究と言ってもいい。貴様に倫理観はないのか！」

「倫理観で吸血鬼を倒せますかな？」

　ハウエルズの返答に、元帥は憤死しそうな顔になった。やがて彼は乱暴にハウエルズの胸倉を放す。

「……もういい。マッドサイエンティストには付き合いきれん。これだけの騒動を起こしたのだ。軍事用オートマタの製造は今すぐ中止だ。オートマタ部隊は本日をもって解散とする！」

　襟元を正したハウエルズは眉を持ち上げる。

「お言葉ですが、元帥。私の軍事用オートマタなしに、この国はどうやって吸血鬼を駆除するのです？」

　知ったことか！　と元帥は怒声を響かせた。

「とにかく貴様のオートマタは使えん！　貴き卿きようの軍籍も返上してもらう。民衆の批判とコンテストを滅め茶ちや苦く茶ちやにした責は貴き卿きようが取れ。某それがしもいわば貴き卿きように騙だまされた被害者の一人なのだからな！」

　捨すて台詞ぜりふを吐いて軍服の男は背を向けた。

　ハウエルズは嘆息する。

「元帥、お忘れ物ですよ」

　ああ？　と元帥は振り向き、眉間に銃弾を受けた。

　パンパンッと銃声が響き、軍服はどうっと仰向けに倒れる。足元で事切れた軍人を見下ろし、ハウエルズは仕込み銃をしまった。

「責を取るのは貴方あなただ、無能め」

　せっかく軍幹部という地位を手に入れたのに、剝はく奪だつされては敵かなわない。ハウエルズの目的は最強のオートマタ部隊を作り上げ、吸血鬼を絶滅させることだ。それには国を挙げて取り組む必要がある。

　ハウエルズはまだ二つのブラッディソードが拮きつ抗こうしているのを見て、声を上げる。

「オーダー、《ＨハーＷヴエー式しき》。私を護衛しろ」

　強オ制ー命ダ令ーに応じ、アリーナに残っていた《ＨハーＷヴエー式しき》がハウエルズの周囲に集まる。

　軍事用オートマタに囲まれた男はホールを後にするべく歩を進めた。

　その際にカノンを見る。

　ハウエルズを警戒する水ミ無ナ月ヅキに、彼の背後で庇かばわれるカノン。ハウエルズは嘲あざけるように鼻を鳴らした。

「私を愚ぐ弄ろうしたこと、必ず後悔させてやろう」

　カノンの顔色が悪くなったのを認め、ハウエルズは足音高くアリーナを後にする。

　水ミ無ナ月ヅキはそれを忌いま々いましく見送り、視界の端で赤い大蛇が伸びるのを見た。ファーストの機体から一本の蛇が飛び出し、倒れている元帥を吞のみ込こむ。

「しまった！」

　水ミ無ナ月ヅキはすぐに気付く。魔術の源である血を取り入れれば、ヴィルヘルムの力は増すのだ。

　案の定、ファーストは機械音声で獣のような咆ほう哮こうを響かせる。

　くっ、とリタが呻うめき、脂汗を滴したたらせた。

「ミナヅキ、本体をどうにかして！　保もたないわ！」

　天盤から降る蛇の数が一気に殖ふえる。花びらを食い散らかす速度が上がり、リタは押され始めていた。

「わかった」

　水ミ無ナ月ヅキはカノンをアリーナの隅に避難させ、ファーストへ駆けた。

　赤い触手で覆われているが、あれを動かしているのは頭部に入った脳だ。首を落とせば手も足も出なくなる。

　向かってくる少年を認識し、ファーストは右手のレイピアを構えた。同時に水ミ無ナ月ヅキを絡からめ取るべく全身から触手を伸ばしてくる。水ミ無ナ月ヅキは迫りくる赤を左手の四連装拳銃で撃ち、牽けん制せいした。

　アサシンブレードとレイピアが衝突する、と思われた刹せつ那な。

　ファーストは宙返りをして水ミ無ナ月ヅキの背後を取っていた。

「っ!?」

　咄とつ嗟さに姿勢を低くし、敵の刺突を躱かわす。水ミ無ナ月ヅキの思惑が功を奏し、レイピアは少年の黒髪を数本散らすだけで終わった。

　左手の拳銃を後方に発砲しながら、前方へダッシュし、振り返る。

　距離を取ったはずがファーストは少年に迫っていた。水ミ無ナ月ヅキのゼンマイを狙い、レイピアを突き出す。

「くっ！」

　水ミ無ナ月ヅキは身体からだを捻ひねり、辛かろうじて致命傷を免まぬがれていた。貫かれた人工皮膚と断線した神経ケーブルの断片が散る。

『ドウシタ、ミナヅキ。《白ビヤク檀ダン式シキ》トハソノ程度カアッ！』

　レイピアを高速で突き出し、ヴィルヘルムは愉悦の声を響かせる。

《ＨハーＷヴエー式しき》ファーストはメティス・グループの最新部品パーツを使っているのだ。パワーもスピードも《白びやく檀だん式しき》より優秀である。吸血鬼だったヴィルヘルムは、軍事用オートマタの高い身体能力に酔っているようだった。

　水ミ無ナ月ヅキの動体視力では捉えきれない刺突が間断なく繰り出される。その度に水ミ無ナ月ヅキは人工血液を散らしていた。距離を取って態勢を立て直そうにも、ファーストのスピードはそれを許さない。

　ファーストはレイピアで攻撃しつつ、触手で水ミ無ナ月ヅキを包囲していく。

　それはさながら、弱った獲物を遠巻きに狙うハイエナだった。今は水ミ無ナ月ヅキから水銀入りの人工血液が散っているため近付いてこないが、それが尽きればすぐに触手は食らいついてくるだろう。

　リタが悲鳴を上げる。

「ミナヅキッ、早く……！　わたくしも耐えきれないわ！」

「わかってる！」

　リタが突破されれば、天から無数の蛇が降り注ぐ。それはすべての終わりだ。この一帯にいる者は誰も無事では済まされない。

　と、ヴィルヘルムがニタリと嗤わらったような気がした。

『マダ人間ガイタカ。僕ノ糧カテニシテヤロウ』

　水ミ無ナ月ヅキの後ろ。アリーナの隅で身を潜めていたカノンをファーストが捉えたのだ。

　まるで巨大な蛇が獲物を一ひと吞のみにするべく顎あぎとを開けたように。ファーストから生まれ出たブラッディソードが少女目掛けて奔はしる。

「させるかっ！」

　水ミ無ナ月ヅキはレイピアに貫かれた腕が大きく裂けるのも構わず、後方へ駆けていた。

　赤い大蛇の前に回り込む。

　ブラッディソードとアサシンブレードがぶつかった。

「カノンには触れさせない。それが、俺がこの身体からだでいる意味だ」

　漆黒の瞳で、傷だらけの身体からだで、少年は強く断じる。

　蛇の口の中、ブラッディソードの中央にアサシンブレードを突き立て、水ミ無ナ月ヅキはそれを食い止めていた。銀の刃がじわじわと熔とけていく。

　ブラッディソードを繰るファーストが嘲あざ笑わらった。

『貴様ニ意味ナドナイ。ソノ身体カラダゴト吞ノンデクレルワ！』

「《白びやく檀だん式しき》として、この身体からだがある限り、俺は俺の存在意義を果たす。オートマタとなったおまえに、それがあるか？」

　すべてのオートマタは存在意義コンセプトに基づき、作られている。

《白びやく檀だん式しき》も《ＨハーＷヴエー式しき》もそうだ。
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　なら、そこに勝機がある。

　水ミ無ナ月ヅキは左腕をファーストに向けた。四連装拳銃を発砲する。赤に覆われたファーストの腹部に水銀入りの銃弾が炸さく裂れつし、その部分のブラッディソードを退けていく。

　左腕に赤い触手が巻きつき、人工皮膚や神経ケーブルが一瞬で熔とけても、水ミ無ナ月ヅキは発砲を止めなかった。腹部の一点を撃ち続ける。

『ドコヲ狙ッテイル？　ソンナ攻撃デハ……グアアアアッ!?』

　突如、ぷしゅうう、と音がしてファーストの腹から白い霧が噴出した。

　やはりな、と水ミ無ナ月ヅキは思う。

「《ＨハーＷヴエー式しき》は吸血鬼を倒すために作られた。だから〈霧ネー化ベル〉を抑えるミストが出せる。そこには銀もしくは水銀の成分が含まれ、それがおまえの身体からだのどこかに仕込まれているのは確証があった」

　構造的に腹部にあると推測したのは《白びやく檀だん式しき》と比較して、だ。《ＨハーＷヴエー式しき》には人工臓器が入っていない。その分、ミストの材料が入っていたのだろう。

　ファーストの腹から出た大量の溶液が、彼の身体を覆うブラッディソードを瞬またたく間まに縮小させていく。

『貴様、ミナヅキイィィ───ッ!!』

　ブラッディソードを失ったヴィルヘルムが水ミ無ナ月ヅキに迫る。そのレイピアを水ミ無ナ月ヅキは左腕の人工骨で受け止めた。

　右手をファーストの頭部へ伸ばす。

「いい加減、眠れ。その身体からだはおまえに相応ふさわしくない」

　水ミ無ナ月ヅキはヘルメットを摑つかむなり、その首を捻ねじ切きった。

　人工骨が折れ、ブチブチと神経ケーブルが断線する感触がする。と、同時に水ミ無ナ月ヅキはヘルメットを投げた。水ミ無ナ月ヅキ自身も跳とび退すさる。

　オートマタの内部がチカ、と光り、ファーストの胴体が爆発四散した。ハウエルズの自己破壊用爆弾はまだ生きていた。

　ゴトン、とファーストの頭部がアリーナの床に転がる。

　爆発の余韻で、壊れたファーストの機体からパチパチと小さく爆はぜる音がしていた。

　水ミ無ナ月ヅキは息をついた。

　満まん身しん創そう痍いだった。アサシンブレードは熔とけて消失し、左腕に至っては人工骨が残るだけだ。全身に穴が開き、人工血液は一滴もない。

　リタを見ると、力を使い果たしたのか彼女もブラッディソードを消してへたり込んでいる。

　イエッセルホールは散々な有り様で、ぽっかりと空いた黒灰色の空からは粉雪が舞い落ちていた。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンを振り向く。安あん堵どの表情を浮かべた白銀の少女に、水ミ無ナ月ヅキも笑いかけ、




『馬鹿メ。ソレデ僕ヲ殺シタ気カ』




　一本の剣のごとき赤蛇が飛来する。

　気付くべきだったのだ。ブラッディソードは脳にしか起因していないのだから、頭と胴体を分離したところで関係ない。脳自体を破壊しなければ終わらないことに。

　最後の力を振り絞り、赤蛇は血を求め、一直線にカノンに向かう。

「ミナヅキ！」

　リタは間に合わない。

　水ミ無ナ月ヅキは駆けた。

　暗器はもうない。それでもカノンの盾にはなれる。わずかな猶予さえあれば、リタが奴やつの人工頭脳を破壊できるだろう。

　ふとユーリの言葉が頭をよぎった。

『オートマタに閉じ込められた吸血鬼を生きて解放するには適切な処置を施さないといけないんですよ。ただ破壊すれば、脳を失った吸血鬼の身体からだを作るだけです』

　水ミ無ナ月ヅキも同じだ。生体の脳が入った人工頭脳を破壊されれば、オートマタとしても吸血鬼としても蘇よみがえることはできない。

　水ミ無ナ月ヅキの自我は永遠に失われてしまう。

　しかし、ブラッディソードを食い止められる銀は今、自分の頭蓋の中にしかないのだ。カノンを守るため人工頭脳の銀を使うのに、水ミ無ナ月ヅキは一片の躊ちゆう躇ちよもなかった。

　以前、カノンに告げた言葉は真ほん実とうだ。

　春はる海みに与えられた使命を放棄してでも、カノンの傍そばにいたい。

　そのためには、水ミ無ナ月ヅキも自分自身を大事にしなければならなかった。どちらが欠けても、二人が共にいるのは成り立たないのだから。

　けれど、水ミ無ナ月ヅキはやはり絡から繰くり少年なのだ。

　カノンを守るという存在意義を、信念を譲ることなどできやしない。

　少女を庇かばって立つ水ミ無ナ月ヅキは、迫るブラッディソードを視認した。

　スローモーションのように目の前で凶悪な赤が顎あぎとを開く。

　恐れはなかった。

「水ミ無ナ月ヅキっ!!」

　自分を呼ぶ悲痛な声を認識したのを最さい期ごに、赤に吞のまれた水ミ無ナ月ヅキの意識は強制終了シヤツトダウンした──。
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　あとがき




　大変お待たせしました。

　二巻発売から九か月……。原稿自体は夏から書いていたんですよ。ところが、気付いたら夏が終わってクリスマスも終わって桜の季節が近付いていました……。奇くしくもサブタイトルに合わせた時期の刊行となりましたが、まったくの偶然です。

　また、その間に、舘たち津つテト先生によるコミカライズ単行本が発売されました！

　個人的に一押しはカノンです。彼女は生い立ちの関係で感情表現が乏しいため、原作で魅力を引き出すのに苦労したのですが、コミカライズによって可愛かわいさが倍増しています。

　是非、コミカライズもお手に取っていただければと思います。

　謝辞です。本作の出版に携わってくださったすべての方々に、心より御礼申し上げます。

　担当編集の黒川さん、イラストレーターのれい亜あさん、デザイナーの杉山さんには、今回もご尽力いただきました。お三方あっての本シリーズです。また飲みに行きましょう。

　そして最後に、この本を手に取ってくださった読者の皆さまに最大級の感謝を。

　……今回は言います。四巻でお会いしましょう。
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